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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「わたし……この戦いが終わったら魔ま法ほう少女辞やめるんだ」

　小さな声で呟つぶやいて、わたしはセーラー服を翻ひるがえし、荒こう廃はいした大地を踏ふみしめた。

　歪ゆがんだ土管。真ん中からぽっきりと折れた木々。目の前に広がる世紀末な光景。

　吹ふき荒すさぶ風に巻き上げられた砂さ塵じんが、眼鏡めがねの隙すき間まから入り込んでくる。思わず涙なみだぐみそうになりながら、わたしは栗くり毛げ色の髪かみを整えて、最終決戦の地へと歩み出す。

　さっきの言葉は、わたしの飾かざりっけない本当の気持ち。

　この戦いが終わったら。魔法少女の力で世界を救うことができたら。

　──普ふ通つうの女の子みたいに、チョコレートパフェでも食べに行きたいな。

「そういう死亡フラグはやめるにょろ！」

　必死の叫さけびに、振ふり返る。全長百五十センチを超こえる二足歩行の白しろ蛇へび妖よう精せいニョロンは、ふんどし姿で赤い舌をちろちろ動かしながら、爬は虫ちゆう類るいの瞳ひとみを潤うるませていた。

「ユーたちは最高の魔法少女にょろ。ユーたちはこの戦いに、必ず勝つ。勝ってミーのところにきっと帰ってきて、これからもずっと魔法少女でいるんだにょろ！　だから……だからそんな寂さびしいことは、言わないでほしいにょろ……っ！」

「────だからさぁ……」

　わたしは踵きびすを返し、キッとニョロンを睨にらみつける。

　そして──大きく息を吸い込んで。

「いいから早く辞めさせろって言ってんだよ、このダボ蛇があああああああああ!!」

　絶ぜつ叫きよう。

　そして、ポケットから取り出した封ふう書しよを振りかぶり、瓦かわらでも割ろうかという勢いで叩たたきつけた。

　ニョロンはしばらく激痛にうめいたのち、蛇のくせに生えている手を伸のばして、獰どう猛もうな爪つま先さきでその封を切った。そして、小首を傾かしげつつ書面へと目を落とす。




『辞表

　高校生にもなって魔法少女なんざ、恥はずかしくてやってられっか。ばーかばーか！

　今辞める。すぐ辞める。辞めさせてくれなきゃ、死んでやる。　　　　有あり絵え田だほのり』




「なんだこりゃ。ふざけるなにょろ」

　ぱくり。

「ぎゃああああ!?」

　食った！　こいつ、食いやがった!!　わたしの魂たましいの叫び──魔法少女の辞表届を!!

　先ほどとは違ちがう種類の叫び声を上げて、ニョロンの首を締しめ上げ左右にブンブン振る。

「ちょっと、ほのりん！　そんなに激しくシェイクしたら、ニョロちゃんの脳のう味み噌そがミックスジュースになっちゃうよ!!」

　慌あわててわたしの暴走を止めようとするのは、魔法少女仲間の雪ゆき姫ひめ。同じ高校生とは思えないくりくりの瞳に、すらりとしたモデル並のスタイル。ゆるふわパーマ仕上げの金きん髪ぱつからは、甘い柑かん橘きつ系の香かおりが漂ただよってくる。

「お願い、邪じや魔ましないで雪姫。わたしは今、このクソ蛇をバターになるまで高速回転させたくて仕方ないの!!」

「あれは木の周りをぐるぐる回らないと駄だ目めなんじゃなかったっけ、確か？　……っていうか、ほら思い出して。ゆっきーたちは今、敵の本ほん拠きよ地ちの真正面にいるんだよ？　そんなことしてないで、早く変身して戦わないと──」

「うるせぇ!!　何が敵だ変身だ、バカバカしい！　これ以上魔法少女を続けるなんて、まっぴらごめんなんだよ!!　そんなにやりたきゃ、あんた一人でやってよ。わたしはもう、こんな生活は嫌いやな・ん・だ!!」

　渾こん身しんのジャイアントスイングでニョロンを投げ飛ばし、わたしはガリガリ髪を搔かき毟むしる。

　何が魔法少女よ、何が世界平和よ。

　わたし──有絵田ほのりは、この春から高校三年生になった。学級委員の仕事もある上に、そろそろ大学受験に向けて勉強をはじめなきゃいけないこの大切な時期。

　そんな歳としにもなって、なんの因果でひらひらした服を着て、マジカルな戦いに明け暮れなきゃいけないんだ。いるなら石投げてやるから返事してみろ。えぇ、神様ぁ？

「まったくぅ。ほのりんの辞めたい辞めたい病にも困ったもんだよ」

　やれやれと両手を広げて、雪姫がため息をつく。

「ほのりんも少しは、ゆっきーを見習ってよね？　みんなの憧あこがれ魔法少女は、いつも可愛かわいく、愛らしくいなくっちゃ★」

　ミニスカートをはためかせ、くるりと一回転してウインクをきめる雪姫。

　アイドル顔負けな容姿に加えてぶりっ子全開なその性格。うん、確かに地味なわたしなんかより魔法少女らしいかもね、雪姫は。けど、けどさぁ……。

「あんたもいい加減、魔法少女から足を洗うべきなのよ雪姫！　そもそもあんたは、わたし以上に魔法少女としてふさわしくないんだから!!」

「ふへ？　こんなに清く可愛く美しくいようとしているゆっきーの、一体どこが有り得ないっていうのさっ。ぷんぷんっ★」

「言うなれば、あんたの存在全すべてが常じよう軌きを逸いつしている」

「そ、存在全否定っ!?　おめぇの席ねぇから的な、殺さつ伐ばつとした魔法少女いじめの現場が今、ここに!!」

「あーもう！　そうじゃなくって──」

　わたしは再び頭を搔き毟る。

　そうだよ。そもそも有り得ないんだよ。

　わたしの幼なじみ・雪姫は、ミニスカートなんか絶対穿はくはずなかったし、ゆるふわパーマなんて女子力高い髪型をするはずもなかった。ましてや魔法少女なんて。

　だって──。

「〝男の子〟の魔法少女って存在が、そもそもおかしいって言ってんのよ！　あとついでに〝女装〟して生活する習慣もね!!　分かってんの、雪姫光みつ篤あつ!?」

　空も割れんばかりの大声で叫んで、わたしは変態女装少年に落ちぶれてしまった幼なじみをギリッと睨みつける。

　しかし当の雪姫は、女子高生もびっくりな大きな瞳で微笑ほほえんで。

「えーでもぉ……ゆっきーって可愛いし？　人気だって抜ばつ群ぐんだし？　こんな楽しい魔法少女生活、辞める気なんてぜーんぜんないんだもんっ★」

　……駄目だこいつ。わたしはがっくりと肩かたを落とす。

　辞めたい奴やつが一名、男が一名。

　こんな魔法少女チーム、あってたまるかってんだ。

「ふぅぅぅっあっはっはっはっはっは!!」

　ぐったりとうな垂れるわたしの横で、バカみたいな高笑いが響ひびき渡わたった。

　それと同時に、荒こう野やの一角が円形に切り取られたかと思うと、まるで舞ぶ台たい装置のようにせり上がりはじめた。

　その一人舞台に立って、金色の人型金属は両手を天にかかげる。

「この私こそが、世界を滅ほろぼすオリハルコンオデュッセイキングダムの真の支配者──オリハルコンオデュッセイⅡ世である!!　貴様らはオデュッセイ十二金属鋼鉄隊を打ち倒たおし、我が父・オリハルコンオデュッセイⅠ世を消しよう滅めつさせて世界を救ったつもりだったのだろうが……真の支配者はこの私、オリハルコンオデュッセイⅡ世である!!　大事なことだから二回言ったぞ、ふぅぅぅっあっはっはっはっは！」

　舌を嚙かみそうなバカらしい口上を述べて、オリハルコンなんちゃらは得意げな顔でこちらを「どう？　どう？」と見てくる。かまってちゃんか。

　あと、オリハルコンは鋼鉄じゃねーだろ。伝説の金属なめんな。

「──ちっ」

　わたしは魔法少女らしからぬ舌打ちをして、迷めい惑わくなバカに侮ぶ蔑べつ的な視線を送った。

「なーにが世界を滅ぼすよ。呼ばれて来てみりゃ、田舎いなかの空き地で大暴れしただけで、被ひ害がいなんてまるで出てないじゃないの！　こちとら一時間以上も電車に揺ゆられて来てやったってのに。やるならもっと大事件を起こせ！　悪の組織だろ、バカ!!」

「ほのりんー。そんな無ぶ粋すいなこと言っちゃ、めっ！　だよ。最終決戦なんだから、お互たがいスケール大きく言っとかないと盛り上がらないでしょ？　オリハルコンオヂュ──痛っ、舌嚙んだ！　とにかく、あの人に失礼だよっ!!」

　雪姫が可愛い仕草でたしなめてくる。

　しかしそう言われてもなぁ。片道千円以上も支し払はらってきてこれじゃあ、正直テンション上がんないんだよね。早く帰って宿題済ませて、新刊の少女マンガ読みたい。

「……仕方ない。とっととあの金属の化け物を始末して、家に帰るよ。それとわたし、この戦いが終わったら本当に魔法少女辞めるから」

「はいはい。ほのりん、それ毎回言ってるよね」

　うるさいな。今回こそ本当に辞めるんだい。

　雪姫をジト目で睨むと、わたしはポケットからピンク色の勾まが玉たまを取り出した。続いて雪姫も、白色のコンパクトを両手に構える。

　は～あ。

　じゃ、行くよ。雪姫。

「キューティクル勾玉エナジー！　チャームアップ!!」

「キューティクルミラーエナジー！　チャームアップ!!」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようと同時に、謎なぞ変身空間が展開。数多くの魔法少女と同じように、二人の服が弾はじけ飛んだ。

　さぁ──ここからが怒ど濤とうの、地じ獄ごくの責め苦。恥はじと絶望の変身タイム！

　わたしは身を丸めたまま着水し、手にした勾玉に口づける。すると勾玉から泡あわのカーテンが噴ふき上がるので、その裏でいそいそと衣装を着き替がえる。最後に黄色いリボンを巻くと、瞬しゆん間かん的に髪の毛が伸び、サーモンピンクに染め上がった。

　一方の雪姫は、頭上に放ったコンパクトから現れた七人の小人から、衣装を手て渡わたされる。そして同じく用意されたカーテンの裏側で着替えを済ませると、最後に白銀のティアラを装着。同時に髪かみは腰こし元もとまで伸び、雪色のツインテールに自動的にセットされた。

　そんな、割とセルフな感じで変身を終えると、わたしは水中から飛び出した。

　フリルだらけの衣装に、ブレザーに似た形状のマント。脚あし元もとを飾かざるは縞しまのオーバーニーソックス。恥ずかしさだけをブレンドしたような狂きよう気きのデザイン。

　一方の雪姫は、大だい胆たんに太ももを露ろ出しゆつさせたスカートの水色コスチュームを華か麗れいに着こなし、ハイヒールをカツンと鳴らす。透すきとおる白いツインテールに、白銀のティアラがよく映はえている。その佇たたずまいは、まるで絵本から抜ぬけ出したお姫様のようだ。

　そんな自分たちの痴ち態たいに思いを馳はせながら、わたしはそっと頭のリボンに触ふれた。年とし甲が斐いもないリボンには、これまた無意味にハート形の飾りがつけられている。ああ、わたしはどうして生きてるんだろう……。

「ほーら。魔ま法ほう少女が、そんな般はん若にやみたいな顔してたら駄目だよっ★」

　一方、変身した雪姫はというと、人差し指なんか立てて得意げに微笑んでいやがる。

　高校三年生にもなって、あんたはどうしてそんなにやる気満々なのよ。恥ずかしがれよ、少しは。

「──あら奥さん。あれってひょっとして、魔法少女じゃない？」

「あらやだ、こんな空き地で変身なんかしちゃって……いくら落ち目だからって、こんなところで何やってるのかしら？　あの子たちもほら、いい歳じゃない？　それなのに、いつまでも魔法少女って……ねぇ？」

　聞こえてんぞ、ちくしょう。

　背後でひそひそ話す野次馬おばさん集団に、一発ぶち込んでやりたい気持ちを抑おさえつつ、わたしは切なくて顔を手で覆おおった。

　──この世界には、いわゆる『悪』と呼ばれる存在がいる。

　その大半は、警察にどうにかしてもらうレベルの連中なんだけど……魔ま力りよくと呼ばれるエネルギーを持った悪い奴らに関しては、普ふ通つうの人間の力では太刀たち打うちができない。

　目には目を。魔力には魔力を。悪あしき魔力を消し去ることができるのは、同じく魔力を持った存在だけなのだ。

　魔力で戦う、正義の存在。

　そう、それこそがわたしたち──魔法連盟アルスマギカによって選ばれた、魔法少女なんだ。

　……なん、だけど。

「ほら奥さん、昔はこの辺りにも凶きよう悪あくな敵とか出てきてたじゃない？　あの頃ころならともかく、今どき……ねぇ？」

「もう自分たちがコスプレしたいだけなんじゃないのかしら」
















　うっせぇ！　誰だれがコスプレだ!!

「それに比べて、東京二十三区の魔法少女たちは大したもんよねぇ。あんなに強大な敵たちと戦って。グッズの売上げとかもすごいんでしょ？」

「栃とち木ぎの方も結構人気高いらしいわよ。はぁ……どうしてうちの地方だけ、こんなしょぼい魔法少女なんでしょう……ねぇ？」

　そうして深々とため息をつくおばさん集団に、わたしは心の底から絶望を覚える。

　もう嫌だ。最近、変身するたびにこんなんばっかだ。

　昔は『世界を救う魔法少女』なんてもてはやされたものだけど、この歳になってくると世間様の目も冷ややかになってきて。

　おまけに近年、わたしたちの管かん轄かつはしょぼい敵ばっかで、世界の危機とか訪おとずれないもんだから、『コスプレ趣しゆ味みの痛い子』くらいにしか思ってもらえていない。ああ、渡る世間は鬼おにばかり。

　──もう本当、魔法少女なんて消えちゃえばいいのに。

「うふっ★　みなさーん、応おう援えんありがとうございます★　今日もキューティクルチャームは、張り切って世界を護まもっちゃいますよぉ!!」

「ばっ!?　よせっ!!　あの人たちにこれ以上、恥を晒さらしたら……」

　ほら見たことか。ひそひそ話の勢いが増したじゃないのよ!!

　そうして野次馬の精神攻こう撃げきに心をすり減らしていると、しょぼい敵の筆頭である金属の化け物が喜々として両りよう腕うでを大きく広げた。

「ようやく変身したな、魔法少女キューティクルチャーム！　ちなみに私は、オリハルコンオデュッセイキングダムの真の支配者・オリハルコンオデュッセイⅡ世である!!」

　それはさっき聞いたよ。

「今日は二人だけか？　もう一人はこの私、オリハルコンオデュッセイキングダムの真の支配者・オリハルコンオデュッセイⅡ世に恐おそれをなして逃にげ出したと見える！　ふぅぅぅっあっはっはっはっは！　これはもう、勝敗は火を見るよりも明らかであるな!!」

「へっ？　……あ！」

　オリなんちゃらの言葉に、わたしはハッと目を見開く。

　そうだ──あいつ。なんでまだ出動してきてないんだ？

「ちょっと待って！　今、電話するから!!」

「え、あ……はい」

　全身金属の怪かい人じんを威い圧あつして待たせると、わたしはポケットから携けい帯たいを取り出し、猛もう烈れつな勢いでコールする。

『……うるさいな。なんだよ、ほのり』

「なんだよ、じゃないでしょうが！　何やってんのよ、薙なぎ子こ!!」

『今日は、二十歳はたちになった記念に親父おやじたちが酒盛りしてくれる予定でな』

「え、何？　すごいガヤガヤうるさいけど、あんたひょっとして居酒屋にいるの!?」

『あ、店員さん。ビール、中ジョッキで』

「普通に注文してんじゃないわよ!!　信じらんない、ちゃんとしなさいよちゃんと！　どこの世界に飲み会で出動しない魔法少女がいんのよ!!」

『……お前は、相変わらずくそ真ま面じ目めな学級委員タイプだな。いつも辞やめたがってるくせに。サボればいいだろ、そんなの』

「そんなことできる性格だったら、こんなに苦労しないわよ！　ばーかばーか!!」

『そりゃ難なん儀ぎなことで。どうせ世界の危機ってほど大した事件じゃないんだろ？　だったらお前と雪でなんとかなるじゃん。あたしはだるいから、パスな』

「そういう問題じゃないでしょ！　わたしたちは三人揃そろってキューティクルチャームなんだから、二人だけだとサマにならないでしょうが!!　それに今、わたしは世界の危機よりも恐おそろしい世間の目っていう敵と戦ってんの。あんたも一いつ緒しよに戦いなさいよっていうか同じ苦しみを一緒に味わえサボってんじゃないわよバカ野や郎ろうぉぉぉ!!」

『はいはい。おつかれさん』

「あ、ちょ、ちょっと！　薙子!!」

　ツーツーツーツー。

　………………。

「ふぅぅっあっはっはっは！　話はまとまったのかね、魔法少女キューティクルチャーム!!　ちなみに私は、オリハルコンオデュッセイキングダムの真の」

「聞いてねぇよ!!」

　くだらない口上を一いつ喝かつすると、わたしはゆらりと陽かげ炎ろうのように身体からだを揺らす。ちょうど目の前に転がっていたニョロンを、ストレス解消に踏ふみつけ、蹴け飛とばす。「ギャッ」と小さな悲鳴を上げて、妖よう精せいとは名ばかりの爬は虫ちゆう類るいの化け物は、オなんちゃらの顔面に直ちよく撃げきする。

「……運が悪かったわね、あんた」

　そして、恥はずかしいコスチュームを振ふり振り、敵を目め掛がけて駆かけ出して。

「今日のわたしは、いつもよりアドレナリン全開だから──覚かく悟ごしてよね」







　かくして。

　一人が飲み会で欠席という不ふ慮りよの事態にもかかわらず、わたしと女装魔法少女は数分と掛からない間に、なんちゃらとかいう敵組織を壊かい滅めつさせた。

　これでキューティクルチャームが滅ほろぼした敵組織は、八十四番目。あまりに倒たおしすぎて、もはやどんな奴やつがいたのかも、うろ覚えになってきている。

　──ああ。わたしたちが魔法少女になってから、ついに九回目の春が来た。

　心地ここちよい風に麗うららかな太陽の季節。

　なのにわたしの心は、シベリアみたいに冷え切っている。

　いやほんと、マジな話さぁ……。




　魔法少女なんて、今すぐ辞めたい。








第１話　マハリク☆辞やめたい魔法少女









「おー！　みっちゃん、なぎちゃん、見てー!!」

　一面に広がるパノラマな星空に、流れ星が降り注ぐ。

　そんな光景に目を輝かがやかせているのは、幼き日のわたし。隣となりにいるのは同じく八年前の頭身をした、雪ゆき姫ひめと薙なぎ子こだ。

　そしてそれを空から俯ふ瞰かんしているわたしは、どうやら昔の夢を見ているらしい。

　同級生の雪姫。お母さんの旧友の娘むすめで、家族ぐるみで付き合いがある二学年上の薙子。

　小学校の頃はよくこうして我が家に泊とまりに来てたっけ。懐なつかしい夢だなぁ。

「あれ？　ほのちゃん、なんか空が変だよ？」

　ショートカットにＴシャツ・ハーフパンツという、今とは程ほど遠い男の子として正しい格好をした雪姫が、幼いわたしの肩かたを揺ゆすった。幼いわたしはきょとんとしながら、雪姫の指差す方角に顔を向ける。

　瞬しゆん間かん──ビシリ、ビシリ。

　嫌いやな音が我が家に響ひびき渡わたり、まるでガラスみたいに夜景がひび割れていく。

「なんだあれ？」

　スカート姿の薙子が、艶つややかな黒くろ髪かみの下で目を凝こらす。

　幼いわたしはぽかんとしたまま、逃げることさえ忘れてその非現実的な現象を見守っている。

　そして、カッと白い光が辺り一帯を包み込んだかと思うと──。

「失礼します、にょろ」

　当たり前のように背後の扉とびらを開けて、そのふんどし一丁の怪かい物ぶつは姿を現した。

　幼いわたしたちよりも頭ひとつでかい、鱗うろこに覆われた白色の体たい軀く。ちろちろと口元から覗のぞくのは血色の舌。巨きよ大だいな尻尾しつぽを揺らしながら、二足歩行の蛇へび怪人はぎょろりと三人のことを一いち瞥べつすると──蛇のくせに無む駄だに生えている短い手を開いて、不気味に微笑ほほえんだ。

「おめでとう！　ユーたちこそが、次世代の魔ま法ほう少女にょ──」

「ぎ……ぎゃあああああああああ!?」

　言い終わるより先に炸さく裂れつする、薙子の右ストレート。蛇怪人はぶっ倒れた！

　普ふ段だんは男勝まさりで勝気な薙子だが、このときばかりは目元に涙なみだをたくわえて、マウントポジションで問答無用にパンチのラッシュを叩たたき込む。

「この化け蛇！　殺す、殺す！　殺してやるぅ!!」

　ああ、あったあったこんなこと。薙子は昔から爬虫類が嫌きらいだったからねぇ。そりゃ自分より巨大な二足歩行の白い蛇なんか出た日にゃ、こうもなるわ。

　いっそこのまま、薙子があいつを始末してくれてりゃ、未来のわたしの不幸は防げたんだろうけど……現実はそう甘くない。

　幼いわたしと雪姫に取り押さえられ、薙子はようやく正気に戻もどる。

　蛇怪人はよろよろと立ち上がり、仕切り直すようにコホンと咳せき払ばらい。

「改めて──ミーの名前は白しろ蛇へび妖よう精せいニョロン。ユーたち次世代魔法少女のために、異次元にある魔法連盟アルスマギカから派は遣けんされて来たにょろ。どうかよろしくにょろ、新しい魔法少女たち」

「新しい魔法少女……？　わたしと、みっちゃんと、なぎちゃんが？」

　ニョロンの甘い言葉に、幼いわたしは目の中に星を輝かせる。

　おい、やめとけ昔のわたし。早まるな、魔法少女ダメ絶対!!

　しかし夢は無む慈じ悲ひに、正しい未来を進んでいく。

「ぼくが魔法少女かぁ。どんなのがいいかなぁ？　うんとかわいいのにしよっかな？」

「あたしは、敵をボコボコにできればなんでもいい」

「魔法少女……わたしたちが魔法少女。あの魔法少女！」

　当時小学生なわたしたちにとって、『魔法少女』とはどんなに甘かん美びな響きだっただろう。

　世界征せい服ふくを企たくらむ巨きよ悪あくと戦う、強くて可か憐れんな美少女たち。

　この頃ころは、強大な悪の組織が様々な地方に現れていたもんだから、『全国魔法少女特集』なんて番組もしょっちゅう放送されてたっけ。わたしたちの住んでる町でも、魔法少女のグッズを販はん売ばいしたりなんかして、もうお腹なかいっぱいになるくらい魔法少女を応おう援えんしてくれていた。

　そんな──みんなの人気者、魔法少女。

　魔法を使って色んなことができて。

　クラスメートからは「すごーい有あり絵え田ださん。可愛かわいくって素す敵てき！」なんて言われて。

　ＴＶに取り上げられて雑誌に特集されて。

　憧あこがれちゃうよね。分かる、分かるよその気持ち。

　──まさか八年経たっても続ける羽目になるなんて思わなかったからね、この頃は。

　結局、魔法少女になることを、二つ返事で承しよう諾だくした愚おろかで幼いわたしたち。

　そんな三人を見下ろして、ニョロンは得意げに話し出す。

「じゃあさっそくにょろが、魔法少女の設定を決めるにょろ」

「設定？」

「そう。魔法少女には名前はもちろん、コスチュームや武器、変身の呪じゆ文もん詠えい唱しようや必殺技わざだってあるにょろ。まずはそうした設定を考えて、魔法連盟アルスマギカにある管理局の承認を得ることで、初めてユーたちは実際に変身して戦うことができるようになるにょろ」

　そういうところ、手続きが面めん倒どうくさいんだよなぁ魔法少女って。

　ニョロンの言葉に納なつ得とくした幼いわたしたちは、その場でわいわいと設定会議をはじめる。

　ああじゃないこうじゃないと話しあったのち、幼いわたしがそっと手を挙げた。

「じゃあまず、チーム名！　わたしたちの名前は魔法少女キューティクルチャーム!!」

「『キューティクルチャーム』にょろね」

「そう！　最っ高のキュートって意味の『キューティクル』に、チャーミングの『チャーム』！　ね、いい名前でしょ？」

　キューティクルはキュートの最上級じゃねぇ。毛もう髪はつだ、バカ！

「管理局の承認通過──今日からユーたちは、魔法少女キューティクルチャームにょろ！」

「やったー!!」

　まさか自分たちの名前が『魅み力りよく的な毛髪』になったとは露つゆ知しらず、三人はハイタッチなんかして喜んでいる。死ねばいいのに、昔のわたし。

「じゃあ今度はわたしのコスチューム！　えっとね、セーラー服の美少女になりたい!!」

「管理局エラー！　それは色々と問題があるので却きやつ下かにょろ」

「えー……じゃあ、ウェディングドレスでお色直しは？」

「管理局エラー！　それも前例の絡からみで却下にょろ」

　ニョロンが脳内に埋うめ込まれたチップで異次元と交信しながら、淡たん々たんと駄だ目め出しをしていく。無意味にチェックが厳しいんだよね、魔法連盟アルスマギカは。他ほかの魔法少女と設定がかぶったからなんだってんだ。

　そんなこんなで結局、コスチュームだけじゃなく個人名や武器でもエラーを起こしまくり、二時間ほどニョロンを通じた管理局とのバトルを繰くり広げることとなる。

　そして。

「──設定完かん了りよう。おつかれにょろ、三人とも。これで魔法少女としてのユーたちの全すべては、魔法連盟アルスマギカに承認されたにょろ。今日からユーたちも、魔法連盟アルスマギカの一員にょろよ！」

「じゃあこれから、あたしらは悪をフルボッコにできるのか？」

　どこから取り出したのかバットをスイングさせながら、薙子が瞳ひとみをギラつかせる。先ほど全身を殴おう打だされたトラウマからか、ややビクビクしつつニョロンは答える。

「まだにょろ。魔法少女の代だい替がわりには、先代からの『引き継つぎ』が必要にょろ。つまりしばらくの間、ユーたちは現在の魔法少女たちに弟で子し入りして、魔法少女のいろはを教わる必要があるにょろ」

「現在の魔法少女……ってことは」

「──まさか、ほのりたちが次世代魔法少女だなんてね」

　振ふり返ると、いつの間にか開け放たれたドアに、わたしのお母さん──有絵田麦む月つきがもたれ掛かかっていた。

「ビシバシ引き継ぎするから、しっかりついてきなよ。ほのり、みっちゃん、なぎちゃん」

　当時『最強の魔法少女の一人』と謳うたわれていた、幼きわたしの憧れのお母さんは。

　そう言って、豪ごう快かいに笑った。




　　　　●　●　●




　ジリリリリリリ──………。

「──んっ」

　重いまぶたを擦こすりつつ、上体を起こす。いつもどおり鳴なり響く目覚まし時計を足で止めて、机の上にごそごそと手をやる。

　眼鏡めがねを掛けてようやくクリアになった視界には、八年前より小物や化け粧しよう品ひんの増えた部屋が映った。

　はぁ。間ま違ちがいなく、いつものわたしの部屋だわ。

「もぉ……いっそこの現実が夢だったらよかったのにぃ」

　布ふ団とんに顔を埋うずめてもがいてみるが、現実はいつだって非情。わたしは紛まぎれもなく女子高生だし、勤続九年目の現役魔法少女だ。

　そして今日は金曜日なので、さっさと準備して学校に行かなきゃいけない。それは八十四番目の敵組織（名前忘れた）を滅ほろぼした今でも変わらない。残念ながら。

「むにゃむにゃ……もう蛙かえるは食べれないにょろよー……」

　あの日わたしを魔法少女にした戦犯は、床ゆかに寝ね転ころがって気味の悪い寝言を垂れている。

　ふいに今朝の夢を思い出してイラッとしたので、取りあえず腹に一発キックを決めてやる。「ぐぼっ!?　た、卵が出ちゃうぅ……」とうわ言を口にして、妖よう精せいだか妖よう怪かいだか分からないそいつは、ビクビクと全身を痙けい攣れんさせた。

　死に体のニョロンを放置してセーラー服に着き替がえると、鏡の前でセミショートの髪かみをセットする。朝日を浴びて栗くり毛げ色に光る、色素の薄うすい髪。冴さえない茶色い縁ふちをした眼鏡。

　ああ、またニキビ増えてる……やっぱストレスが原因なのかなぁ。

　開け放した窓からひらりと、桜の花びらが舞まい込んでくる。

　新学期がはじまって約一週間。その間に一体何回、魔法少女として出動させられたことだろう。三年生になっても、魔法少女のお先は真っ暗だ。

　朝から憂ゆう鬱うつになりつつ、パウダーをはたきリップクリームを塗ぬると、わたしは大きく伸のびをして部屋を出た。

　階段を下りて、すぐのところにリビング。お母さんの作った卵焼きのいい匂においが、廊ろう下かにまで漂ただよってきている。ああ、いい感じにお腹空すいてきたわ。

「おはよー……」

　あくび交じりに扉を開けたところで──パン！　パン！　パン!!

　唐とう突とつな破は裂れつ音とともに、ひらひらと金銀の紙テープが降り注いでくる。

　なんだこれ、クラッカー？

「「八十四番目の敵組織討とう伐ばつ、おめでとう！　ほのり!!」」

　朝も早くからパーティー帽ぼう子しという浮うかれた格好のお母さんとお父さんが、パチパチと拍はく手しゆの嵐あらしを送ってくる。呆あつ気けに取られて視線を泳がせると、リビングには『魔法少女ほのり、昨日も大だい活かつ躍やく!!』と書かれた垂れ幕が、大々的に飾かざられていた。

「ぎゃあああああ!?　朝っぱらからなんの恨うらみがあってこんなことすんのよ!!」

　思わず跳ちよう躍やくして、垂れ幕を引きちぎる。ぜぇぜぇと呼吸が荒あらくなるのを感じる。わたしはめまいを覚えながら、どっかりと机についた。

　そこに置かれているのは、色とりどりに飾られたデコレーションケーキ。

『ハッピーデストロイ84★キューティクルチャーム』

「い……やあああああああああ!?」

　思わず椅い子すから転げ落ち、わたしは膝ひざをついて頭を抱かかえる。

　ちくしょう、どうしてこんな辱はずかしめが現実に！

「もう、ほのりったらそんな子犬みたいに震ふるえて喜んじゃって」

「早起きして準備した甲か斐いがあったね、麦月さん」

「喜んでるわけないでしょ！　見て、このじんましん……魔ま法ほう少女にアレルギー反応を起こしてんのよ、この身体からだは！　お願いだから、わたしの前で魔法少女の話題は出さないでよ!!」

　調子に乗って小こ躍おどりまではじめた二人に嘆たん願がんするが、どっちもバカなので「照れちゃって可愛いなぁ」とか言って聞く耳を持ってくれない。

「あっははははは！　ほーんと、ほのりは恥はずかしがりやさんねぇ。お母さんから魔法少女を引き継いだとき、あんなにやる気満々だったくせにぃ。まぁ、ほのりも思春期どストライクだし？　嫌いやよ嫌よも好きのうちなお年とし頃ごろだってのも分かるけどね」

「場外大暴投よ、その推測……娘むすめの気持ちをもうちょっと察してよ！　大体わたしがお母さんから引き継ぎを受けて、何年経つと思ってんの？　世間様の目もどんどん冷たくなってくるし。今は恥ずかしすぎて、心の底から辞やめたいわ」

　そう。

　確かにお母さんの言うとおり、幼き日のわたしにとって魔法少女は憧れの存在だった。

　文集に『大きくなったら魔法少女になりたい』なんてたわ言を書いたこともあったし、ＴＶや雑誌で特集されまくっていた先代魔法少女を羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ていたのも事実だ。

　なぜわたしが、それほどまで魔法少女熱に冒おかされていたのか……その原因のひとつとして、お母さんの存在は大きいと思う。

　先代魔法少女のリーダー。

　それが専業主婦のかたわら、お母さんが務めていた肩かた書がきだ。

　お母さんを含ふくむ先代三人は、戦せん闘とう中に殴なぐりあいの喧けん嘩かをはじめるほどの不仲で有名だったけれど、歴代最強とも称しようされる無敵のチームだった。

　それほど悪目立ちする魔法少女をメディアが放っておくわけもなく、絶頂期は毎日のように我が家まで取材が押し寄せてきていたわけよ。

　そんな光景を間近で見てたら──わたしだって子どもだったからね。憧あこがれちゃうよ、そりゃあ。

　だから二つ返事で魔法少女を引き受けて、お母さんたちから『引き継ぎ』されて……今では取り返しのつかない、地じ獄ごくの日々が続いてる。

「ほのりちゃん、高校生になったからって無理にツンデレぶる必要はないんだよ？　麦月さんを見てごらん。魔法少女に就任したとき、麦月さんは二十三歳、一児の母だったんだよ。それを考えれば、高校生で魔法少女なんて一いつ般ぱん的だよ」

「そんな例外中の例外を持ち出して一般論を語るな！」

「しかも二人目は、魔法少女をやってる頃に産んだからねぇ。戦いながらお腹なかが膨ふくれていくのはきっつかったわぁ。ほのり知ってる？　『魔法妊にん婦ぷ少女』って流行語大賞取ったのよ？」

「何その卑ひ猥わいな響ひびきの流行語……つーか胎たい教きように悪すぎでしょ、魔法少女とか。どうりであいつが捻ひねくれた性格になったわけだわ」

「姉ちゃんにだけは言われたくねぇよ」

　リビングのドアが乱雑に開けられる。振り向いた先に立っているのは、栗毛色の短たん髪ぱつをした中学一年生。ジーンズに黒一色のＴシャツという、飾りっけのない格好をしている。

　こいつこそが捻ねじれきった性格の我が愚ぐ弟てい・有絵田かぶとだ。

　ビリビリに裂さけた垂れ幕、机には嫌がらせデコレーションケーキ、鼻をつくクラッカーの火薬の匂い──我が家にありがちな一幕に、かぶとは「またか」とため息をついた。

「朝っぱらから魔法少女、魔法少女ってうるせぇな、この家族は。そんな恥ずかしいもん、もてはやしてんじゃねぇよ。姉ちゃんもいつまでそんな恥ずかしいことやってんだよ。歳としを考えろよ、歳を」

「こちとら好きでやってんじゃないわよ！　ぶん殴るわよ、あんた!?」

「やーいやーい。姉ちゃんの魔法少女ー。悔くやしかったら辞めてみろー」

　このクソガキ……。

　頰ほおをひくひく痙攣させながら、わたしは愚弟の襟えり元もとを摑つかむ。

「やーいやーい。お前の姉ちゃんと母ちゃん、魔法少女ー」

「次言ったら締しめ上げるぞ」

「やーいやーい……ひっく。お前の家族、魔法少女だらけー……恥ずかしい格好して、年とし甲が斐いもない家族ー……ぐすっ」

　泣いてる!?

　そういやこいつ、母親と姉が魔法少女ってことでからかわれてるらしいからなぁ。きっとさっきみたいな罵ば声せいを、常つね日ひ頃ごろから浴びせられてるんだろう。中学に入学してからまだ一週間くらいだっていうのに、地獄みたいな学校生活だ。

　ごめんな、姉ちゃんが魔法少女なばっかりに。

　バツが悪くなって、わたしはかぶとの襟から手を放す。かぶとはそのまま机に突つっ伏ぷすと、「魔法少女なんて滅びればいいのに」と恨み言を口にしながらさめざめと泣く。うん、姉ちゃんもそう思うよ。割とマジで。

「はっはっは。かぶともお姉ちゃんに似てツンデレさんだなぁ。家族に可愛かわいくて素す敵てきな魔法少女がいて、嬉うれしくて仕方ないくせに」

「そうよぉ。変身したほのりの可愛さは天下一品！　誰だれからも愛される、素敵な魔法少女じゃないの」

「まぁ現役時代の麦月さんの可愛さには敵かなわないけどね！」

「もぉ、あなたったら上手なんだからぁ!!」

　バカ夫婦がなんかいちゃいちゃしはじめやがった。どうやらこの二人は、既すでに魔法で脳のう細さい胞ぼうがお花畑に変わってしまっているらしい。かくも恐おそろしき魔法の力。どうかわたしの脳は、無事でいてくれますように。

　まぁこんな頭おかしい二人に、常識的な反応を要求するだけ無む駄だだよね。あーあ。

　朝からもう何度目か分からないため息を吐はき出して、わたしはトーストを頰張ると、鞄かばんを片手に立ち上がった。

　かぶとはまだ心的外傷から立ち直れていないようだが、これ以上ここにいたらわたしまで潰つぶされてしまう。こういうときは逃にげるが勝ちだ。

「じゃあ行ってきます」

「「行ってらっしゃい、可愛い我われらが魔法少女!!」」

　……もうやだ、この家。

　にこやかな二人を仮面のような無表情で見やり、わたしはぽつりと呟つぶやいた。

「あーあ、今すぐ地球爆ばく発はつしないかなぁ」
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　桜生おい茂しげる通学路。敷しき詰つめられた花びらを踏ふみしめながら、わたしは学校へと急ぐ。

「ちょっとやだぁ。また有絵田さん、学校にアレ連れてきてるよ」

「勘かん弁べんしてほしいよね。なんか生なま臭ぐさいし」

　ああ。普ふ通つうに歩いているだけなのに、どうしてだろう？

　みんなの視線を感じるのは……。

「ほのーり、待つにょろー。なんか今朝はお腹が鈍どん器きで殴られたように痛くて、早く歩けないにょろよー」

　ＯＫ、言ってみただけ。理由は分かってる。

　人間大の蛇へび怪かい人じんに後追いされつつ登校してる女子高生がいたら、あなたならどうする？

　わたしならガン見する。みんなもそーする。それだけのことさ。

　分かっちゃいるけど、溢あふれ出るため息は抑おさえきれず。ニョロンが追いつくたびに距きよ離りを取りながら、わたしは今日も朝からげんなりと登校するのだった。

「うおおおおおおおおおおおおおお!!」

　そんな憂鬱を切り裂くように、一ひと際きわ大きな歓かん声せいが上がる。顔を上げ、人だかりのできた学園の門前に目をやる。そこには一台の黒くろ塗ぬりの高級車。無数のギャラリーに囲まれて、運転席から降りてきたスーツ姿の老ろう紳しん士しは、うやうやしく後部座席の扉とびらを開けた。

　ああ、何かと思えば毎朝恒こう例れいのアレか……。

「みんなー!!　今日も朝から元気いっぱい、応おう援えんありがとう★　みんなのアイドル、ゆっきーの登校だよぉー!!」

　甘ったるい声色でそう告げて、ゆるふわパーマの金きん髪ぱつをたなびかせながら、そいつは両手をかかげて校庭に君臨した。

　モデル顔負けのスタイルに、ぱっちりおめめの愛くるしい容姿。だけど本当は男の子。

　セーラー服の上にベストを着込んだ女装姿の変態──雪姫光みつ篤あつは、膝ひざ上うえ十センチほどのミニスカートを翻ひるがえし、くるりと一回転してみせる。

「ゆっきぃー！　ゆ、ゆきぃぃぃ、ゆきいアアーッ!!　ユキャアアーッ!!」

　もはや人語ではない野太い喝かつ采さいが、グラウンドに響き渡わたる。人ひと垣がきが雪姫の声に合わせて揺ゆれ動き、サイリウムの蛍けい光こう色が波みたいに踊おどる。ここが学校なのか、アイドルのコンサート会場なのか、もはやよく分からない。

　朝っぱらから絶望的に不気味な光景だが、これこそが我が母校──私立雪姫高等学園における、雪姫が登校する際の儀ぎ式しきみたいなもんだ。

「ったく、雪姫も毎朝よくやるよね」

「ほのーりも見習うにょろよ。魔法少女たるもの、どんなときもファンを忘れず、愛と希望を振ふりまくにょろよ！」

「嫌だね。わたしは普通の女子高生でいたいの。目立ちたくない、騒さわがれたくない、日ひ陰かげに咲さく花のようにひっそりと生きたい」

「ばっかもーん！　それじゃあ魔ま法ほう少女失格にょろよー!!」

「だから失格でいいから早く辞めさせろっつってんだろ、このバカ蛇が!!」

「んっ？　あ、ほのりんだっ！　おーい、ほのりーん!!　ニョロちゃーん!!」

　──げっ、見つかった!?

　慌あわてて鞄で顔を覆おおうが、もう遅おそい。小首を傾かしげて無む邪じや気きに手を振る雪姫に続いて、いくつもの視線がわたしの方に向けられる。

「ほのりさんだ!!」

「おおおおお！　今日は朝から、キューティクルチャームが二人も揃そろい踏みだぁぁぁ!!」

　やめてよ、わたしに注目しないで！　わたしは日陰の女。そんなに注目されたってファンサービスなんて恥ずかしくてできないし、緊きん張ちようして顔も上げれないんだから。

「あーあ、雪姫くんの次は有絵田さんだよ」

「よくもまぁ、朝っぱらからキモい騒ぎを引き起こすわよね。マジ引くわー」

　やめてよ、そんな目でわたしを見ないで！　わたしは普通の女。魔法少女だって嫌々やってるだけで、本当はこんな気持ち悪いファン連中なんか八つ裂ざきにしたいんです!!

　そんなわたしの心の叫さけびなど露つゆ知しらず、この状じよう況きようを作り上げたあざとい小こ悪あく魔まちゃんは、満面の笑みでがっしりと抱だきついてくる。

「おっはよー、ほーのりん★　今日の調子はいーかがっ？」

「あんたのせいで最悪だよ」

「ふふっ、今日もいつもどおりアンニュイだねっ。でもでも？　そんなところもほのりんの魅み力りよくだぞっ★」

　ハイテンションにそう言ってわたしの手を引く雪姫にげんなりするけど、こうなってはもはや手て遅おくれ。ああ、わたしの普通の学園生活がまた駆かけ足で逃げ出していく……。

　魔法少女オタクによる注目の集中砲ほう火かに、耳をつんざく喝采。そして一般人の冷ややかな眼まな差ざし。学校に行くだけでむせ返りそうだ。

「こんな無茶苦茶な大おお騒さわぎを毎朝やってお咎とがめなしって、この学園はどうなってんのよ」

「ふっふふー。ここをどこだと思ってるの？　この学園はゆっきーのおじいちゃんが理事長を務める、私立雪姫高等学園だよっ！　ゆっきーこそが法。ゆっきーこそがルール!!　ゆっきーがＧＯサインを出せば、不可能なことなんて何もないんだよっ」

「……聞いたわたしがバカだったわ」

　そういやその金髪ゆるふわパーマも、無理やり校則を捻じ曲げて許可させたんだっけね。

　もはや無法地帯と化してるな、この学校……。

「そういや今朝さぁ、久しぶりに昔の夢を見たんだ」

　正面玄げん関かんまで続く暑苦しい男子たちのアーチをくぐりつつ、わたしはぼやく。

「へぇ？　昔ってどれくらい昔の？」

「あんたのことを『みっちゃん』って呼んでた頃の夢。まだわたしが、普通の女の子の生活を満まん喫きつしてた時代の悲しい夢よ」

「……ちょっとぉ。その呼び方やめてよね。嫌きらいなんだから、それ」

　雪姫が唇くちびるを尖とがらせてぼやく。

『みっちゃん』という呼び名を、雪姫は毛け嫌ぎらいしている。光篤の『みっちゃん』。名前から取ってるんだし、いいじゃんと思うんだけど……雪姫の女装乙女おとめ心ごころとやらは複雑だ。

　まぁ、それはそれとして。

「とにかくだ。わたしはその夢を見て決心したね。魔法少女を辞やめてやるって」

「はいはい。ほのりんの辞めたい辞めたい病が、またはじまったー」

「言っとくけど、今度という今度は本気だからね！　そもそも八十四番目の敵組織って何よ？　九年目の魔法少女って何よ!?　普通、魔法少女って一年掛かけてひとつの敵組織を倒たおして、それで終わりじゃないの？　長くてもせいぜい三・四年が関の山でしょうが!!　短い奴やつだと、三ヶ月で引退することだってあるらしいじゃない!?」
















「妖よう精せいは、稀まれにしか生まれない『透とう明めい卵たまご』から孵かえった者が就任する慣ならわしにょろ。だけど魔法連盟アルスマギカの、ユーたち『南関東魔法少女』を管かん轄かつする地方では、近年少子化が深刻にょろからねぇ。妖精が生まれないことには、魔法少女も次世代に引き継つげないにょろよ」

「何が少子化よ！　あんたらがいきなり『東京二十三区魔法少女』を設置するなんて言って、二十三個も透明卵を乱らん獲かくしたから、こんなことになったんでしょうが！　無計画なのよ、バカ組織!!」

「でもぉ。『東京二十三区魔法少女』のおかげで、ゆっきーたちの管轄地域が減ったんだから、文句は言えないよ？　ただでさえ東京は悪の組織に狙ねらわれやすいんだし」

「だったら武蔵野市とか町田市とかもなんとかしてよ！　千葉からどれだけ時間掛かると思ってんのよ！　しかも交通費は自腹!!　わたしのお財布は死んでいる!!」

　わたしたち南関東魔法少女の管轄は、千葉・埼さい玉たま・神か奈な川がわ・東京の二十三区外。広すぎだっつーの。

「大体、南関東は冷れい遇ぐうされすぎなのよ。東京二十三区の連中は『ＴＫＹ23』として歌ったりバラエティに出たりしてるし、栃木の奴は『ゆる魔法少女』として観光大使に任命されてるし。一方のわたしたちは何？　もうメディアにも世間にも飽あきられて、変身するたびにひそひそ話をされる始末よ!?　いい加減、南関東にも新しい風を呼び込むべきなのよ!!」

「だから、そのためには新しい透明卵がにょろね……魔法連盟アルスマギカの規則にょろから……」

　歯切れ悪くぼそぼそ答えるニョロンに苛いら立だち、わたしはガジガジと爪つめを嚙かむ。

　あのね。わたしは今年で受験生なのよ？

　なのに授業もテストもお構いなしに出動させられて、単位は危あやうくなるし。多分、面接では「なぜ高校生まで魔法少女を続けられたのですか？　ぷっ」とか聞かれるだろうし。

　おまけにふりふりの装そう飾しよく過多な魔法少女コスチュームは、年々似合わなくなってきてるし！

「あーもう嫌いやだ……」

　こんな生活、今すぐおさらばしたい。マジで。
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　衆しゆう人じん環かん視しのもと、ようやく教室に辿たどり着く。隣となりのクラスの雪姫と別れ、当たり前のようについてくるニョロンをできるだけ視界から外しつつ、わたしは扉を開けた。




『84番目の敵組織討とう伐ばつおめでとう！　我らが最強の魔法少女・キューティクルチャーム』




　ああ…………。

　なんだろう、貧血かしら。全身の力が抜ぬけて頭が重い、この感じ。

　その不ふ愉ゆ快かいなメッセージが書かれた黒板を今すぐ叩たたき割りたい衝しよう動どうを抑えながら、わたしは教室の前で立ち尽つくす。

「キューティクルチャームのこれまでの功績とおおおおおお！　これからの活かつ躍やくを祈き念ねんしてええええええ!!」

　はちまきを巻いた特とつ攻こう服姿のクラスメート・ツンツン頭の雉きじ白しろくんが、教きよう卓たくの前で『ＣＣキユーテイクルチヤーム』と印字された旗をかかげ、絶ぜつ叫きようした。

「フレええええ、フレええええええ、ほ・の・りぃぃぃぃ!!　フレーフレーほのりぃぃ！　フレーフレーほのりぃぃぃぃ!!」

　ワールドカップの決勝戦もかくやという勢いで旗を振り振り、雉白くんは朝も早くから熱ねつ烈れつ応おう援えんエールを送ってくる。それに呼応するように、数人の生徒たちも腕うでを振り上げ、応援の大合唱をはじめた。

　うん。ありがとう。全員今すぐ死ね。

「有絵田さん、昨日はおつかれさま！　魔法少女キューティクルチャーム応援団一同、今後ますますの活躍を応援してるぜ!!」

「は、はい……どうもありがとう、ございます……」

　満面の笑みで汗あせを拭ぬぐう雉白くんはゴミ虫みたいだけど、人見知りなわたしは取りあえず社交辞令的にぺこりとおじぎする。ＮＯと言えない自分の弱さに、自己嫌けん悪お。

　この魔法少女キューティクルチャーム応援団なるイカれた団体は、非常に遺い憾かんなことに我が校公認の部活動だ。ほのり押し・雪姫押し・薙子押しの三チーム編成で、わたしたちの行く先々に現れては派手な応援をかましてくれる、非常に迷めい惑わく極まりない人たちである。ちなみにわたし押しチームの団長が、このバカっぽい顔した雉白くん。

　有意義な学園生活を送るにあたってなんのメリットもないこんな部活動、とっとと潰つぶすのが教師の務めだと思うんだけど、雪姫の「応援団があると嬉うれしいなっ★」という鶴つるの一声のせいで手が出せないらしい。

　理事長様の女装孫の権力は、この私立雪姫高等学園においては一いつ般ぱん教師以上なのだ。

「やぁやぁ、いつも応援ありがとうにょろ。やっぱり魔法少女たるもの、みんなの思いを力に変えてこそにょろ。これからもどうぞよろしくにょろー」

「当然っすよ、ニョロンさん！　俺たちの応援が有絵田さんの血となり肉となり彼女の一部になる……これ以上の幸福はあるだろうか？　いや、ない!!」

　頭のおかしなテンションの雉白くんを、したり顔で見ているニョロン。ああ、むかつく。クラスメートの目さえなければ今すぐに窓から投げ落としてやるのに。

「──相変わらずうるさいわねぇ、応援団の連中は」

「有絵田さんも有絵田さんよね。やめさせればいいのにさ。内心、喜んでんじゃない？」

　ドン引きな女生徒たちが、こちらをちらちら見てくる。

　わたしだって、好きでこんな生活してるんじゃないわよ！

　腹の底から怒ど鳴なりつけてやりたくて堪たまらないが、言葉が喉のどの奥から出てこない。学校でのわたしは、ニョロンに暴行を加えている普ふ段だんのわたしとは少し違ちがうから。

　学級委員を務める真ま面じ目めな生徒で、人と話すのは苦手な小心者。なのに魔法少女。なんて素す敵てきなギャップだろう。涙なみだが出ちゃう。

　とかなんとか、ストレスのあまり身み悶もだえしていると。

「──チャイムが聞こえなかった阿あ呆ほうが多いようだな。うちのクラスには」

　氷のように冷たい声が、教室中に響ひびき渡わたる。

　声の方向に視線を向けると、そこには一人の女じよ帝ていの姿があった。

　鎖さ骨こつが浮うき出るほどほっそりとした体たい軀く。お団子状に纏まとめたヘアスタイル。黒のジャケットにタイトスカートという、キャリアウーマン然とした格好。黒一色の佇たたずまいに、赤いルージュがよく映はえる。

　それは、クールビューティと呼んでも差し支つかえない美び貌ぼうの持ち主──わたしたちの担任・塔とう上じよう先生であった。

「おい、雉白。いつまで魔ま法ほう少女なんかにうつつを抜かしている？　自分の立場を理解しているのか、お前は？」

　塔上先生がギロリと雉白くんを睨にらみつける。

　見るもの全すべてを射抜くその鋭するどい眼光に、喜色満面だった雉白くんの表情がメデューサでも見たように一いつ瞬しゆんで石へと変わる。

「と、塔上先生……」

「学年ワースト十位入りめでたいな、雉白。きっとその学力なら、どこぞの四流大学に合格、卒業後は晴れてブラック企き業ぎようにこき使われて、虫けらのように死ねるだろうよ。魔法少女に溺おぼれて人生をどぶ川に流すのだな、お前は。ゴミクズ同然の生き様だ。今のうちに『生まれてきてごめんなさい』と、地べたに頭を擦こすりつけて両親に謝罪でもしておいたらどうだ？」

『絶ぜつ対たい零れい度ど』と称しようされる学園最さい凶きようの塔上先生は、圧あつ倒とう的てきな言葉の暴力で雉白くんの心をへし折ると、出席簿ぼをバンッと教卓に叩きつけた。

「雉白の他ほかにも魔法少女をもてはやしていたクズがいるようだが、肝きもに銘めいじておけ。魔法少女なんて子どもの遊びにかまけていたら、ろくな大人にならないとな」

　見てのとおり、塔上先生は魔法少女嫌ぎらいで有名だ。

　いや、まぁわたしだって魔法少女辞めたいし、ぶっちゃけ嫌いだけど──この人のそれはちょっと尋じん常じようじゃない。

「特に魔法少女をやっている当人。これはもう、ろくな大人にならないなんてレベルじゃないな。人間じゃなくなる、とでも言っておこうか」

　わたし、人間辞めるってよ。

　や、確かに社会的には終わるかもしれないけどさ。そこまでボロクソに言われると、さすがにムカつくんですけど。

「まぁまさかこの教室には、そんな人間を捨ててまで魔法少女をやっている愚おろかな阿呆はいないだろうがな。なぁ、有絵田？　ん？」

　……嫌みったらしいにも程ほどがあるだろ。

　今年度からこのクラスになって以来、もうずっとこんな感じだ。ことあるごとに塔上先生は言葉の限りを尽くして、魔法少女であるわたしをけなしてくる。

　内心かなりイラッとしてはいるんだけど……小心者なわたしが、教師に逆らうなんてできるわけもなく。

　わたしは塔上先生に小さくおじぎをすると、しずしずと自分の席についた。

「化け蛇へび。お前はいつもどおり教室の後ろだ。本当はマングースの餌えさにでもしてやりたいところなんだがな、薄うす汚よごれた妖よう怪かいめ。一言でも発してみろ、ただじゃおかんぞ」

「……はいにょろ」

　超ちよう高速で塔上先生の手から射出されたチョークが、ニョロンの頭部に比ひ喩ゆじゃなく突つき刺ささった！

　絶叫するニョロン。その声に反応して、塔上先生はさらにチョークを射るように放つ。これぞまさに無む間げん地じ獄ごく。

　うん、理り不ふ尽じんだね。まぁ白蛇妖よう怪かいがどうなろうと、わたしの知ったこっちゃないけど。

　──そんなこんなで。

　大おお騒さわぎの末にようやく全員が所定の位置についたところで、『絶対零度』塔上先生は何事もなかったかのようにホームルームを開始した。

「お前たちが静かになるまでに四分二十三秒という貴重な時間が無む駄だになった。カップラーメンをひとつ作ってもお釣つりがくるこの究極の時間浪ろう費ひについて、お前たちが泣くまで滔とう々とうと語ってやりたいのは山々だが……今日は他に用件がある。運がよかったな」

　ほっと、教室の空気が弛し緩かんする。

　しかしこの説教好きの先生が、それを差し置くほどの用件って、一体なんだろう？

「待たせたな、転校生。入ってこい」

　転校生？　新学期がはじまって約一週間なんて中ちゆう途と半はん端ぱな時期に、なんで？

　そんなわたしの疑問を尻しり目めに、教室の前まえ扉とびらがガラリと開かれる。

　ふんわりと薔薇ばらの香かおりが漂ただよってきた──ような気がした。

　実際にはそんな香りはしないんだけど……思わずそんな気分になるほどに、その転校生の佇まいは華か麗れいで煌きらびやかなものであった。

「初めまして。熱あた木ぎ嗣し雀じやくと言います。変わった名前ですが、覚えてもらえると嬉しいです」

　流りゆう麗れいな黒くろ髪かみをたなびかせ、すらりとした長身の転校生は、金きん縁ぶち眼鏡めがねの奥に微笑ほほえみを浮かべる。西洋人顔負けの白い肌はだにかっちり着込んだ学ランは、ミスマッチなのになぜだろう、誰だれよりも似合っているようにすら思えてしまう。

　まぁ月並みな感想でまとめると……やばい、超ちよう絶ぜつイケメンだ。

「やだ。あの転校生、マジ格好よくない？」

「うち、超タイプなんですけどー!!」

　クラス中の女子が色めき立つ。

「……なんだよ、女子どもはうっせーな」

「べ、別にうらやましくなんかないんだからな！　全然、うらやましくないんだからな!!」

　一方の男子は面おも白しろくなさそうに、教室の前に立つ熱木くんを睨んでいる。

　まぁ、どちらの反応も当然だろう。

　それだけのインパクトを与あたえるほど、熱木くんは容姿・雰ふん囲い気きともに完かん璧ぺきで、圧倒的な存在感を放っていた。

　──あ、今にっこり笑って手を振ふった。

　その優ゆう雅がな振る舞まいに、女子が一いつ斉せいにキャーと声を上げる。恥はずかしいので声こそ上げないが、わたしも静かに頰ほおを赤くする。

「やかましいぞ。お前たちもあの化け蛇のようにしてやろうか？」

　教室の後ろでチョークまみれになって倒たおれ伏ふしているニョロンを指差し、塔上先生が氷の瞳ひとみをぎらつかせた。途と端たん、水を打ったように静まり返る教室。

　その様子を確認してから、塔上先生は雉白くんを睨みつける。

「雉白。廊ろう下かに机が運んであるから、さっさと持ってこい。それとその暴走族みたいな服を今すぐ脱ぬげ。脱がないなら熱木と交代で転校でもしろ。目に障さわる」

　雉白くんは半泣きで特攻服を脱ぎ捨てると、無言で机を搬はん入にゆうしてきた。

　机の行き着く先は──わたしの隣となり!?

「えー。いいなぁ有絵田さん」

「魔法少女のくせにねぇ」

　なんで今、魔法少女ディスったんだよ。関係ねぇだろ、ぶん殴なぐるぞ！

「くそっ、転校生め！　俺たちの有絵田さんの隣とか、なんてうらやましい……っ！」

「俺たちの有絵田さんに手を出してみろ。ぶっ殺してやる!!」

　いつからお前たちのものになったんだよ、この変態応援団どもが。

　お前たちのものになるくらいなら、わたしは熱木くんの方が……。

「って、何考えてんのわたし!?」

　セルフツッコミを入れてから、わたしはハッと口元に手を当てた。

　やばいやばい。興奮しすぎて思わず声が出ちゃったわ。

　小声だったから幸い、誰にも聞かれてないみたいね。よかった……。

「──くすっ」

　苦笑するような小さな声に、わたしは思わず凍こおりついた。

　おそるおそる声の主へと視線を向けると、そこには優雅に着席した熱木くんの姿が。

　やっべぇ、聞かれた!?

　今日から隣の席になるっていうのに、「独り言を喋しやべる変な女」の烙らく印いんを押されて、どうすんのよほのり？　どうすんのよ、ほのり!?

「初めまして。お名前は？」

　頭を抱かかえて自問自答しているわたしに向かって、熱木くんが砂糖菓が子しみたいに甘い声色で話し掛かけてきた。金かな縛しばりにでもあったみたいに、わたしの全身がガッチガチに固まる。

「ふぁ、ふぁい！　有絵田ほのり、です。よ、よろしくお願いします……」

「有絵田さんか。お隣さんだし迷惑を掛けるかもしれないけど、どうぞよろしくね」

　白い歯を剝むき出して、熱木くんは春風みたいに微笑んだ。

　────キュン。

　……って、キュンってなんだよ、わたし!?

　え、何これほっぺたが熱い。心臓はバクバクだし、熱木くんの周りにお花畑の幻げん覚かくが見えるし。

　ちょっとやだ。なんなのよ、これ……。
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　午前中の授業が終しゆう了りようし、お昼休みの時間になった。

　再び担任の塔上先生が戻もどってくると、クラスメートたちは思い思いに談笑なんてしながら、お昼ご飯を机に広げはじめる。

　話し相手のいないわたしは、そんな光景をちょっぴりうらやましく思いながら、自分の席でお弁当箱を開いた。

『ハッピーデストロイ84★キューティクルチャーム』

「ひぃぃ!?」

　白米の上に鮭さけフレークで器用に書かれた文字列に、わたしは思わず小さな声で悲鳴を上げる。ちくしょう、無駄に凝こっていやがる！

　何事かと向けられた視線の嵐あらしに、わたしはカッと頰が熱くなるのを感じながら、そっとお弁当箱を閉じた。こんな恥ずかしいお弁当なんか、食べられるわけないじゃない。

　あーあ、購こう買ばいでパンでも買ってこようかしら……。

「あ。有絵田さんも購買に行くの？」

　おもむろに席を立ったわたしに、隣の席から熱木くんが声を掛けてきた。熱木くんのさらさらの黒髪が、窓から吹ふき込んだ四月の風にふわりと揺ゆれる。

「は、はい……そう、ですけど……」

　わたしは下を向いて、消え入りそうな声で答えた。

　男子と話すのって苦手だから、わたしってばいつもこんな感じだ。どうしよう、変な人だって思われてなければいいけど……。

「もしよかったら案内してくれないかな？　僕も購買に行きたいんだけど、場所が分からなくって」

「え……？」

　ええええええええええええ!?

　わたしは心の中で叫さけんだ。それはもう、大きな心の声で。

　いや、だって男子と二人で購買に行くなんてシチュエーション、この十七年の人生で経験したことないんだもん。

「おい、魔ま法ほう少女」

　塔上先生が持参したお弁当を頰張りながら、箸はしでわたしのことを指してきた。

「ああ、間ま違ちがえた……有絵田だったな。確か。人間としての名前は」

　わざとらしい嫌いや味みでわたしの精神を抉えぐりながら、塔上先生は言葉を続ける。

「物のついでだ。熱木に学校案内をしてやれ。お前は学級委員だから、ちょうど適任だろう？」

「え、あ。はい……」

「にょろーん。じゃあ少年、ほのーりとミーについてくるにょろよ」

　当たり前のように熱木くんに話し掛けたニョロンの額に、高速で飛んできたピンク色の箸が、思いきりよく突き刺さった！　「ぎゃあああああ!?」と身み悶もだえする白蛇妖怪。

「一言も発するなと言ったのを忘れたか？　脳のう細さい胞ぼうの少ない下等生物だな化け蛇め。教室に入れてもらえているだけでも地べたに這はいつくばって感謝の念を唱えるべきところを、調子に乗った行動を取るな。学校が終わるまでにそこから一歩でも動いてみろ。掃そう除じの時間の雑ぞう巾きんにするぞ」

　まさにボロ雑巾みたいにニョロンをけなし終えると、塔上先生は視線を動かす。

　その先にいたのは、目を見開き唇くちびるを出血するほどに嚙かみ締しめている、ツンツン頭のちょっとおかしな雉白くん。

「雉白」

「先生……行かせてくれ。俺は有絵田さんを、あんなどこの馬の骨とも分からない転校生と二人っきりにさせるわけにはいかねぇ。サーモン応おう援えん団長・雉白として。いや一人の、男として！」

「お前のその熱い決意を一言で踏ふみにじってやろう。座っていろ、阿あ呆ほうが」

「ぐ……っ！　ぐおおおおお…………っ!!」

　机に突つっ伏ぷしてガクガクと身体からだを震ふるわせる雉白くんは、気持ち悪いっていうか意味が分からない。わたしが熱木くんの学校案内をするくらい、なんだっていうのさ。

　なんだって、いうのさ……。

「熱木くんの学校案内ぃぃぃぃぃ!!」

「ちくしょう、あの腐くされ魔法少女めぇ！　どんな魔法を使いやがったんだぁぁぁ!!」

　クラスの一部女子が、物もの凄すごい形相でこちらを睨にらんでいる。

　うわぁ、なんだろう。わたし、殺されるのかな？

「ほら、行こう。有絵田さん」

　そんな地じ獄ごくの如ごとき教室で立ち尽つくしていたわたしの手を、熱木くんがくいと引っ張る。

　──って？　手!?

　何が起こっているの？　わたしの手と熱木くんの手が握にぎられていて!?

「あーりーえーだぁぁぁぁぁぁ!!」

「あたぎぃぃぃぃぃィィィィ!!」

　野生の王国のごとく、教室のあちこちから雄お叫たけびが響ひびき渡わたる。

　そんな光景を尻しり目めにして、わたしと熱木くんは廊下へと躍おどり出た。

　──なんだろう。




　なんかわたし、さっきからずっとドキドキしてる。
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「えっと、それでこっちに理科実験室があって。向こうが生物室で……」

　購買に向かう道すがら、わたしは私立雪姫高等学園を熱木くんに紹しよう介かいしていく。

　男子と二人っきりで校舎を歩き回るなんて、これまでの人生で初めての経験だ。

　どうしよう、おどおどとしか振る舞えてない。変な女だと思われてるよね、絶対。

「ちょっと。あんなイケメン、この学校にいたっけ？」

「一いつ緒しよに歩いてるのって、あのぱっとしない方の魔法少女さんだよね？　付き合ってんのかな？　魔法少女と付き合うなんて、イケメンなのに趣しゆ味みが悪いよねー」

　廊下を歩くたびにひそひそと聞こえてくる陰かげ口ぐち。いつか魔法でぶっ飛ばしてやるからな、覚えてろよ。

　でも──あの人たちが言ってることも一理ある。

　かたや超ちよう絶ぜつ美形の転校生。かたや冴さえない眼鏡めがねの魔法少女。

　こんな二人が歩いていて、釣つり合ってると思う方がどうかしている。

　熱木くんだって、わたしなんかよりもっと可愛かわいい子に案内された方が嬉うれしかったに決まってるよね……はぁ。思わずため息が漏もれてしまう。

「ごめんね、有絵田さん。せっかくのお昼休みなのに、時間使わせちゃって。もしかして、友達と約束とかあったりした？」

「え？　あ、いえ。いいんです！　わたし、クラスに友達とかいないですから!!」

　しーん。

　あ、やばい。つい焦あせって本当のこと言っちゃったけど、これは相当引かれたに違ちがいない。

　もうさっきから空回りばっかりだ。何やってんだろ、わたし……。

「あははっ。それじゃあ僕が、有絵田さんのクラスの友達、第一号かな？」

「えっ!?」

　白い歯を覗のぞかせて爽さわやかにそう言ってのける熱木くんに、わたしは頭がパニックになって、反射的に後ずさった。

　そして体勢を崩くずしたわたしは、そのまま後ろへと倒たおれ込み──。

「おっと、危ないよ」

　ふわり。

　リノリウムの床ゆかに尻しり餅もちをつく直前、熱木くんがわたしの腰こしに手を回して、ぎりぎりのところで身体を支えてくれる。

　って、え？　え!?

　何これわたしってば熱木くんに身体を抱だきすくめられてやだ恥はずかしいっていうか嬉しいっていうか今のわたしってばお姫様みたい!?

「有絵田さん、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がとかしてない？」

　吐と息いきがかかるほどの至し近きん距きよ離りから、熱木くんがわたしの顔を心配そうに覗き込んでいる。

　うわぁ、睫まつ毛げ長いなぁ。肌はだも綺き麗れい。

　まるで、白馬の王子様みたい……。

「有絵田さん？」

「ふあ!?」

　熱木くんの声掛かけに、わたしはハッと妄もう想そうトリップから正気に返る。

　慌あわてて体勢を整え自分の足で立つと、わたしはしゅんとしながら熱木くんのことを見上げて「ごめんね……」と呟つぶやいた。

　けれど熱木くんは、さっきまでと変わらない優しい笑顔で微笑ほほえんで。

「怪我がなかったんならよかったよ。さ、そろそろ購買に行こうか。売り切れちゃったら困るしね」

「……はい」

　そうしてわたしと熱木くんは二人並んで、ゆっくりと購買に向かって歩きはじめる。

　相変わらず廊ろう下かを歩いているとひそひそ噂うわさ話ばなしをされているのを感じるけれど──なんでだろう？　魔法少女の噂をされているときみたいな、嫌いやな気分はしないな。

　むしろ、ちょっとだけ。ちょっとだけ、だけど。

　誇ほこらしい気持ちなんか……しちゃったりして。
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　結局、お昼休みのあとはずっと熱っぽくて、ボーッとしたまま過ごしてしまった。

　そして下校時間となった今でも、その熱は冷めることなく続いている。

　わたしってば、一体どうしちゃったんだろう？

「お待たせ、ほのりんっ」

　物思いに耽ふけるわたしのもとへ、トイレから出てきた雪姫が駆かけ寄ってくる。ちなみに我が校のトイレは『男子トイレ』『女子トイレ』『雪姫トイレ』の三つに分かれている。例によって、雪姫が権力を行使した結果だ。まったくもって異常な学園だと思うけど……。

「あんたの女装ひとつに、ここまで学校ぐるみで協力させてりゃ大したもんよね……呆あきれを通り越こして感心すらするわ」

「えっ!?　急にどうしたの、ほのりん？　いつものほのりんなら『学校を私物化してんじゃないわよ、変態女装野や郎ろう!!』って罵ば倒とうしてくるはずなのにっ。なんか不完全燃焼な感じ……はっ!?　ゆっきーってば、罵倒がないと満足できない身体になっちゃってる？　ほのりんに調教されちゃってるっ!?」

「はいはい。雪姫の変態変態」

「……ちょっとぉ。今日のほのりん、ツッコミのキレ悪すぎぃ。クラスで何かあったの？」

「えっ!?　いや、その……」

「ゆーき。ミーは知ってるにょろ。ほのーりは、ぽっと出の転校生に骨ほね抜ぬきにされたにょろ。はぁ、嘆なげかわしい、実に嘆かわしいにょろよ。そもそも魔法少女ともあろうものが、そんな端は役やくに恋こいをするなど──」

「それ以上喋しやべるなこの蛇へびがぁぁぁぁぁ!!」

　咄とつ嗟さにデリカシーゼロな白蛇妖よう精せいの首を摑つかむと、そのまま開いていた廊下の窓から放り投げた。地面に激げき突とつした音とともに、「ギャア!?」という断だん末まつ魔まの悲鳴が聞こえてきたが、気にしない。あいつも妖よう精せいの端はしくれだ、二階から落とした程度じゃ死なないでしょう。

「……ふーん」

　はっとして振ふり向くと、ジト目の雪姫がわたしを射るように見つめている。

「いや、違うの！　好きとか恋とかそういうんじゃなくて、ただ格好いいなーって思っただけって言うか、そもそも今日初めて会ったのにいきなり好きとかありえないし、いやだからって時間が経たったらそうなるってわけでもなくって……」

「ほのりん、必死だね」

　しどろもどろなわたしから目を逸そらすと、雪姫は無表情で歩きはじめた。

「これから商店街で買い物して帰るんだけど、ほのりんはどうする？」

「あ、付き合うよ。どうせ家に帰ったって、今朝の嫌がらせパーティーの続きだろうし」

「そ。じゃあ行こ」

　顔も向けず淡たん白ぱくにそう言うと、雪姫はいつもより早足で正面玄げん関かんへと向かう。

「……ねぇ雪姫？　なんか機き嫌げん悪い？」

「べっつにぃー」

　じゃあその膨ふくらませてるほっぺたは何さ。

　乙女おとめ心ごころっていうか、女装少年心はよく分かんない。
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「何よ、この店……」

　商店街に入り、雪姫の目当ての店に着いたところで、わたしは思わず頰ほおを引きつらせた。

「何って、見たまんまランジェリーショップだよっ。小こ悪あく魔ま風ランジェリーショップ『エビルランジェリー』。新装開店したばっかで、結構過激な下着も取り揃そろえてるんだって。ちょうど冒ぼう険けんしてみようかなぁって思ってたとこだから、気になってたんだっ」

「あんた、そのレベルにまで達してるのね……」

　雪姫、あんたは一体どこに行こうとしているの。マリアナ海かい溝こう並の女装深度に、わたしはもうついていけないわ……。

「ほのりんはどうする？」

「いや、わたしはそういう店は苦手だからいいや……外で待ってる」

　喜々として入店する雪姫を冷ややかに見送って、わたしは近くのパン屋さんで買い食いでもすることにした。このパン屋さんも見覚えないけど、新しくできたのかな？

　香こうばしい匂においが鼻び腔こうをくすぐる。わたし好みのパンも多いし、結構いいかもこのお店。

　店長に勧すすめられるがままに住所と携けい帯たい番号を書いてポイントカードを作成し、メロンパンとクリームパンを購こう入にゆう。そのまま店を出ると、ランジェリーショップの前でメロンパンを頰張る。

　お、なかなかおいしいじゃん。ポイントカードも作ったことだし、またそのうち買いに行こうっと。

「──ん？」

　パンを食べつつ雪姫を待っていると、見知った顔を発見した。

「かぶとじゃん。あんた何やってんのさ？」

「げっ!?　なんでこんなとこにいんだよ」

　学校帰りらしいかぶとが、心底嫌そうな顔でわたしのことを見た。

　なんだよ。わたしが商店街にいたらいけないのか、この愚ぐ弟ていめ。

　食べかけのパンを袋ふくろにしまい、文句のひとつでも言ってやろうと近くまで移動する。

　すると……おやおや？

　かぶとの隣となりには、紺こん色いろのワンピースに黒いケープを羽織った三つ編みおさげの小こ柄がらな女の子が、所在無さげに立ち尽つくしていた。

「ああ……そっか、そういうことね。ごめんねー、お邪じや魔ましちゃったかしら？　しっかし、あんたも隅すみに置けないわね。入学早々、もう彼女作ってんのぉ？」

「ゲスな勘かんぐりしてんじゃねぇ！　そういうんじゃねぇよ、こいつは!!」

　ぷぷっ。必死に否定しちゃって、可愛いところもあるじゃないのさ弟よ。

　わたしは生暖かい視線をかぶとに送ってから、腰を屈かがめてそのちっちゃな彼女に挨あい拶さつする。

「こんにちは。かぶとの姉の、有絵田ほのりです。弟がお世話になってるわね」

「あ、えっとその……こん、にちは……。同じクラスの、鈴りん音ねもゆ、です……」

　あらぁ、顔を真っ赤にしちゃって可愛いなぁ。

　赤茶色の髪かみに、磁器のような白い肌。吸い込まれそうなほど大きな瞳ひとみは、まるでフランス人形のようだ。ひょっとしたら外国人の血が混じってるのかな？

　かぶとにはもったいないほど、将来が楽しみなお嬢じようさんだ。
















「あれぇ？　かぶとくんだぁ、ひっさしぶりぃ」

　初うい々ういしいカップルをにやにや眺ながめていると、買い物を終えた雪姫が合流してきた。

「わっ、可愛かわいい女の子だぁー。初めまして、雪姫です。かぶとくんとは友達？　恋人？　それとも、そ・れ・以・上？」

「それ以上ってなんだよ!?　本当にクズばっかりだな、魔ま法ほう少女は！　っていうか雪姫くん、今あのやらしい店から出てきただろ。男のくせに、男のくせに!!」

「……うふふ。次に性別のこと言ったら、魔法でボコボコにしちゃうぞ★」

　そう言う雪姫の目は、見事に笑っていない。

「とにかく！　本当にそういうんじゃねぇんだよ、鈴音は。ちゃんと喋ったのだって今日が初めてなくらいだし」

「じゃあ、なんだって一いつ緒しよに商店街なんか来てんのよ？」

「商店街を抜ぬけて、うちに連れてく約束だったんだよ……姉ちゃんに、会わせるために」

「わたしに会わせるため？」

　なんでまた、初めて話したような子をわたしに？

　疑ぎ問もん符ふが頭に浮うかぶ中、それまで黙だまっていた渦か中ちゆうの少女が口火を切った。

「その……もゆが頼たのんだのです。有絵田くんのお姉さんが、ほのりさんだと聞いたので。まさか雪姫さんにまで、会えるとは思わなかったですが……」

　紺色のワンピースの裾すそをきゅっと握にぎり、もゆちゃんは真っ赤な顔で下を向く。

　わたしはなんとなく嫌な予感を覚えて、頰を搔かいた。

「えっと、つまりあれかな？　その……」

「はい……そうなのです」

　意を決したように唇くちびるを嚙かむと、もゆちゃんは商店街に轟とどろけとばかりに声を張り上げた。

「もゆは……もゆは、魔法少女キューティクルチャームの大ファンなのです!!」

　──ああ、やっぱり。

　この世で聞きたくないフレーズナンバーワンを耳にして、わたしは思わず額に手を当てた。

「うわぁ、ゆっきーたちのファンなの？　嬉うれしいなぁ。いつも応おう援えんありがとうっ★」

　早々に営業モードに切り替かえた雪姫が、もゆちゃんと熱い握あく手しゆを交かわす。もゆちゃんは頭から蒸気を吹ふいて、壊こわれたぜんまい人形のようにコクコクと頷うなずいている。

「あ、あの……っ！　サ、ササササイ……」

「サイ？　こうかなっ？　さーい!!」

　雪姫が人差し指を角みたいに鼻先へ当て、奇き妙みような声を上げた。もゆちゃんは肩かたをビクッとさせ、一歩後退する。

　誰だれがサイの物もの真似まねなんかお願いするんだよ、空気読めよ。そもそもサイは、「さーい!!」とか鳴かないし。

　わたしは嘆たん息そくしながら、もゆちゃんの嚙み嚙みな言葉を代弁する。

「ひょっとして、サインが欲しいんじゃないの？」

「あ。は、はい……そう、なのです……」

「え、そうなのっ!?　そうとは知らずゆっきーってば、力いっぱいサイの物真似なんかやってしまったよっ!!　どうしよう、この恥はずかしい勘かん違ちがいからバラエティ番組のオファーとか来ちゃったらっ？」

　そしたら全国ネットでサイの物真似やれよ。ぜんっぜん似てねーけどな。

「まぁそれはそれとしてぇ……」

　わけの分からん悩なやみに逡しゆん巡じゆんしたのち、雪姫はこほんと咳せき払ばらいをして、再び営業スマイルを浮かべた。

「サインなら、もっちろんＯＫだよっ！　薙ちゃんがいないから、二人分でごめんね」

「え……わたしも書くの？」

　当たり前でしょ、と眉まゆをひそめる雪姫。そして雪姫の言葉に、目を星空みたいに輝かがやかせているもゆちゃん。

　こういうアイドルみたいな扱あつかいは正直苦手なんだけど……中学一年生のキラキラした瞳には敵かなわない。

「分かったわ。で、どこに書けばいいかな？」

「はい……この色紙に」

　ごてごて十じゆう字じ架かやら何やらデコレーションされた真っ赤な手て提さげ鞄かばんから、もゆちゃんはおずおずと色紙を取り出してくる。

　仕方ない。最近では珍めずらしくなった、わたしたちの普ふ通つうなファンだもんね。

　そう自分に言い聞かせ、わたしはそっと色紙にサインペンを当て──。

「きゃあああああああ!?」

　平和な商店街の空気を切り裂さく、一筋の叫さけび声。

　わたしも雪姫も、反射的に背後を振り返る。

「何よ、今の悲鳴？」

「間ま違ちがいなく、『エビルランジェリー』の中からだったよね」

「──大変にょろ、大変にょろ!!　ほのーり、ゆーき!!」

　ざわつく商店街の人ごみを搔き分けて、二足歩行の白しろ蛇へびが短い足で駆かけてくる。なんだ、二階から投げ落としたのに復活が早いな、化け蛇め。

　しかし──ニョロンが慌あわててるということは、やっぱりアレか。

「魔ま力りよくの気配を感じるにょろ！　魔法少女の出番にょろよ、二人とも!!」

　……ほぉら、来た来た。

　こうしてわたしは、今日もまだ魔法少女を辞やめられない。




　　　　●　●　●




「いやああああああああああ!?」

　絶ぜつ叫きようとともに、『エビルランジェリー』の店内から涙なみだ目めの女性が飛び出してきた。パーカーにミニスカート＆黒タイツという、どこにでもいる普通の格好。

　奇妙なのは、その全すべてから──タグが飛び出ていることだった。

「ふっへへへへ！　大量のエビルコイン、あざっしたー」

　下げ卑びた笑い声を上げながら、ドレッドヘアの店員がのっそりと店先に現れる。

「って、なんで男の店員がランジェリーショップにいるのよ!?」

「あれ？　そういえばそうだね。あんまり丁てい寧ねいな接客をしてくれたから、さっきは全然疑問に思わなかったよっ！　ランジェリーショップに男がいるなんて、よく考えたら気持ち悪いっ！　変質者だっ!!」

「雪姫、ブーメランって言葉知ってる？」

「ふへっ？　知ってるけど、なんで？」

「いや……いいや、別に」

　普通にきょとんとする雪姫に、ツッコミを入れるだけ無む駄だだと悟さとる、大人なわたし。

　そんなことより、今はランジェリーショップ販売員（男）という、どうしようもない肩かた書がきの奴やつの方が問題だ。

　ドレッドヘアに、口ピアス。細長い目元をにんまりとさせるその男の両手には、夜の闇やみよりもなお黒い、禍まが々まがしいコインが大量に抱だきかかえられていた。

「ほのりん！　あのコインは!!」

　雪姫が店員の持つコインを指差し、驚おどろきの声を上げた。

　え、何が何が？　びっくりポイントがどこなのか、さっぱり分かんない。

「うーん、見覚えがあるような？　なんだっけあれ？」

「もぉ！　ほのりんったら、自分たちで倒たおした敵のことくらい覚えててよ。あれは七十八番目にゆっきーたちが倒した『悪あく魔ま銀ぎん行こう』の魔ま力りよく結けつ晶しよう、『エビルコイン』だよっ！」

「人間のどす黒い欲よく望ぼうから生まれる邪じや悪あくな硬こう貨か……まさかまだ残存していたにょろか！　悪あしき力が連綿と息づいて、またこの世に災さい厄やくをもたらそうというのかにょろ!!」

　雪姫とニョロンが二人でなんか盛り上がってる。テンション高いなぁ。

　過去の組織だとか連綿と続く悪の力だとか、そういう伏ふく線せんに興味のないわたしはいまいち盛り上がらないが──仕事と割り切って頑がん張ばるしかない。

「ちょっと、そこのあんた！」

　わたしは怪あやしさ満点の店員をビシッと指差し、キューティクルチャームのリーダーらしく毅き然ぜんとした態度で言い放つ。

「さっきの女の人に一体何をしたの？　事と次第によっちゃあ、わたしたちが相手になってあげるわよ」

「あん？　なんだおたくら？」

『エビルランジェリー』の店員──エビル店員は、ガンをつけるように顎あごを突つき上げた。

　口につけた悪あく趣しゆ味みなピアスが、ゆらりと揺ゆれる。

「なぁに簡単なことよ……俺様の可愛いモンスターの力でなぁ、服のタグを全部露ろ出しゆつさせてやったのさ」

「……はぁ？」

　いや確かにさっきの人、全身からタグが飛び出てたけどさ。ドヤ顔でそんなしょぼいこと言われても、どうリアクションを取ったらいいのか分かんないんですけど。

「女性の服からタグを露出させて、目的は一体なんなのさっ」

　雪姫があくまで真しん剣けんな表情で尋たずねる。

「けけけ。もしも道みち端ばたを歩いていて、服という服からタグが出ているところを見られたら、おたくならどう感じる？」

「ふぇ？　そりゃあ恥ずかしいと思うけど……」

「そう、それだよ！　恥ずかしい!!」

　エビル店員はコインを抱かかえたまま、恍こう惚こつとした表情で天を仰あおいだ。そしておもむろに上着を脱ぬぎ捨て、上半身裸はだかにマフラーという格好に早変わり。

　うわぁ……どうしよう、変態だ。

「乙女おとめの恥はじらう顔は、どんな表情よりも甘かん美びで美しい。真っ赤な顔は可か憐れんな野花、潤うるんだ瞳は小さなジュエル。恥じらいこそが世界の真理にして宇宙の理ことわり！　その表情を見るために、俺様たち──㈱エビルランジェリーは活動している。世界中の女性という女性を、みんな辱はずかしめてやるためになぁ!!」

「世界中の女性を辱めたい……その欲望を糧かてに、エビルコインを増やしちゃう魂こん胆たんなの？」

「正解。このエビルコインは欲望が叶かなうたびに増えていき、預金残高が一定額を超こえるとその欲望を世界中に伝でん播ぱさせられる代しろ物ものだ。女性を辱めてエビルコインを貯ちよ蓄ちくし、いずれは世界征せい服ふくならぬ世界恥ち辱じよくを行う──それこそが㈱エビルランジェリーの、崇すう高こうなる目的よ!!」

「くぅ、恐おそろしいっ！　なんて恐ろしいのさ、八十五番目の敵・㈱エビルランジェリー!!」

「待て待て」

　無意味に熱血展開へ持ち込もうとする雪姫を制し、わたしは努めて冷静に説く。

「いい、雪姫？　要するにあいつらの組織は、女性に嫌いやがらせをして悦よろこぶ変質者の集まりってことでしょ？　そんな社会の底辺みたいな連中、本っ当に魔ま法ほう少女の敵なの？　警察の領分じゃないの？」

「何を言ってるにょろ、ほのーり。相手は魔力結晶であるエビルコインを所持している……魔力を消し去れるのは、同じく魔力を持った魔法少女だけにょろ。魔力結晶がある限り、警察だろうと自衛隊だろうと、奴には傷ひとつ与あたえることはできないにょろよ」

「上半身裸で洋服のタグを出すだけの変態よ!?　どれだけ頼たよりないの国家権力!!」

「いい加減、お喋しやべりは終わったか？」

　あくび交じりにエビル店員が呟つぶやくと。

　ふいに、わたしたちの視界に大きな影かげが落ちた。

「なら、次はおたくらの番だぜぇ!!」

　耳をつんざく破は砕さい音。次いで降り注ぐ、ガラスのシャワー。

　ニョロンを盾たてにかろうじて怪け我がを回かい避ひすると、わたしと雪姫は『エビルランジェリー』店内から現れたそのモンスターを見上げた。

　ニットのセーターに下半身は何も穿はいていないという、公然わいせつな服装。顔面は凹おう凸とつのない完かん璧ぺきな平面で、肘ひじや膝ひざなどの可動域には球体関節が仕込まれている。

　端たん的てきに言うと……三メートルはありそうな、動くマネキンだった。

「エビルコインより生まれし、俺様の怪かい物ぶつ──マネキン・ランジェリラよ!!　その小こ娘むすめどもの服からタグを出して、公衆の面前で辱めを与えやがれ!!」

　エビル店員の掛かけ声に呼応して、巨きよ大だいマネキンが後ろ手に自身のセーターのタグを引く。

　瞬しゆん間かん──わたしと雪姫の着ている服の全てから、タグが飛び出した。

「けっけっけっけ。どうだ、恥はずかしいだろ？　これこそが俺様のマネキン・ランジェリラの最大にして最強の能力、タグ露出だ！」

「うわっ、地味っ!?」

　確かにやや屈くつ辱じよく的な技わざだけど、この図体でそれしかできないとかどうなのよ。

　見み栄ばえを気にする雪姫はきゃーきゃー言いながら顔を真っ赤にしているが、わたしはバカらしい気持ちが勝まさって身動きする気力すら起きない。

　その態度が気に食わなかったのか、エビル店員は不機嫌そうに叫んだ。

「タグ露出が効かねえのか、おたく……くそっ、こうなれば仕方ねえ！　マネキン・ランジェリラ、そいつを踏ふみ潰つぶせぇ!!」

「え、マジで？」

　反射的に雪姫を抱きかかえて、右方に飛びのく。ワンテンポ遅おくれて、巨大マネキンが先ほどまでわたしたちのいた場所を踏み砕くだいた。粉ふん塵じんとなって舞まい飛ぶコンクリート。

「ちょっと！　物理攻こう撃げきの方が強いじゃないのよ!!　看板に偽いつわりありすぎでしょ！」

「うるっせぇ！　恥じらいのない奴なんざ、死にさらせぇぇぇぇぇ!!」

　なんつー暴論だ。ただの変質者団体のくせに。

　しかし実際問題、巨大マネキンの物理攻撃は強力で、一足ごとに道路は粉ふん砕さいされ、車両は吹ふき飛んでいく。

　不ふ愉ゆ快かい極まりないが……確かにこいつは、警察じゃなくって魔法少女の領分だね。

　わたしは盛大にため息をつくと、もう一人の魔法少女に電話をかける。

　なかなか出ないことに苛いら立だちながらも、しつこくコールを続けてやる。

　するとガチャッと音がして、電話が繫つながった。

『……新しん寺でらです。ただいま電話に出ることができません。ピーッ』

　物もの凄すごい投げやりな口調だな。それでごまかせるとでも思ってるのか、こいつは。

「留守電の物もの真似まねなんかしてんじゃないわよ！　しかも演技下手だし!!」

『出てやっただけありがたいと思え』

「なんで上から目線なのよ！　……まぁいいわ。薙子、新しい敵の出現よ。場所は商店街の『エビルランジェリー』って店の前」

『へぇ』

「へぇじゃないわよ、他人ひと事ごとみたいに！　あんたもキューティクルチャームの一員でしょ。とっとと出動しなさいよ!!」

『相手はどんな奴だ？』

「タグを露出させて人を恥ずかしがらせる変態よ！」

『え、何それめんどくさい……。あ、ばあちゃん！　あたしのばあちゃんがタイミング悪く危き篤とくに!!　これは魔法少女どころじゃない!!』

「噓うそつけ！　これで五人目だぞ、あんたの危篤になったおばあちゃん!!」

『十人程ほどいるんだ。しかも都合に合わせて増えることもある。んじゃ、雪にもよろしくな』

「あ、ちょ、ちょっと！　薙子!!」

　ツーツーツーツー。

　………………。

「あんっのバカ……今度会ったら覚えてなさいよ」

　相変わらずな薙子に怒いかりを覚えつつ、わたしは意を決して巨大マネキンに向き直った。

　雪姫もニッと笑い、それに続く。

「ほのりさん！　雪姫さん！」

　かぶとと一いつ緒しよに反対側の歩道に避ひ難なんしたもゆちゃんが、悲痛な声で叫さけぶ。

　ご心配ありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶ。

　なんて言ったってわたしたちは、不本意ながら……魔法少女なんだから。

「雪姫、変身よ！」

「了りよう解かいっ★」

「うおおおおおおおお！　キューティクルチャームが、変身するぞおおおおおおお!!」

　ギャラリーから一ひと際きわやかましい歓かん声せいが上がる。何事かと目をやると、そこにはどこから駆かけつけたのか、我が校の癌がん──キューティクルチャーム応おう援えん団だんが集結していた。

「有絵田さああああああああん！　ファイトおおおおおおおおおお!!」

「雪姫様ああああああ！　今日も最高にプリティーだあああああああ!!」

「薙子さん……どうして今日も欠席なんですか……」

　雉白くんを筆頭に、各団長が好き勝手喚わめき散らしている。近所迷めい惑わくだろ、やめろバカ！

　個人的には巨大マネキンよりもあいつらをぶっ飛ばしてやりたいが、抑おさえて抑えて。

　わたしはこほんと咳せき払ばらいをして、アイドルスマイルで手なんか振ふってる雪姫を制する。

「それじゃあ、改めて──雪姫、変身よ！」

　掛け声とともに、わたしは勾まが玉たまを、雪姫はコンパクトを、それぞれ取り出した。

「キューティクル勾玉エナジー！」

「キューティクルミラーエナジー！」




「「──チャームアップ!!」」




　　　　●　●　●




　さて本日も展開されました、謎なぞ変身空間。

　服が弾はじけ飛ぶのを合図に繰くり広げられる、涙なみだと苦しみの変身の時間。

　わたしは身を丸めて着水し、手にした勾玉に口づける。勾玉から噴ふき上がる泡あわのカーテン。その裏でいそいそ着き替がえを終えると、わたしは最後に黄色のリボンを巻いた。同時に髪かみの毛は伸のび、サーモンピンクへと色を変える。

　雪姫もまた、頭上に放ったコンパクトから現れた七人の小人より衣装を受け取り、用意されたカーテンの裏で着替えを行う。そして白銀のティアラを装着すると、髪の毛が腰こし元もとまで伸びて、雪色のツインテールへとセットされた。

　さぁて、行くよ。嫌いや々いやながら。

　水中から飛び出したわたしの格好は、フリルだらけのミニスカ衣装に、ブレザーのような形状のマント。さらに恥ずかしいことに縞しまのオーバーニーソックスを履はいて、リボンには無意味なハートの装そう飾しよくまでなされている。

　わたしは半ギレ気味に、左手を口元に当てた。そして左ひだり腕うでを広げてポーズを取ると、両腰ごしのホルダーから魔法の洗せん剤ざいスプレーを抜ぬき取り、くるくる回して正面に構える。




「泡立つ声は海をも荒あらす！　チャァァァムサーモン!!」




　続いて雪姫。水色のコスチュームから健康的な太ももを覗のぞかせて、白のハイヒールで地面を踏みしめる。淡あわ雪ゆきのような色をしたツインテールに、眩まぶしく輝かがやく白銀のティアラ。

　雪姫はビシッと右手で敵を指差し、そのまま右腕を旋せん回かいさせる。同時に降ってくるのは、二メートル超ちようの筋肉質な白しろ熊くまぬいぐるみ。




「林りん檎ごがなければ毒を喰くえ！　チャームパウダースノウ!!」




　そしてわたしとパウダースノウは、天に向かって伸ばした右手を重ねる。

「「世界に轟とどろく三つの歌は、キュートでチャームな御お伽とぎのカノン」」

　今日も一人欠席だけど。




「「我われら魔法少女！　キューティクルチャーム!!」」




　そしてわたし──チャームサーモンは、両手を腰に当てビシッと敵に宣言する。

「ちまたに溢あふれる社会のクズ共！　この魔ま法ほう少女キューティクルチャームが、今日もシュシュッと……お掃そう除じしちゃうゾ☆」

　背筋の凍こおる決め口上に加えてウインクなんざするもんだから、これだけでわたしの寿じゆ命みようは数日分削けずられてる。多分きっと。

「キューティクルチャーム、きたあああああああああああ!!」

　気が触ふれたように太たい鼓こを打ち鳴らし、絶ぜつ叫きようするキューティクルチャーム応援団。うざい。

「ママぁ、まほーしょーじょだよー!!」

「しっ！　まーくん、見ちゃいけません!!」

　一いつ般ぱん人じんの反応は、今日も絶望的に冷たい。泣きたい。

　しかしそこは大人な対応。今は任務に集中するとして──。

　わたしはエビル店員に、刺さすような視線を向けた。

「……なんで名前、サーモンなの？　だっせぇな」

「うるせぇ！　小さい頃ころの好物だよ、悪かったな!!」

　おかげさまで、今じゃ大だい嫌きらいな食べ物だけどな。

「しっかし、おたくらがあの魔法少女とはねぇ……ちょうどいいじゃねぇか。マネキン・ランジェリラ！　俺様たちの計画の妨さまたげとなる魔法少女どもを、血祭りにあげやがれ!!」

　エビル店員の号令とともに、猛もう烈れつな勢いでこっちに突つっ込んでくる巨きよ大だいマネキン。

　おお、やる気満々だねぇ──でも残念。

　変身前は手こずったけどさ……魔法少女になったわたしたちに、その程度で勝てると思わないでほしいわね。

「よぉーっし！　行っくよぉ、『しずねちゃん』っ!!」

　パウダースノウが一歩前に踏み出して、右手をまっすぐに伸ばした。

「グ──オオオオオオオオオオオオオッッッ!!」

　商店街に轟く獣けものの咆ほう哮こう。

　同時にパウダースノウの右みぎ頰ほおあたりをかすめて、『しずねちゃん』の拳こぶしが巨大マネキンに炸さく裂れつした。右みぎ脚あしが股こ関かん節せつからぽっきりと折れて、無残に地面へと倒たおれ込む巨大マネキン。

「やりぃ★　さっすが、『しずねちゃん』！」

「グオオオオオオオ!!」

　この獰どう猛もうなぬいぐるみこそが、パウダースノウの魔法の力。

　魔法の白熊ぬいぐるみ『しずねちゃん』だ。

「ちょ──なんだよ、その化け物!?」

「ちょっとぉ、『しずねちゃん』に失礼だなぁ。半はん裸らのマネキンさんより、ずっとずっと可愛かわいいもんっ」

　パウダースノウが頰を膨ふくらませている横で、マウントポジションを取って相手をボコボコにしている『しずねちゃん』。

　いや、目元の稲いな妻ずま形な傷といい、やけに喧けん嘩か慣れしたやり口といい、明らかにカタギのぬいぐるみじゃないよ、そいつ。

「ＧＯＧＯキューティクル！　ＬＯＶＥＬＹチャーム!!」

「……さてっと」

　邪じや魔まな応援は聞かないふりをして、わたしは大きく伸びをする。

　魔法少女なんてまっぴらごめんだけど、パウダースノウばかりに任せるのは忍しのびない。

　どんなに嫌いやでも、サボるってことができない性格なんだよね。

　薙子の言うとおり……難なん儀ぎな性しよう分ぶんだよなぁ、わたしって。

「仕方ない！　やるからには、アドレナリン全開で行くからね!!」

　気合いを入れて声を張ると、わたしは両手に持った魔法の洗剤スプレーを構えた。

「魔法の洗剤スプレー『マジック☆凜りん々りん』！　火か炎えん──放射ぁ!!」

　ノズル口から噴ふん出しゆつする青い火球弾だん。バスケットボールほどの二つの火球は、『しずねちゃん』の頭上を潜くぐり抜け、ぐったりと横たわったマネキンに着弾する。

　爆ばく音おんとともに中空に吹ふき飛ばされるマネキン。手足はあらぬ方向に曲がっており、セーターはぼろぼろ。登場当初の迫はく力りよくは、もはや見る影かげもない。

「マ……マネキン・ランジェリラ！　タグだ、タグを引け!!」

　エビル店員が往生際悪く指示を出す。マネキンはぐぐっと右腕を無理やり曲げて、どうにか背中に手を回してタグを引いた。

　しかし──。

「な、なぜだ!?　なぜタグが飛び出ない!!」

「魔法少女のコスチュームは市し販はん品じゃないの。タグなんかついてるわけないでしょうが」

　たとえ飛び出たとして、それがどうだってんだ。

　もうこんなバカの相手するの嫌だなぁ、とか心底げんなりするが。

「パウダースノウ！　とどめはわたしに任せて!!」

「きゃあ、サーモン格好いい！　愛してるぅ★」

　パウダースノウのたわ言は無視して、わたしは二つの洗剤スプレーを重ね合わせた。

　閃せん光こうとともにスプレーはひとつとなり、等身大のスプレー缶かんへと姿を変える。

「悪意も穢けがれも、これ一本！」

　決めゼリフと同時にスプレー缶を抱だきかかえ、シャカシャカと勢いよく振りまくる。

　そんなダサい予備動作の末、ノズルの開閉弁を開いて。

「サーモン・マーメイドバブルデリーター!!」

　噴出する必殺の一いち撃げき。

　虹にじ色いろに煌きらめく泡の大群は、一直線に敵目め掛がけて降り注ぐと、その全身を包み込んだ。

　巨大マネキンは苦く悶もんするように手足をバタつかせるが、もう遅おそい。

　虹色の泡に浄じよう化かされるように、マネキン・ランジェリラとやらは塵ちりとなって消しよう滅めつした。

「そ、そんな……」

　愕がく然ぜんとした表情で立ち尽つくすエビル店員。

　その顎あご元もとをかすめるように、『しずねちゃん』のハイキックが繰り出される。

「これでゲームオーバー、だよっ」

　烈れつ風ぷうの如ごときその一撃は、エビル店員が抱かかえていたエビルコインを残らず粉ふん砕さいした。エビル店員はその場に尻しり餅もちをつき、がくがくと膝ひざを震ふるわせている。

「キューティクルチャームの大勝利だあああああああああああああああああ!!」

　歓声が上がる。高らかなラッパの音色が響ひびき渡わたる。

　はた迷めい惑わくな騒そう音おんに耳を塞ふさぎながら、わたしは携けい帯たいを取り出し一一〇番をダイヤルした。
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　パトカーの赤いランプが、煌こう々こうと辺りを照らし出している。

　そんな中、エビル店員は頭からコートをかぶせられ、警察に連行されていった。

　魔ま力りよく結けつ晶しようであるエビルコインを失った以上、彼はもはやただの変質者。あとは警察のお仕事だ。

　応おう援えん団だんたちも撤てつ収しゆうし、商店街は嵐あらしが過ぎ去ったあとのように静まり返っている。

「おつかれさま、ほのりん」

「あんた、よくそんなニコニコしてられるわね……」

　変身を解いたわたしは、満足げな顔の雪姫とは対照的に、がくりと膝から崩くずれ落ちる。

「あいつ単体ならいいわよ。でも、㈱エビルランジェリーだっけ？　バックにまだまだ、あんな頭おかしい連中が潜ひそんでるんでしょ？」

「八十五番目の、新たなる敵組織の登場にょろね。ぞくぞくするにょろ」

「ええ、ええ。ぞくぞくするわよ悪お寒かん的な意味でね！　昨日ひとつ組織を滅ほろぼしたっていうのに、次の日にゃまたこの展開!?　わたしはいつまで魔法少女をやりゃいいのさ！」

「にょろん。新しい妖よう精せいが生まれて、次の魔法少女が決まるまでは──」

「辞やめられないって言うんでしょ!?　そう言い続けて、あんた一体何年経たったと思ってんのよ！　もう八年よ、八年!!　妖精はどこ？　新しい魔法少女は誰だれ？　あと何年待ったらそんな日が来るのさ、教えてよクソ蛇へび!!　辞めたい辞めたい今すぐ辞めたい……」

　わたしは半泣きで頭をガリガリ搔かいて、呪じゆ詛そのように呟つぶやき続ける。

　そんな様子を、かぶとは頷うなずきながら、もゆちゃんはぽかんと口を開けて見守っている。

　もゆちゃん。ごめんね、夢を壊こわしちゃって。

　でも魔法少女ってさ、綺き麗れいなだけじゃないんだよ。

　大きくなればなるほど悩なやみは増えて。

　小さかったあの頃の、無む邪じや気きな正義だけじゃ生きていけなくなるんだ──。

「ちょ、ちょっとほのりん！　あれ見て、ほら!!」

　突とつ然ぜん、雪姫が取り乱しながら肩かたを揺ゆすってきた。なんだよ、人が物思いに耽ふけってるっていうのに。わたしは生気をなくした表情のまま、顔を上げた。

　瞬しゆん間かん──ビシリ、ビシリ。

　嫌な音がわたしたちの周囲に響き渡り、まるでガラスみたいに夕暮れの空がひび割れはじめた。空の破片がぱらぱらと、小雨のように降り注ぐ。

　なんだろう、この感じ。現実的にあり得ない光景だっていうのに。

　いつか、どこかで見たような……。

「こんにちは、がぶー!!」

　しわがれた声が聞こえるが早いか、カッと白い光が辺り一帯を包み込む。

　そして、やがて光が収束していった先には、一いつ匹ぴきのけだものが立っていた。

「僕ちゃんはガブリコ。魔法連盟アルスマギカのテクマハリタ地方からやって来た、新しい妖精がぶ！」

　獰猛な爪つめに巨大な牙きば。鱗うろこに覆おおわれた身体からだにボクサーパンツを一丁身につけて、全長百五十センチ近くはありそうな二足歩行の巨大ワニは、右目に掛けた片眼鏡をくいと直した。

　猟りよう友ゆう会の皆みなさんも腰を抜ぬかしそうな化け物っぷりである。

　これで妖精とか、ニョロンともども妖精の定義を考えてほしいよなぁ……。

　────ん？　んん!?

「え？　え？　ねぇちょっと化けワニ！　あんた今、妖精って言ったわよね!?」

「そうがぶ。僕ちゃんは魔法少女の相棒、可愛い妖精ちゃんがぶ」

　いや、可愛くないし。どっちかと言うと怖こわいし。

　──とかそんなツッコミは置いといて！

　こいつが妖精ってことはつまりアレか？

　この展開はわたしが八年間待ちに待ち続けて来た、アレだというのか!?

「そしておめでとう！」

　ガブリコと名乗った妖精は、鋭するどい爪先で一人の少女をびしりと指して。

「お前さんこそが……次世代の魔ま法ほう少女がぶ!!」

　核かく弾だん頭とう並の衝しよう撃げき宣言を、高らかに謳うたった。

　その場にいた全員の視線が、一いつ斉せいに彼女の方へと注がれる。

「……え？」

　そして、少女は。




「もゆが魔法少女……なのですか？」




　鈴音もゆは戸と惑まどいがちに、胸元に手を当てて呟いた。








第２話　テクマク☆見つけた後こう輩はいちゃん









　ふんふふーん♪

　スキップなんてしながら、わたしは雪ゆき姫ひめ・もゆちゃん・ニョロン・あと変なワニ妖精を連れて、薄うす暗ぐらくなってきた道路を進んでいく。

　ああ、今日はなんて素す晴ばらしい一日なんだろう。

　まず学校で、熱あた木ぎくんと素敵な時間を過ごすことができた。これだけでも毎日が絶望的なわたしにとっては、限りなく幸せな記念日になったっていうのに。

　よもやそれ以上の幸福が訪おとずれるだなんて、夢にも思っていなかった。




　そう──まさか今日が、わたしの引退決定記念日になるだなんて！
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「お前さんこそが……次世代の魔法少女がぶ!!」──化けワニは確かにもゆちゃんに向かって、そう言い放った。

　突とつ如じよ舞まい降りた次世代魔法少女宣言に、わたしと雪姫は互たがいに顔を見合わせる。

「……ほのりん、顔にやけてるけど」

「え。そ、そう？」

　慌あわてて手を当てると、確かに伸のびたゴムみたいにゆるゆるになっている。

　駄だ目めよ、ほのり。今は真ま面じ目めな空気、まだ笑うタイミングじゃない。

　……なんて無理に決まってるじゃん。にやけるわよ、こんな千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

「姉ちゃんの次は、お前が魔法少女なのかよ……」

　かぶとが引きつった顔で、じろじろともゆちゃんを覗のぞき込む。

「あんた、身近な人が魔法少女になる呪のろいにでもかかってんじゃないの？」

「自分が魔法少女になる呪いにかかってる姉ちゃんに言われたくねぇよ」

「ふふふ。その長きにわたる呪いも、今日までだけどね！」

　気が大きくなったわたしは、鼻はな唄うたなんて歌いながらセーラー服を翻ひるがえし、くるくると回る。

　ああ、なんて晴れやかな気分なんだろう。

　魔法少女を辞めたら何をしよう？　マンガの大人買い？　ケーキ食べ放題？　それとも思いきって旅行にでも行こうかしら。

「ガブリコとか言ったにょろか。突然そんなことを言われても、次世代魔法少女も困るにょろよ。順を追ってきちんと説明するにょろ。社会の基本にょろ」

　ニョロンがなぜかえへんと胸を張って言い放つ。

　こいつ、後輩ができると偉えらそうに振ふる舞うタイプか。一番友達になりたくない奴やつだな。

「し、失礼しましたがぶ。えっと、僕ちゃんの世界──魔法連盟アルスマギカは、地球と表ひよう裏り一いつ体たいの関係にある異次元世界がぶ。魔法連盟アルスマギカは様々な地方に分かれていて、南関東魔法少女の妖精は代々『テクマハリタ地方』の透とう明めい卵たまごから生まれた者が引き継つぐ慣ならわしがぶ」

　ガブリコとかいうワニの怪かい物ぶつは、萎い縮しゆくしながらしどろもどろに説明をはじめる。

「魔法連盟アルスマギカでは『魔ま力りよく』と呼ばれるエネルギーが、地球でいう石油や電気のように用いられているがぶ。そんな、僕ちゃんたちにとってはクリーンなエネルギーの魔力がぶが、こちらの世界の悪あしき感情に反応すると、どういうわけか次元を越こえて影えい響きようを及およぼしてしまうのだがぶ……。そうした魔力災害に対応するため、魔法連盟アルスマギカの一員となって公的に魔力を付ふ与よされた、愛の戦士……それが魔法少女なんだがぶ!!」

　そう。要は魔法連盟アルスマギカの尻しり拭ぬぐいをさせられてるんだ、魔法少女ってのは。

　そう考えると、こいつら妖精をまとめて張っ倒たおしてやりたくなるが……まぁそんな地じ獄ごくの日々も、今日で終わりだ。寛かん大だいな心で許してやるとしよう。

「もう一生、透明卵なんて生まれないんじゃないかと思った日もあった……生まれてきてくれてありがとう。ありがとう、化けワニ」

「そんなに祝われると照れるがぶ。ちなみに化けワニじゃなくて、ガブリコがぶ」

　わたしは瞳ひとみに涙なみだすら滲にじませて、ガブリコの短い手を握にぎる。

「ゆっきーは別に、一生このままでもよかったんだけどなぁ」

「そんな風に思ってんのは、あんただけよ。わたしと薙なぎ子こがどれほどこの日を待ちわびたことか。ああ、この喜びを今すぐ誰かと分かち合いたい！　自分で自分を褒ほめてあげたい!!」

　そうと決まれば善は急げだ。

　わたしはガブリコの背中を押し押し、歩き出す。

「ちょっとほのりん。どこ行くのさ」

「決まってんでしょ、薙子のところよ。あいつにもこのビッグニュースを教えてやらないと。もゆちゃんも一いつ緒しよにおいで」

「薙子さんのところ……魔法少女勢ぞろい……い、行きます！　行きたいのです!!」

　大きな瞳をダイヤモンドのように輝かがやかせ、もゆちゃんは全力で手を挙げた。可愛かわいいなぁ。

　昔のわたしも、これくらい純真に魔法少女に憧あこがれてたのかな……？

「待つにょろ。次世代魔法少女について伝えるべきことが、まだ残っているにょろ」

「そんなもん、あとでいいでしょ。先せん輩ぱいぶっちゃって嫌いやな奴だね、あんたは。ほら行くよ。かぶとは先に帰ってな」

「そうする。これ以上魔法少女に会ったら胸焼けするよ。さっさと魔法少女辞めて帰ってこいよ、姉ちゃん」

　言われなくてもそうするわ。

　高鳴る胸の鼓こ動どうを抑おさえつつ、わたしたちは一路、薙子の家へと向かう。
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　商店街を出て少し進んだところ、寂さびれかけた街角に『新しん寺でらバイク店』はひっそりと店を構えている。

「こんにちは、おじさん」

「おお、ほのちゃんじゃねぇか。それにみっちゃんと蛇へび野や郎ろうも。いやぁ久しぶりだねぇ。ほのちゃん、麦む月つきは元気にしてっか？」

　店先でバイクをいじっていた薙子のお父さんが、スパナ片手に捲まくし立ててくる。

「……おじさん、『みっちゃん』はやめて」

「蛇野郎じゃなくてニョロンにょろ」

「ああ、そうだったな。すまんすまん。しかし久しぶりだねぇ。今日はちびっ子と、不気味なワニまで連れちゃって、随ずい分ぶんとにぎやかだな。おい、薙子！　ほのちゃんたちが遊びに来てくれたぞぉ!!」

「……あたしは留守だ。帰れお前ら」

　深いため息とともに、ぞんざいな返答がなされる。

　その言葉を無視して、わたしたちはおじさんに促うながされるまま店内へと入っていく。

「久しぶりじゃないの、薙子。八十四番目の敵・オルタナティブオットセイキングダムが、あんたに会いたがってたわよ。あんた抜きでぶっ潰つぶしてやったけど」

「そんな名前だったか……？　興味ないから、どうでもいいが」

　こちらに見向きもせず、薙子はぶっきらぼうに言い捨てた。黒く艶つややかなロングヘアをポニーテールに束ね、つなぎを着てバイク修理に勤いそしむその姿は、一いつ般ぱん的な魔法少女像からは程ほど遠い。

「今日もあんたがサボったから、あんたんとこの応おう援えん団長が嘆なげいてたわよ。ああ、可哀かわい想そう」

「応援を年中うざがってるお前が、よく言うな」

「う、うるさいわね！　とにかく、少しはサボり続けてたことを反省しなさいよ!!　昔は先せん陣じん切って敵と戦う頼たよれる姉貴分だったのに、いつからこうなっちゃったのよあんた！」

「最近、しょぼい敵ばっかで倒し甲が斐いがないんだよ。それなら魔法少女やってるより、仕事でバイク弄いじってる方が楽しいし。世界が滅ほろびそうになったら頑がん張ばるから、それまでは二人でどうにかしろ」

　きっぱりと言い放ち、薙子はつり目がちな瞳でこちらを流し見て、しっしっと手を振った。

　──くそっ。癇かんに障さわる態度だが、落ち着けほのり。

　薙子には文句が山ほどあるけれど、今日ここに来た目的はそれではない。

「薙子、このワニを見て」

「がぶ？」

「────ひっ!?　い……いやあああああ!?」

　光の勢いで殴なぐり飛ばされたガブリコは、そのままペンキの置いてある棚たなに直ちよく撃げき。全身どろどろの意味不明な色に染め上がった。

　あ……忘れてた。薙子って爬は虫ちゆう類るい全ぜん般ぱんが苦手なんだっけ。

「ほのりぃ！　なんだ今の特とく撮さつ怪かい人じんみたいなワニは!?　いくらサボり続けたからって、こんな嫌がらせが許されると思ってるのか!?」

「い、いや……そうじゃなくって」

　半泣きでキャラ崩ほう壊かいしている薙子に戸と惑まどいつつも、昏こん倒とうしているガブリコを指差して。

「あれ、一応妖よう精せいなのよ。そしてこの子が、次世代魔ま法ほう少女」

「あ……こ、こんばんは……鈴りん音ねもゆ、です……」

　おずおずと前に出てくると、もゆちゃんは礼れい儀ぎ正しくおじぎした。

　薙子は怪け訝げんな表情で、ガブリコともゆちゃんを交こう互ごに見やる。

「妖精？　次世代魔法少女？　……まさか」

「そう！　そのまさかよ!!　ついに来たのよ、魔法少女を引退できるときが!!」

　この喜びを分かち合おうじゃないか、我が友よ！

　テンションが上がりすぎて、わたしは思わず意味もなく腕うでをブンブン振るう。

　しかし薙子はやけに冷静に、顎あごに手を当て何事か考え込む。

　ちょっと何よぉ、こんなときくらい素直に喜びなさいよね。

「もゆとか言ったか。初めまして。新寺薙子だ」

「は、初めましてなのです！　薙子さんたちの活かつ躍やくはＴＶとかでよく知っているのです。憧れの皆みなさんに会えて、その上もゆが次の魔法少女なんて……こ、光栄なのです!!」

「あらぁ。やる気に溢あふれてるね、もゆちゃん★　これは将来が楽しみ、楽しみぃ」

　雪姫に頭を撫なでられ、もゆちゃんは恥はずかしげに背中を丸める。

　そんな二人を尻しり目めに、薙子はおもむろに工具を床ゆかに置いた。

「親父おやじ。休きゆう憩けい入ってもいいか？」

「おうよ！　せっかくほのちゃんたちが来てくれたんだ。ゆっくり話してこい」

　おじさんが言うが早いか、薙子は流りゆう麗れいなポニーテールをふわりと翻し、わたしたちに背を向け呟つぶやいた。

「立ち話で済ますことでもなさそうだ。あたしの部屋でゆっくりしていけ」
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「お待たせ」

　つなぎから私服に着き替がえた薙子が、部屋の奥から顔を覗かせた。

　フード付きパーカーの上に、薄うす手での茶色いジャケット。ズボンはくるぶし丈たけのクロップドパンツ。首には短たん剣けんのついたネックレスが、胸元にかかるようにして巻かれている。

　薙子に促されるまま、わたしは部屋の中に入る。

　薙子は小さい頃ころから意外と可愛い物が好きで、それは今でも変わらないらしく、タンスの上にはぬいぐるみがいくつも並べられている。

　昔と変わったのは、そう──部屋の隅すみの方に、お酒のビンやら煙草たばこの箱やらが、固まって置かれているところくらいか。

「……あんた一体、どんな生活してんのよ」

「おかげさまで二十歳はたちになったんでな。酒と煙草とやらがどんなもんか、試ためしてる最中だ」

　片かた膝ひざを立ててカーペットの上に座ると、薙子が気だるそうに煙草に火をつけた。

　そんな薙子の振る舞いをジト目で見ながら、雪姫が入室してくる。そして酒・煙草の山々を見つけると、この世の終わりのような顔をしてその場に崩くずれ込んだ。

「ゆっきーの仲間、みんなの夢と希望の魔法少女が、なんてすさんだ生活っ……!!　もうちょっと、ゆっきーみたいにヒロインとしての自覚を持ってよぉ、薙ちゃん！」

「こういう魔法少女も、斬ざん新しんでいいだろ。意外に需じゆ要ようあるかもしれんし」

　悪びれる様子もなく、薙子はあっけらかんと言ってのける。
















　駄だ目めだな、こいつ。魔法少女としての自覚とか、からっきしありゃしない。

　そうして、わたしと雪姫・もゆちゃんは、差し出された座ざ布ぶ団とんに腰こしを下ろした。爬虫類二匹ひきは入室こそ許可されたものの、薙子の殺意を帯びた眼光に怯おびえて、扉とびらの前に突つっ立ったままだ。

「──で、だ」

　タンスの上から猫ねこのぬいぐるみを取ると、薙子は当たり前のようにその口を開けて、そこに煙草をジュッと押しつけた。

　え、それ灰皿なの!?　どこで売ってたのよ、そんなファンシーな灰皿。

「そこのワニが八年ぶりの妖精。そしてこの子……もゆが、新たに選ばれた魔法少女というわけだ」

　薙子の問いかけに、おそるおそるガブリコが答える。

「そうがぶ。魔法連盟アルスマギカから正式に承認された、正しよう真しん正しよう銘めいの妖精がぶ」

「そうか。それは確かに朗報だな」

　表情も変えずそう言って、薙子はお酒に手を伸のばすと、ビンから直接ぐいと吞のみやがった。うわぁ、しばらく会わない間におっさんくさくなったな、こいつ。

「あの、質問なのですが」

　もゆちゃんが控ひかえめに手を挙げる。

「もゆは魔法少女に選ばれましたが……これからどうすればよいのでしょう？　変身の仕方もどんな力があるのかも、さっぱり不明なのですが」

「だいじょぶだよ。次の魔法少女に選ばれたからって、明日あしたからいきなし『はい、お願い』ってわけじゃないからさっ」

　雪姫が不安げなもゆちゃんの頭を撫ぜつつ、得意げに微笑ほほえむ。

「魔法少女になったら、まず設定を決めるんだよっ。キューティクルチャームみたいなチーム名はもちろん、一人一人の名前やコスチュームとか武器とか、色んなものを決めるのっ。ここでしっかり考えとかないと、あとから変へん更こうはきかないから要注意ね★　ファンのみんなに覚えてもらうには、分かりやすくて可愛かわいいのがお勧すすめかな？」

「あたしは、強そうな方がいいと思う」

「もゆちゃん、ここはマジで真しん剣けんに考えといた方がいいわよ！　その場の勢いで決めたらいずれ後こう悔かいするから!!　キラキラネームの子どもみたいに将来、地じ獄ごくを見るから!!」

「え、あ、はい……」

　わたしの剣けん幕まくにたじろぐもゆちゃん。

　でもこれだけは伝えておかねば。キューティクルだとかサーモンだとか、年とし甲が斐いのない衣装だとかダサい武器だとか、子どもがノリで決めた設定はじわじわと効いてくる毒薬みたいなもんだから。

「設定が終わったあとは、先代から次世代への『引き継つぎ』が行われるがぶ」

「『引き継ぎ』ですか？」

「ざっくり言うと、弟で子し入りみたいなものにょろ。キューティクルチャームが活躍するところを間近で見て、ときには一いつ緒しよに戦いながら、魔法少女の基本を学んでいくにょろ。それが終わって初めて、ユーは晴れて正式な魔法少女となるわけにょろ」

「お前さんは『勾まが玉たま』の戦士だから、直属の先せん輩ぱいはほのりさんがぶね」

　ガブリコに促されて、わたしは嫌いや々いやながらピンク色の勾玉を取り出した。

「南関東魔法少女は、伝統的に『三さん種しゆの魔ま器き』って呼ばれるアイテムで変身するの。ＴＶで見たことあるかもしれないけど──わたしは勾玉。雪姫が鏡で、薙子が剣。魔法連盟アルスマギカの規定では、勾玉の魔法少女がチームのリーダーって決まりになってるらしいわ」

　雪姫は白色のコンパクトを、薙子はネックレスについているオレンジ色の剣を、それぞれもゆちゃんに見せる──やっぱり勾玉だけ、一ひと際きわ異い彩さいを放ってダサいよなぁ。

　八年来のコンプレックスが頭をもたげるが、わたしはふるふると首を振ふってその思考を吹ふき飛ばす。

　なんてったって跡あと継つぎが見つかったんだ。引き継ぎ期間があるとはいえ、もはや引退は秒読み開始。この恥ずかしい変身アイテムともあと少しの付き合いと思えば、どうってことはない。

　ああ、早く引き継ぎたい！　そしてシャバに戻もどったわたしは、残りわずかな女子高生ライフを満まん喫きつするんだ!!

「──なるほど。この子がほのりの後こう継けい者しやなのは分かった」

　浮うかれきったわたしとは正反対に、薙子は声色ひとつ変えずに。

「で？　あたしと雪の後継者は、どこにいるんだ？」

　シン──と部屋の空気が、一いつ瞬しゆんにして変わった。

　にやけきっていたわたしの顔が、大口を開けたまま凍こおりつく。

「ほのりが言ったように、南関東では代々『三種の魔器』が受け継がれている──つまり、三人で一組の魔法少女なはずだ。先代もそうだったし、あたしらもそうだ。となると、次世代魔法少女も三人必要なんじゃないのか？」

「そ、それはがぶ……」

　ガブリコは慌あわてて背中に手を回すと、どこから取り出したのか分厚いマニュアルのようなものを読みはじめる。

　それでも答えが見つからないのか、「それは……それは……」とうわ言のように漏もらしながら、ガリガリとカーペットを爪つめで傷だらけにする。おい、こいつ大だい丈じよう夫ぶか？

「……勉強不足にょろね。ガブリコ」

　チッと舌打ちをして、ニョロンが呟く。うわ、こいつマジで後こう輩はいに当たりがきついな。

「なぎーの言うとおり、南関東魔法少女は三人一組のチーム編成にょろ。そしてユーたちのように、最初から三人揃そろって選ばれる場合が大半にょろ」

「例外もあるのか？」

「にょろーん……代によっては、そうにょろね。最初に一人が選ばれて、次の戦いで一人、その次の戦いでまた一人と、順番に仲間を見つけていくこともあるにょろ」

「アニメとかでよくある手法だねっ。三話かけて三人の魔法少女が揃うパターン。意外と燃えるシチュエーションだから、ゆっきーは好きだよっ★」

　のほほんとふざけたことを言う雪姫に、わたしは思わず声を張り上げる。

「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってられるか!!　じゃあ何よ？　あと二人も見つけなきゃいけないってこと？　こんなに大はしゃぎしたのも、わたしのぬか喜びだったってことなの!?」

「っていうかお前、本当に気付いてなかったんだな」

　薙子が呆あきれたようにため息を漏らす。

　え、え？

　ひょっとしてみんな、最初から人が足りないことに気付いてたわけ？

　わたしは目を丸くして、ぐるりと周囲を見回す。

「んーと、ほのりんが妙みように盛り上がってるから言いにくかったんだけどぉ……一人しかいないなぁって、ちょっと疑問には思ってたかなぁ」

「妖よう精せいとして当然、それぐらい気付いてたにょろ！」

「もゆも、仲間がいないなと思っていたのです」

「がぶ！」

　みんなの生暖かい視線が、胸に突き刺ささる。

　何この恥ずかしい感じ。

「と……とにかく、あと二人を見つければいいんでしょ!?」

　わたしはごまかすように机を叩たたくと、意い気き揚よう々ようと宣言した。

「明日は土曜で学校休みだし、探すにはちょうどいいわよね？　みんなで手分けして、次世代魔ま法ほう少女をとっ捕つかまえるわよ。草の根分けてでも、どんな手段を使ってでも、残り二人を引きずり出してやるんだから！」
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「それではわたしの魔法少女卒業決定を祝って……かんぱーい!!」

　有あり絵え田だ家の食しよく卓たく。オレンジジュースのグラスを高らかにかかげると、わたしはポケットから取り出したクラッカーを一人で鳴らす。リビングには自作の『祝・魔法少女卒業！』の垂れ幕が堂々と飾かざられている。

　おつかれさま、ほのり。今までありがとう、ほのり。

　自分で自分を褒ほめてあげながら、わたしは頰ほおを朱しゆに染めオレンジジュースを飲み干した。

　ああ、酔よっ払ってもないのにいい気分。

「……おめでたくなーい」

「あと十年！　いや、あと八年でいいから、ほのりに魔法少女でいてほしいよ！　お父さんも麦月さんも!!」

　シラフでとんでもない寝ね言ごとを言いやがる父親。

「あと八年って、二十五歳じゃないの。冗じよう談だんじゃないわよ、二十歳はたち過ぎて年甲斐もなく魔法少女やるなんて。そんなことしてたら婚こん期きとか逃のがしちゃうじゃん」

「お母さんは魔法少女やってるときに子ども産んだわよ？」

「わたしは魔法妊にん婦ぷ少女なんていかがわしい呼び方をされるのは嫌いやなの！」

「高三で魔法少女も十分に年甲斐ないしな。辞やめちまえ辞めちまえ」

　挑ちよう発はつするように言ってくるかぶとだが、その表情は明るい。姉が魔法少女じゃなくなることによって、薔薇ばら色いろに広がる中学生ライフでも想像しているのだろう。

　思えばこいつも、魔法少女によって人生を歪ゆがまされた一人だったな。

　わたしやお母さんが魔法少女じゃなければ、かぶとは友達にからかわれることはなかった。

　わたしだって魔法少女にならなければ、絶望的な毎日を送らずに済んだろうし、雪姫だって万年女装の変態になりさがりはしなかった。薙子は──まぁ魔法少女じゃなくても、あんな性格になってそうだが。

「魔法少女になったことで、どれだけの不幸が生み出されたか……今思うと、悪徳商法に騙だまされたみたいなもんよ。押し売りみたいにやって来て、おまけに途と中ちゆう解約できないとか、立派な詐さ欺ぎよ。訴うつたえたら余よ裕ゆうで勝てるレベルだわ」

「失礼にょろ！　夢と希望の魔法少女をマルチ商法みたいに言うなんて！　それにミーは同意を前提にお願いしてるにょろ。自分で魔法少女になることに同意したくせに、文句を言われる筋合いはないにょろよ!!」

「うわ、本ほん性しよう現したわねエセ妖精。何が同意前提よ。いたいけな少女をだまくらかしておいて同意も何もあるか！　そもそもあんたたちが使ってる魔ま力りよくのせいで、地球がこんな事態になってるんでしょうが。責任持って自分たちで戦いなさいよ!!」

「ミーたちにとって、魔力はただのエネルギー資源にょろからね。変身したり魔法を使ったりなんてのは、別次元であるこちらの人間にしかできない芸当にょろよ。だから、魔法連盟アルスマギカが人間に魔法少女を依い頼らいすると法律で定めて……」

「何よその都合のいい設定！　しかもこっちが一方的に損してるし!!　あんたたち魔法連盟アルスマギカが真のラスボスだって言われた方が、むしろ納なつ得とくするくらいだわ!!」

　愛と正義と平和のためと信じて、ニョロンに騙され魔法少女になった愚おろかな小学生。

　ＴＶや雑誌に取材されて。クラスどころか町中でもてはやされて。まるでアイドルになったみたいで、有う頂ちよう天てんになって。

　中学生の頃ころは、可愛く撮とられるために何度も鏡に向かってポーズの特訓をした。深夜までサインの練習をした日もあった。『わたしの考えた格好いい決めゼリフ』をノートいっぱいに書き綴つづってた時期もあったっけ。

　だけど高校生になった頃──それら全すべてが恥はずかしくなった。

　正気に返った、と言うべきかもしれない。

　かたや、メイクやファッションの話で盛り上がってる同級生。かたや、ふりふりのコスチュームを着て、「お掃そう除じしちゃうゾ☆」とか頭の沸わいたセリフを口走っているわたし。

　そうしていつしか凶きよう悪あくな敵も現れなくなり、いつまで経たっても代だい替がわりしないわたしたちは、周囲に飽あきられた。

「その歳としで魔法少女ぉ？」と、嘲ちよう笑しようされることの方が多くなった。一部の熱ねつ烈れつに応おう援えんしてくるマニアックな集団は、なんか生理的に受けつけないし。

　辞めたいと主張した。辞表を書いたこともあった。

　だけど悪徳マジカル商会な魔法連盟アルスマギカは、わたしの意思で辞めることはできなくて。

　サボろうかとも思った。けれど、もし被ひ害がい者しやが出たら……なんて考え出すと、嫌々でも出動するしかなくって。

　地じ獄ごくだった。死ぬか、この蛇へびを殺すかしてやりたいと、幾いく度どとなく思った。

　そんな日々が──ようやく終わる。終わるんだ。

「……だけどさぁ、かぶと」

　そこまで回想したところで、わたしはふと思う。

「わたしだってもゆちゃんくらいの頃は、魔法少女に憧あこがれて、張り切ってたんだよね」

「確かに中学生くらいのときが一番ひどかったな。おれの友達にドヤ顔で投げキッスしては、『あなたたちに魔法の加護のあらんことを……』とかほざいてたし。本気で迷めい惑わくだったんだけど」

「よーし、殴なぐる。全力でボコボコにして、その記き憶おくをぶっ飛ばしてやる！　っていうか忘れて、お願いだから!!」

　わたしは火が出そうな顔を押さえて悶もだえる。ちくしょう、調子に乗りやがって中学生のわたし。タイムマシンがあったら実力行使で止めてやるのに。

「って、そんなことはいいんだよ！　わたしが言いたいのはそういうことじゃなくって。つまり、もゆちゃんも今は魔法少女に乗り気かもしれないけど、いつか後こう悔かいする日が来るんじゃないかってこと」

　そう。

　わたしにだってもゆちゃんみたいに、キラキラ輝かがやいてた時期があった。

　ということは、いずれはもゆちゃんも、わたしみたいにその瞳ひとみを濁にごらせてしまうんじゃないか。

　恥ずかしくて死にたくて、だけど辞められない魔法少女地獄に苦しむ未来が待ってるんじゃないか。

　そう考えると、こんな時限爆ばく弾だんみたいな役目を「はい、引き継つぎ」と押しつけてしまって果たしていいものか、少し戸と惑まどってしまう。

「大丈夫だよ」

　そんな、わたしの苦く悩のうをあっさり一いつ蹴しゆうして。

　かぶとは肘ひじをつき、心底うんざりした顔で呟つぶやいた。

「……あいつはそういうレベルの奴やつじゃねーから」
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　翌朝。

　わたしは薄うす手でのブラウスにスカートという格好に着替えると、集合場所である公園の入り口のところへと向かう。

　目的は残り二人の魔法少女を見つけること。そして、一刻も早くキューティクルチャームを解散すること。

　なのに──わたしの胸にはまだ、昨日のもやもやが残っていた。

「本当にいいのかなぁ……もゆちゃんに汚よごれ役を押しつけちゃって」

　かぶとはなんの根こん拠きよか大丈夫と言い張っていたが、心配性なわたしの心の中からは、やっぱり不安と罪悪感が消えない。

　こんなんだから薙子に『くそ真ま面じ目めな学級委員タイプ』とか言われちゃうんだよなぁ。自覚してはいるんだけどね。

「汚れ役とは何事にょろ！　魔法少女は清せい廉れん潔けつ白ぱく、純真無む垢く!!　姫か天使か、女神か神か！　愛されボディに夢の詰つまった、女の子のなりたい職業ナンバーワンにょろよ!!」

「どこ統計よ、ソース出しなさいよソース！　そもそも職業じゃないでしょ。職業だってんなら給料よこせ、休きゆう暇かを取らせろ!!　業務量過失致ち死しよ!!」

　隣となりをちょこちょこ歩くニョロンと言い争いをしているうちに、公園に辿たどり着く。

「おっはよー、ほのりん、ニョロちゃん★」

　既すでに到とう着ちやくしていた雪姫が、無敵のスマイルで手を振ふってきた。袖そでにフリルのついたカットソーに、きわどいプリーツスカート。メイクもマスカラもばっちり決めたその姿は、ちょっとした読者モデルみたいで、女のわたしから見ても可愛かわいい。相手は男だけど。

「──よぉ」

　その傍そばでは、パーカーにジャケット姿の薙子が、ロープでぐるぐる巻きにされた状態で座らされている。

「珍めずらしくサボらず来たようね、薙子」

「これが自主的に来たように見えるのか。節穴だな、お前の目は」

「えっへへー。今日は後こう輩はいを見つける大切な日だからぁ、ゆっきーが頑がん張ばって連れてきちゃった★　偉えらいでしょお？　褒めて褒めてー!!」

「よしよし。やるじゃない、雪姫」

「おい、雪。頭撫なでられて、顔真っ赤にして喜んでる場合か。早くほどけ」

　さて、今日は薙子も来たことだし。あとはもゆちゃんとガブリコだな。

「……お待たせしたのです。準備に手間取ってしまいました」

　お、来た来た。さて、それでは魔ま法ほう少女探しといきましょうか。

　そんなことを考えながら、わたしはおもむろに振り返った。

　──そこに立っていたのは。

「……何その荷物？」

「ふふん。もゆの儀ぎ式しき用具なのです」

　紺こん色いろのワンピースに漆しつ黒こくのケーブ。右手には水すい晶しよう玉だま。左手には『天使図ず鑑かん』と書かれた怪あやしげな本。昨日も持っていた真っ赤なバッグには、よくよく見ると血ち飛沫しぶきやら『ＧＯＤ』やら珍ちん妙みようなデコレーションが施ほどこされている。

　赤茶色の三つ編みおさげを優ゆう雅がに揺ゆらし、魔女もどきな格好をしたもゆちゃんは「えへん」と胸を張った。いや、そんな得意げにされても。

「今日は良い日ね……ほら、風も笑っている。そうでしょう、ガブリエル？」

「ガブリエルじゃなくてガブリコがぶ……」

　顔色の悪いガブリコが、げんなりとした声で答える。

　たった一日でやつれたような気がするんだけど。何があったの、このワニに。

「いいえ、あなたは大天使ガブリエル。偉い大だいなる魔法少女もゆと血の盟約を交かわしし、天界より遣つかわされた使い魔よ」

「ガブリコ。この子は一体何を言ってるにょろ？」

「僕ちゃんが聞きたいぐらいですがぶ……」

「おお、我が先せん輩ぱい方の使い魔ロンギヌス。血ち塗ぬられし槍やりの精よ。おはようなのです」

「ロンギヌス？　ミーのことにょろか？」

　ニョ『ロン』だから、『ロン』ギヌスか？

　どうしよう。一夜にしてもゆちゃんが日本語を話してくれなくなってる。

「お前、頭大だい丈じよう夫ぶか？」

「薙子先輩。もゆはいつだって問題ないのです。問題があるとするならば、崇すう高こうすぎて常人の理解できる範はん疇ちゆうに存在しないということでしょうか……嗚呼ああ。神の子はいつの日も孤こ独どく。煌こう々こうと陽ひの照るこの世界で、いつだってもゆの雨はやまない」

「おい、雪。こいつが何言ってるか分かるか？」

「うーん、ゆっきーは常人だからなぁ。理解できる範疇にいないかも」

　女装癖へきのある人を、わたしは常人とは認めない。

　しかし──眉み間けんに手を当て、わたしは奇き妙みような悪お寒かんに震ふるえながらガブリコに話し掛かける。

「ねぇ、ガブリコ。一体もゆちゃんに何があったの？」

「僕ちゃんにも分からないがぶ。妖よう精せいの原則に従って、昨日からもゆの家に住むことになったがぶが……突とつ然ぜん僕ちゃんのことを『ガブリエル』とか呼び出して、会話が成立しなくなったがぶ。部屋には怪しげな本とか水晶とかドクロとか置いてあるし、床ゆかには魔ま法ほう陣じんが描かいてあるし……怖こわくて一いつ睡すいもできてないがぶ」

「その程度の事態に恐おそれおののくとは、妖精失格にょろ！　愚か者!!」

「こんなときに先輩ぶってんじゃないわよ、バカ蛇！　少しは空気を読みなさいよ!!」

　邪じや魔まなニョロンの尻尾しつぽを摑つかみ、薙子の方に投げ飛ばす。案の定、悲鳴を上げてパニックになった薙子が、ロープで縛しばられたまま必死の頭ず突つき攻こう撃げきでニョロンをボコボコにする。

　そんな様子を尻しり目めに、わたしはおそるおそるもゆちゃんの方に向き直った。

「ごきげんよう、ほのり先輩」

　大きな瞳を爛らん々らんと輝かせ、もゆちゃんは深々とおじぎする。

「えっと……ごめん。何があったのかな？　病院行く？」

「くどいのです先輩。昨日は憧れの先輩方に会えた感激でいつもどおりに振る舞まえなかったですが、今日からのもゆは通常運行。我が崇高なる理念のもと、同じ血の盟約に基づく同どう胞ほうを探す旅に出るのです」

「ってことは、これがノーマルもゆちゃんなわけ？」

「神の子ですから」

「……あんた、数年後に恥はずかしくて自殺したくなるわよ。マジで」

『格好いい決めゼリフ』ノートをビリビリに破いて捨てたあの日の、いたたまれない気持ちが思い出されて、どうしてだろう涙なみだが出ちゃう。

　だけど──わたしの黒歴史が可愛く見えるくらい、もゆちゃんのこれは酷ひどい。

　かぶとが言ってた「そういうレベルの奴じゃない」って言葉の意味が、なんとなく分かった気がする。

　確かに魔法少女になったことを後悔するとか恥ずかしがるとか、もはやそういう次元じゃないな、この子は。

「何をしているのですか先輩方、ガブリエルにロンギヌス。血の盟約に基づく我が二人の同胞を、早く探しに行きたいのです。そして見つけ出した暁あかつきに、もゆは新たなる魔法少女として彼かの地に降臨するのです」

　──ふぅ。

　色々と考えすぎてたみたいだな、なんだか。

　もゆちゃんは、これほどまでに魔法少女になることを望んでいる。

　確かに未来、正気に戻もどったとき、彼女は死にたくなるかもしれない。だけど、だからと言って今の彼女の思いを止めることはできないし、それは出すぎた真似まねだ。

　わたしはわたしの幸せだけを考えよう。

　それでいいんだ。きっと。

「よーし……じゃあみんな！　残りの魔法少女探し、全力で行くわよ!!」

　わたしは高らかに、魔法少女狩がり開始を宣言する。

　みんなの「おー!!」という声が、早朝の公園に響ひびき渡わたった。
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　……と、意い気き揚よう々ようと探しはじめてから早七時間。

　日はとっくに傾かたむいて、カラスがカーカーとやかましく帰宅を促うながしてくる。

　再び公園に集合したわたしたちは、ぐったりとベンチにもたれ掛かるようにして座り込んだ。

　収しゆう穫かくはゼロ。残り二人の次世代魔法少女は、影かげも形も見当たりゃしない。

「ガブリコぉ、あんた本当に真ま面じ目めに探してるんでしょうね!?」

「ア、アイアンクローはやめて！　魔法少女のくせにプロレス技わざとか反則がぶ！　僕ちゃんだって、もゆだけじゃ胃が痛いから残り二人を早く見つけたいがぶ。サボったりするわけないがぶ!!」

　魔法少女の選定は、妖精の第六感によってなされる。

　以前ニョロンから聞いたことがあるが、次世代魔法少女の資質を持った相手に出会うと、妖精は「ビビビッと来る」らしい。電でん撃げき結けつ婚こんじゃないんだから、もうちょっとなんとかならないかとは思うけど、他ほかに見つける術すべはないんだとか。

　仕方ないので、人通りの多い道みち端ばたとか駅の改札口にガブリコを配置して、反応がないか調べてみたりした。

　突然街中に現れたワニの怪かい物ぶつに、群衆は当然のごとく大パニックとなる。そのせいで警察やら保健所やらが出動してきて、それはもう大だい惨さん事じとなったわけだが……。

「もうかれこれ百人以上は見たはずでしょ。それなのにまだ見つかんないとか、一体どういうことなのよ！」

「んー、いまいちビビビッと来ないんだがぶねぇ……惜おしい人もいたがぶが」

「何よ惜しいって！　結局はあんたが勘かんで決めるだけでしょうが。少しでもそれっぽいのがいたら、その子にしちゃいなさいよ！」

「もゆがあんなだから、できるだけ選定に時間を掛けたいのが妖精心ってやつがぶ」

「妥だ協きようしろ、バカ！　アイドルユニットのオーディションじゃないんだよ!!」

　まるで使えないワニ妖精に苛いら立だちながら、わたしは深く嘆たん息そくした。

　あー疲つかれちゃった。飲み物でも買ってこよ……。

　お財布を片手に、わたしはベンチから少し離はなれた自じ動どう販はん売ばい機きまで移動する。

「なんだか向こうで盛り上がってたね、有絵田さん」

　────キュン。

　え、なに、今の蜂はち蜜みつみたいな声は。

　心しん拍ぱく数すうが跳はね上がる。呼吸が小刻みに震える。まさか。

　まさか。

「あ、熱木くん!?」

　わたしが振り返ると、そこには絶世の美男子がいた。

　桜舞まい散る公園を彩いろどる、流りゆう麗れいな黒くろ髪かみ。知的な印象を与あたえる金きん縁ぶち眼鏡めがね。眉び目もく秀しゆう麗れいを擬ぎ人じん化したような佇たたずまいで、イケメン転校生──熱木嗣し雀じやくくんはにこりと微笑ほほえんだ。

「よかった。名前、ちゃんと覚えててくれて。嬉うれしいな」

「い、いやそんな。熱木くんこそ、わたしの名前、覚えてくれて……ますし……」

「当然だよ。クラスメートのほとんどはまだうろ覚えだけど、有絵田さんは印象的な人だからね」

　どういう意味だろう、それ。

　自分で言うのもなんだけど、わたしは同年代の女子に比べて、遥はるかに地味だ。

　おしゃれじゃないし、明るくもないし、眼鏡だし。

　おまけに引っ込み思案で人見知りなもんだから、クラスメート相手にも緊きん張ちようしちゃって、うまく話せないことが多い。ましてや相手が男子なら尚なお更さらだ。

「わたし……どっちかというと目立たない方だと思うんですけど……そんなに変でしたか？　学校案内したとき」

「いや、変だなんて思わないよ。どちらかというと逆だな」

「逆……ですか？」

「うん。一いつ緒しよに学校を回ったとき、『ああ可愛かわいい人だな』って思ったな」

「え……」

　えええええええええええええええ!?

　寝ね耳みみにお湯をぶち込まれたように、わたしは思いきりのけぞる。その姿が滑こつ稽けいだったのか、熱木くんはくすりと笑う。

「やっぱり楽しい人だな、有絵田さんは。よかったら連れん絡らく先さきを教えてくれない？　休みの日とかでも、一緒に遊びに行けたら嬉しいなと思うんだけど」

「えあ、は、はい……」

　鉄板に土下座したみたいに熱くなった顔で、わたしは携けい帯たいを取り出した。ああ、なんて甘あま酸ずっぱい青春の一ページなんだろう。

「交こう換かん完かん了りようだね。またメールするから、よろしくね。有絵田さん」

　そう言って爽さわやかに笑う熱木くん。

　その笑顔をうっとりと見つめながら、わたしはしどろもどろに返事をする。

「こ、こちらこそ……よろしく……ね」

「──綺き麗れいな薔薇ばらには棘とげがある。理解しつつも手を出してしまうのが人の業ごう。神は人に試練を課すために、薔薇を美しくしたのかもしれませんね」

「うわおおおおお!?」

　唐とう突とつに足元から顔を出したもゆちゃんに、わたしは思わず飛びのいた。

　あんた一体いつの間に……っていうか、どこから見てたのよ？

「サボって男と連絡先交換とは、ほのりも大人になったもんだな」

「ふーん。ほのりんってそういうのがタイプなんだー。へー、そうなんだー」

　続いて聞こえてきた二つの声に、わたしは表情を凍こおらせる。おそるおそる振ふり返ると、そこには腕うで組ぐみをした薙子と、ジト目でこちらを睨にらむ雪姫の姿があった。

「え、いや、ちがっ。これは、変な意味の連絡先交換じゃなくて、その……」

「へぇ。下心以外にどんな理由があるのかなぁ？　教えてほのりん、ゆっきー分かんなぁい★」

「雪。目が笑ってないぞ。怖い」

　ふいに騒さわがしくなったわたしと愉ゆ快かいな仲間たちを見て、熱木くんは苦笑した。

「なんだかごめんね。お邪魔しちゃったみたいで」

「いやっ、邪魔だなんてそんな……こっちこそ、ごめんなさい」

「気にしなくていいよ。これからはいつでも連絡取れるんだから。それじゃあまたね、有絵田さん」

　ひらひらと手を振って、熱木くんが遠ざかっていく。

　ああ、待って。わたしの白馬の王子様──。

「みんな、こんなとこにいたにょろか！　大変にょろよ!!」

　──なんて物思いに耽ふける間もなく。

　今度はニョロンが、短い足でこちらに駆かけてくる。

「ロンギヌス。どうしたのですか、騒がしい。今こ宵よいは魔ま界かいの舞ぶ踏とう会かいなのですか？」

「何言ってるにょろか。舞踏会はやらないし、ミーはロンギヌスじゃないにょろ！　って、ああもう！　そんなこと言ってる場合じゃなーいーにょーろー!!」

　興奮気味に尻尾しつぽを左右に振ると、ニョロンは迷めい惑わく極まりない事実を告げた。

「魔ま力りよくの気配を感じるにょろ。キューティクルチャーム、出動にょろよ!!」
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「き……ゃあああああああ!?」

　悲鳴のこだまする公園。ニョロンに導かれるまま奥へと向かうさなか、全身ずぶ濡ぬれの女性とすれ違ちがった。

　一人二人ではない。何人もの濡れそぼった女性が逃にげるように走っていくのだ。

　何よ。一体どんな恐おそろしい事件が起こってるっていうの？

「た、たたた大量なんだなぁ。けっひひひひひ」

「ほのりん、薙ちゃん、あの人だよっ！　あの両りよう腕うでに抱かかえたエビルコイン、きっと㈱エビルランジェリーの刺し客かくに違いないっ」

「なんだ、そのエビルコインって？」

「もぉ。ほのりんといい、薙ちゃんといい……エビルコインは、七十八番目にゆっきーたちが倒たおした悪あく魔ま銀ぎん行こうの造り出した魔ま力りよく結けつ晶しよう！　世界をどす黒い欲よく望ぼうで塗ぬり潰つぶす、邪じや悪あくな硬こう貨かだよ!!」

「へぇ」

　生返事で頷うなずいてるけど、多分こいつもピンときてないな。

　まぁいいや──わたしたちが今やるべきことは、そんな伏ふく線せんを思い出すことじゃない。

「ちょっと、そこのあんた！」

　公園の中央、小便小こ僧ぞうの据すえられた噴ふん水すいのほとり。茶色いコートを着込んだ男をビシッと指差して、わたしは声を張り上げた。

　もじゃもじゃとわかめみたいな髪かみの毛で表情を隠かくしたまま、男は肩かた越ごしにこちらを見る。

「なんだ、おぬしらは？」

「不本意ながら正義の味方よ！　あんた、㈱エビルランジェリーとかいう変質者団体の一人ね。今度は一体どんな悪事を働いてるわけ？」

「けっひひひひ……おぬしら、ひょっとして魔ま法ほう少女か？」

　わかめ男は下品な笑い声を上げると、茶色いコートを唐突にバッと開いた。晒さらされるコートの下に潜ひそんだその格好は、上半身裸はだかに黒のストッキング一丁。

　うわぁ……また変態だ。

「我が名は悪あく魔ま支し店てん長ちよう、㈱エビルランジェリーの幹部！　おなごの服を水みず浸びたしにして、貼はりついた服から透すける下着を好む、高こう尚しようなる使徒なんだなぁ!!」

「低てい俗ぞくね」

「というか、ただの頭おかしい奴やつだな」

　わたしと薙子が同時に嘆息する。

　しかし悪魔支店長は、コートを開いたり閉じたりしながら興奮気味に語りはじめる。

「おぬしら、服が肌はだに貼りついて下着が透けているのを見られたら、どうだ？」

「えっとぉ、恥はずかしいけど……はっ、まさか!!」

「そのとおりなんだなぁ。恥ずかしい!!　乙女おとめが顔を朱しゆに染め胸元を覆おおい隠す様は、さしずめ花弁に覆われた蕾つぼみの如ごとし。露つゆに似た涙なみだを潤うるませながら、『やめて……』と懇こん願がんするその姿こそが、エビルコインを生み出すエネルギーとなるんだなぁ!!」

「な、なんて邪悪な……㈱エビルランジェリー、恐ろしい子っ！」

「待て。待て雪姫」

　なんでこいつはこんなに順応性が高いんだ。

　雪姫の肩かたをがっちり押さえ、わたしは懇願するように言う。

「ねぇ雪姫。要はこいつ、水をぶっ掛かけて下着を見るのが目的の痴ち漢かんでしょ？　学校で習ったじゃない。変質者を見かけたら一一〇番って。わたしたちには通報する義務がある！」

「何言ってるのさ、ほのりん。相手は魔力結晶であるエビルコインを使って、昨日みたいな怪かい物ぶつ──ランジェリラを生み出せるんだよ。魔力を消し去れるのは、同じく魔力を手にしたゆっきーたち正義の戦士、魔法少女だけだよっ」

「魔界の瘴しよう気きが濃こくなってきた──感じる、邪悪なる胎たい動どうを。先せん輩ぱい方、来るのです!!」

　もゆちゃんの理解不能な発言と同時に、前まえ触ぶれもなく噴水が噴ふき上がる。

　天へと伸のびる水柱は、マンションの二階に届くほど。

　そして重力に従って軌き道どうを曲げると、水流はわたしたち目掛けて降り注ぐ。

「きゃっ、冷たっ!?」

「いやああああ!?　ゆっきーの服がぁあぷっ!?」

　後方にいた薙子ともゆちゃんは無事みたいだが、わたしはもろに水の塊かたまりを浴びて、全身ずぶ濡れで地べたにへたり込んだ。雪姫に至っては水流の勢いに押されて、顔面から地面にぶっ倒れる始末だ。

　──って。

　やばっ……今日は淡たん色しよくのキャミソールだから、下着が透けちゃう。

　わたしは慌あわてて胸元を手で覆い、悪魔支店長を睨みつける。

「何すんのよ、この変態！　訴うつたえてやる!!」

「けっひひひひひ！　エビルコイン、いただきなんだなぁ!!」

　わたしの叫さけびに呼応するように、チャリンチャリンと悪魔支店長の腕うでの中にエビルコインが降ってくる。くっそ、これじゃ敵の思う壺つぼみたいじゃない。なんかムカつく。

　魔法少女なんて大だいっ嫌きらいだけど、ここまでやられて黙だまっちゃいられない。

「……あったま来たわ。雪姫、薙子！　こいつ、ぶっ飛ばすわよ」

「いやぁ、髪の毛びっしょびしょ……絶対許さないんだからぁ!!」

「ま、たまにはいい運動になるか」

　おのおの好き勝手なことを言いながら、わたしたち三人は悪魔支店長の前に並び立つ。

「先輩！　もゆは……」

「もゆちゃんはニョロンたちと一緒に下がってて。引ひき継つぎその一、まずはお手本を見て学んでちょうだい。三人揃そろうのは久しぶりだけど……後こう輩はいに恥ずかしくない戦いで行くわよ！　特にサボってた薙子!!」

「ん。任せとけ」

　性格はばらばら。辞やめたいのが一人。男が一人。サボり魔まが一人。

　だけど、いざというときはやる。決めるときは決める。

　それがわたしたち──魔法少女キューティクルチャームだ。

「キューティクル勾まが玉たまエナジー！　チャームアップ!!」

「キューティクルミラーエナジー！　チャームアップ!!」

「キューティクルソードエナジー！　チャームアップ!!」

　三さん種しゆの魔ま器きを携たずさえて、三人は呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

　弾はじけ飛ぶ服、押し寄せる恥ち辱じよくの変身。

　勾玉から噴き上がった泡あわのカーテンの裏で、いそいそと着き替がえるわたし。
















　コンパクトから現れた七人の小人が用意したカーテンの裏で、衣装を纏まとう雪姫。

　そして──薙子。

　擦すりガラスにシルエットを映しながら、薙子は手早く着物を身に纏い、帯を強く締しめる。

　それから、大きくなったキューティクルソードで擦りガラスを器用に細工して、片足だけのガラスの靴くつを完成させると、割れたガラスの隙すき間まから威い風ふう堂どう々どうと歩み出てくる。

　三者三様に変身という名の着替えを終えると、まずはわたしが一歩前に踏ふみ出した。

　ブレザーを模したマントを翻ひるがえし、左手を口元に当てる。そして左ひだり腕うでを広げると、両りよう腰ごしのホルダーから魔法の洗せん剤ざいスプレー『マジック☆凜りん々りん』を引き抜ぬいて、回転させて正面に向ける。




「泡立つ声は海をも荒あらす！　チャァァァムサーモン!!」




　次いで雪姫が、きわどいスカートの水色コスチュームで一歩前に出た。そしてビシッと敵を指差すと、ぐるりと右みぎ腕うでを旋せん回かいさせる。それを合図に落ちてくる、筋肉質な魔法の白しろ熊くまぬいぐるみ『しずねちゃん』。




「林りん檎ごがなければ毒を喰くえ！　チャームパウダースノウ!!」




　そして久々変身の薙子。肩と胸元を派手に露ろ出しゆつさせた、花魁おいらんのような着物姿。オレンジ色のロングヘアは、淡あわい黄色の着物に鮮あざやかに映はえている。太ももまで覆う、白のサイハイソックス。そして背中には鉄パイプ。

　薙子は魔法の鉄パイプ『巌がん流りゆう武蔵むさし』を引き抜くと、そのまま眼前のガラスの靴を粉ふん砕さいした。そして『巌流武蔵』を数回転させて、右手に構える。




「ガラスの靴を叩たたいて壊こわす！　チャームゥゥゥ……番ばん長ちよう!!」




　サーモン・パウダースノウ・番長の三人で、天に向かって伸ばした右手を重ねる。

「「「世界に轟とどろく三つの歌は、キュートでチャームな御お伽とぎのカノン」」」

　今日は三人揃って。




「「「我われら魔法少女！　キューティクルチャーム!!」」」




　そしてリーダーのわたし──チャームサーモンは、両手を腰に当てきっぱりと言い放つ。

「ちまたに溢あふれる社会のクズ共！　この魔法少女キューティクルチャームが、今日もシュシュッと……お掃そう除じしちゃうゾ☆」

　ウインクと同時にライフゲージが削けずられていく。ここまで含ふくめて変身手順とか、幼き日のわたしは本当に罪深い設定を考え出したもんだと思う。

「ふううううぅぅぅっ！　キューティクルチャームが、変身したぞおおおおおおおお!!」

　閑かん静せいな公園が、ライブ会場のように沸わき立つ。なんかサイリウムの光が目に痛いし。

　わたしが舌打ちをすると、「ありがとうございます！　ありがとうございます！」となぜか喝かつ采さいが起こる。気持ち悪い。

　そんな鬱うつ陶とうしさＭＡＸな団体──キューティクルチャーム応おう援えん団だんは、桃もも・白・オレンジのユニフォームごとに分かれて、軍隊のように整列していやがる。

「サーモオオオオオオオオンッ！　俺だあああああ!!　結けつ婚こんしてくれええええええ!!」

「パウダースノウ！　パ、パパパウ！　パアアアアア!!」

「番長……おお……番長ぉぉぉぉぉぉ！　踏んでくださぁぁぁぁぁぁい!!」

　歓かん声せいというより、もはや奇き声せいに近い。特にしばらくぶりの登板な番長の応援団は、涙まで流して甲こう子し園えんばりに盛り上がってる始末だ。当の番長本人はガン無視してるが。

「みんなぁー！　今日は番長も来てくれて、三人勢せい揃ぞろいだよー!!　それじゃあ『キューティクル』って言うから、みんなはそれに続けて『チャーム！』って元気よく応援してねー。行っくよー、キューティクルぅ？」

「チャァァァァァァァァァァァァムゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ!!」

「バカを煽あおるなバカ！　粛しゆく々しゆくとできないのか、あんたは!!　見なさいよ、野次馬の皆みなさんの迷めい惑わくそうな顔を。こうしてわたしたちは世間に疎うとまれていくのよ!?　自じ粛しゆくしろ、あほ！」

　パウダースノウは不満げに頰ほおを膨ふくらませるが、面めん倒どうなので相手はしない。

「遊んでる場合じゃないでしょうが。さぁ──アドレナリン垂れ流しで行くわよ!!」

　チームを鼓こ舞ぶするように声を上げ、わたしは『マジック☆凜々』を両手に構えた。

「けっひひひひ。やはりおぬしらが魔法少女か。相手にとって不足ないんだなぁ！　いでよ、我が魔ま力りよくの怪物──噴ふん水すい・ランジェリラ!!」

　悪魔支店長が両手を振ふりかぶる。その瞬しゆん間かん、公園中央の噴水がせり上がりはじめた。

　地面から浮うかんだ噴水。それを支える、噴水の底から生えた二本の脚あし。

　小便小こ僧ぞうの顔が醜みにくく歪ゆがむ。

　脚の生えた噴水の化け物は唸うなり声を上げ、身体からだを揺ゆすりはじめた。

「来るぞ。お前ら、下がってろ」

　咄とつ嗟さに番長が飛び出し、魔法の鉄パイプ『巌流武蔵』をプロペラのように回転させた。

　その回転がバリアとなり、降り注いだ猛もう烈れつな水流を弾はじき飛ばす。

　鉄パイプによって逸そらされた水の刃やいばは、わたしたちの周囲の地面を無残に抉えぐり取り、砂さ塵じんを吹ふき上げた。

　うわぁ、マジかよ。ただ水を浴びせるだけかと思ったら、意外と厄やつ介かいだなこいつ。

「たまに使うと、やっぱり馴な染じむな。鉄パイプ」

　番長は色っぽい鎖さ骨こつを晒さらしながら、ブンブンと鉄パイプで素す振ぶりする。その姿は正義の戦士というより、任にん俠きよう女寄りな感じだ。

「じゃあ……遠えん慮りよなく行くぞ」

　言うが早いか、オレンジ色の髪かみをたなびかせ、番長は一目散に噴水怪かい人じんに向かって駆かけ出した。

　当然、噴水怪人はそれに反応し、水すい刃じんを幾いく重えにも振り下ろす。

　しかし、さすがはキューティクルチャームの鉄てつ砲ぽう玉だま・チャーム番長。やる気になったときに、これほど頼たよりになる奴やつもいない。

　番長は微み塵じんも臆おくさず、紙一重で敵の攻こう撃げきを避よけに避け、たちまち足元まで潜もぐり込む。

　狙ねらうはその無防備な向むこう脛ずね。

　容よう赦しやなく横よこ薙なぎに振るった鉄パイプが、敵の弁べん慶けいの泣なき所を砕くだかん勢いでぶん殴なぐる！

　モンスターらしからぬ悲痛な声を上げ、噴水怪人はその場に屈かがみ込んだ。

「今だよ、『しずねちゃん』！」

　その背後から忍しのび寄った巨きよ大だい白しろ熊くまぬいぐるみが、小便小僧の後頭部を思いきり殴り飛ばした。強きよう襲しゆうに耐たえ切れず、噴水怪人は無様な格好で地面に突つっ伏ぷす。

「『しずねちゃん』、稲いな妻ずまキーック★」

　パウダースノウの命令どおり、ヤクザ顔のぬいぐるみは飛び蹴げりをかます。地面にめり込んだ噴水怪人。小便小僧が苦く悶もんの表情を浮かべている。

「ふ、噴水・ランジェリラ!?　鉄パイプに不意打ちとは、卑ひ劣れつ極まりないんだなぁ！　おぬしら、それでも魔ま法ほう少女か!?」

　悪魔支店長がコートを開けたり閉じたりしながら怒ど鳴なり声を上げる。

「まぁ、確かに正義っぽくはないかもしれないけど……これがわたしたちの流りゆう儀ぎなのよ」

　わたしは頭をぽりぽりと搔かきながら、一歩前に踏み出す。応援団の歓声と、一いつ般ぱん人じんのくすくす笑いが聞こえてくるが、気にしない。気にしたら、わたしの心が死んでしまう。

「要は早く片がつけばいいのよ、戦いなんて。わたしはとにかく、一秒でも早く変身を解きたいんだからね!!」

　心の底からそう叫び、わたしは『マジック☆凜々』の引き金を引いた。

　ノズル口から噴ふん出しゆつするのは、強きよう烈れつな冷気。冷れい凍とう庫この数十倍の威い力りよくを込めた冷撃は、一いつ瞬しゆんのうちに噴水怪人の体内にある水分を氷結させた。

　これで敵の能力は封ふうじた。あとはとどめを刺さすだけだ。

「よーっし。ではでは、もゆちゃん！　先せん輩ぱいの活かつ躍やくをよく見ててねぇ！」

　パウダースノウはメイク直しをしながら、元気よく手を挙げた。っていうか戦せん闘とう中に化け粧しようなんかしてんじゃないわよ、まったく。

　そんな呆あきれたパウダースノウだが、ばっちりマスカラをまぶした瞳ひとみを輝かがやかせると、右手を大きく突き出した。

「おしおき一発、行っちゃうよ！」

　決めゼリフと同時に、『しずねちゃん』が天高く飛び上がった。そして大きく息を吸い込むと、『しずねちゃん』の身体は膨ぼう張ちようして赤くなり、さながら巨きよ大だいな林檎と化す。

「パウダースノウ・スノーホワイトアップルドロップ!!」

　高速で繰くり出される、『しずねちゃん』のヒップドロップ。流星の如ごときその一いち撃げきを、凍こおりついた噴水怪人に避ける術すべはない。

　激げき突とつとともに、噴水怪人は木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。

「いえーいっ★」

　パウダースノウが勝利のピースをする。

　その周囲に、噴水の残ざん骸がいと氷の欠片かけらが雨のようにぱらぱらと落ちてくる。

「まだなんだなぁ!!」

　悪魔支店長が金切り声を上げた。

　瞬間、粉塵の隙間を縫ぬいながら、水圧弾だんが機き関かん銃じゆうのように降り注ぐ。

「えっ……きゃあっ!?」

　思いがけない反はん撃げきに反応できず、パウダースノウは全身を水みず浸びたしにして、後方に吹っ飛んだ。わたしは目を見開き、慌あわててパウダースノウに駆け寄る。

「な、なんでよ!?　パウダースノウの必殺技わざで、粉々になったはずなのに!!」

「けっひひひひ。そう簡単にやられる噴水・ランジェリラではないんだなぁ。おぬしらにこの謎なぞが解けるかなぁぁぁぁ!?」

「……くだらない」

　小さな声で呟つぶやいて、番長は天高く舞まい上がった。

　そして空中で、思いきりよく鉄パイプを振り下ろす。

　ガンッという鈍にぶい音。一いつ拍ぱく遅おくれて、隕いん石せきのように地面へと墜つい落らくする何か。

　悪魔支店長と同じタイミングで目を丸くして、わたしはその何かに視線を向ける。

　砂すな煙けむりの中、地面にめり込んでいるのは──小便小僧!?

「パウダースノウに破は壊かいされる直前、小便小僧だけ噴水から分ぶん離りさせたな。この程度の小細工が通用する、あたしだと思うなよ」

「ば──番長さまあああああああああああ!!」

　番長応援団の熱気が最高潮に達する。

　そんな応援などアウトオブ眼中に、着地した番長は無言で鉄パイプを振りかざした。注ぎ込まれる強大な魔力。それによって魔法の鉄パイプは左右に広がり、さながら巨大な布ふ団とん叩きのような形状へと変化する。

「天てん誅ちゆう一いち撃げき、覚かく悟ごを決めな！」

　決めゼリフが合図となって、小便小僧の足元にガラス製の畳たたみが広がる。それを一いち瞥べつすると、番長は『巌流武蔵』を両手で摑つかみ、再び軽やかに飛び上がった。

「番長・シンデレラブレイクエンド!!」

　振り下ろされる『巌流武蔵』。破は砕さいするガラス畳。問答無用に叩き潰つぶされる小便小僧。

　こうして番長必殺の一撃により、噴水・ランジェリラとやらは最後の一片まで残らず塵ちりに還かえった。

「あ、ありえないんだなぁ……こんな……」

　がくがくと身を震ふるわせ、悪魔支店長は崩くずれるように膝ひざをついた。その拍ひよう子しに、抱かかえていたエビルコインを一いつ斉せいにぶちまける。

「終わりだ」

　番ばん長ちようが淡たん々たんとそう告げると。

　ヒュンと風を切り、布団叩き状の『巌流武蔵』がエビルコインをまとめて叩き潰した。

　一瞬の静せい寂じやく。

　そして次の瞬間、割れんばかりの大だい声せい援えんが沸き起こる。

「キューティクルチャームの大勝利だあああああああああああああああああ!!」

　あー、うるさい。

　耳を塞ふさぎつつ、わたしは騒そう音おん公害の元を睨にらみつける。暑苦しい応援団たち。特に沸き立っているのは、オレンジ色のユニフォームの番長応援団だ。

　その隣となり。化け蛇へびと化けワニの間に挟はさまれて。

　わたしの可愛かわいい後こう輩はいちゃんは、頰を赤くしてこちらを見つめてくれていた。

「……ま。引き継つぎ一発目としては、上出来だったんじゃないかしら？」

　思わず緩ゆるむ頰を引き締しめて、わたしはいそいそとポケットから携けい帯たい電話を取り出した。
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　呆れ顔の警官たちに囲まれながら、悪魔支店長は手て錠じようを掛かけられ、連行されていった。

　魔力をなくせば、所しよ詮せんは上半身裸はだかにトレンチコートの不ふ審しん者しや。さぁ警察で存分に事情聴ちよう取しゆされるといい。

「珍めずらしく出動した気分はどうよ、薙子？」

「まぁ、たまにはストレス発散にいいな。しょっちゅう呼ばれるのは御ご免めんだが」

「ゆっきーは不完全燃焼ぉ～。今日のゆっきーって、なんか嚙かませ犬っぽくなかった？」

　ご機き嫌げんななめな雪姫をなだめつつ、爆ばく破は四散した噴水を背にわたしたちは歩き出す。

　すっかり陽ひの落ちた公園の隅すみでは、妖よう精せい二匹ひきともゆちゃんが、戦い終わったわたしたちの帰りを待ってくれていた。

「おつかれさまなのです、先輩方」

「ふふ。どうだった、わたしたちの戦いは？　近い将来、もゆちゃんもああして悪の組織と戦うわけだけど──少しは参考になったかな？」

「はい、それはもう！　憧あこがれの三人を間近で見れて、感激なのです!!」

　もお、そんなキラキラした目で見られたら照れちゃうじゃん。恥はずかしくて、わたしはつい足元に視線を落とす。

　先輩という響ひびきがくすぐったくって。羨せん望ぼうの眼まな差ざしが肌はだに熱くって。

　なんだろう。後輩ができるって、思った以上に嬉うれしいもんなんだなあ。

「ですが……戦いぶりに少々粗あらが目立ちました」

　──なんて、いい気になっていたのもつかの間。

「雪姫先輩は外見に気を遣つかうあまり、戦闘に集中できていませんでした。だから敵が分離したことにも気付かず、とどめを刺したと油断して隙すきだらけだったのです。相手によっては致ち命めい傷しようです。死んでいてもおかしくなかったのですよ？」

「う……耳が痛いよぉ」

「薙子先輩は一見うまく立ち回ったように見えますが、猪ちよ突とつ猛もう進しんに鉄パイプを振ふり回しただけで作戦もへったくれもないのです。相手が間ま抜ぬけでなければ返り討ちです、危険です。それに、物理攻撃に頼るのは魔法少女の美学に反するのです」

「だって、殴った方が楽しいだろ」

　唐とう突とつに二人の駄だ目め出しをはじめたもゆちゃんは、最後にわたしの方へと振り返った。

　そしてわたしをまっすぐ指差し、胸を張って言い放つ。

「一番の問題点は、リーダーであるほのり先輩なのです。こんな好き勝手やってる二人の後ろでちまちまやって、リーダーなのに全然目立ってないのです。魔法少女たるもの、最後はリーダーがビシッと締めなければ。もゆならそうします。サブキャラ魔法少女にお株かぶを奪うばわれて、まったくリーダー魔法少女としてのほのり先輩は三流なのです」

「はぁ!?　何よあんた、喧けん嘩か売ってんの!?」

　失礼極まりないその言葉に、わたしは思わず食って掛かる。

　恥はじも外聞も捨てて勤め上げた八年のキャリア。

　それをこんなぽっと出の中学生にコケにされて、黙だまっていられるわけがない。

　しかし当のもゆちゃんは反省の色もなく、「ふふん」と小こ賢ざかしい笑みを浮うかべている。

　ム、ムカつく……。

「ね、ねぇほのりん。電話鳴ってるよ？」

　そんな一いつ触しよく即そく発はつの空気に困り顔を浮かべつつ、雪姫が言う。ポケットに手をやると、確かに指し摘てきのとおり携帯がブルブル震えて、着信を知らせていた。

　画面表示は──『非通知設定』。

　誰だれだよ、こんな間の悪いときに。わたしはタッチパネルを操作すると、ぞんざいな態度で電話に出た。

「もしもし。有絵田ですけど、どちら様？」

「毎度ご利用ありがとうございます。わたくし、㈱エビルランジェリーの支配者でございます」

　…………は？

「エ、エビルランジェリーですって!?　なんで、あんたがわたしの電話番号を……」

「魔法少女キューティクルチャームの皆みな々みな様さまにおきましては、二度もわたくしどもの邪じや魔まをしていただいて、誠まことに憎にくらしくございます。その御お礼れいも込めて、明日あしたこそは㈱エビルランジェリーの支配者──わたくしが、直々に手を下して差し上げとうございます。覚悟の程ほどをよろしくお願い申し上げます」

　ガイド音声みたいに機械的な調子でそれだけ告げると、ガチャリと電話が切れた。

　吹ふき抜ぬける春風。静まり返った公園。

　わたしは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、頭の中で盛大にツッコミを入れた。




　え、もうラスボス？

　展開早すぎじゃないの、㈱エビルランジェリー!?








第３話　月にかわって☆魔ま天てんが踊おどる









　公園のベンチにみんなで腰こし掛かけて、わたしたちは先ほどの電話──㈱エビルランジェリーの支配者とやらについて話し合いをはじめる。

「明日、ラスボスがわたしたちに戦いを挑いどんでくる……ってことはつまり、早くも最終決戦ってことよね？」

「随ずい分ぶんとせっかちさんだよねぇ。まだ二日しか戦ってないのに」

　八十四種類も戦っていれば、凶きよう悪あくな組織からしょぼい奴やつらまで色々いたけど、こんな早々にラスボスが出しゆつ陣じんしてくるのも珍しい。まぁ、わたしとしてはさっさと終わらせて日常生活に戻もどりたいから、願ったり叶かなったりなんだけど。

「しかし、連中はどこからほのりの連れん絡らく先さきを嗅かぎつけたんだろうな？」

　薙なぎ子こが当然の疑問を口にする。

「黒き闇やみの占せん星せい術じゆつが、十一の数字を文字盤ばんに描えがく……はっ！　まさか、彼らは黒十字を司つかさどる古代文明の生き残りなのでは？」

「もゆ、僕ちゃんはお前さんが何を言ってるのか分からないがぶ」

「嗚呼ああ、ガブリエル。天界の理ことわりを忘れたのですね。数千年の盟約を、今思い出させてあげましょう」

　意味不明な妄もう言げんコントを繰くり広げているもゆちゃんとガブリコは置いといて。

「どこかで魔ま法ほう少女の情報が漏もれてるということにょろか？　魔法少女の正体は、秘密が鉄板だというにょろに！」

「ＴＶや雑誌で何度も取り上げられてんのに、秘密も何もあるわけないでしょうがバカ蛇！　おかげでわたしたちの個人情報、全国規模でだだ漏れよ。校門の前に気持ち悪い追っかけ連中が来てたこともあったっていうのに、今さらふざけんな！」

「だが、マスコミでもさすがにお前の携帯番号までは知らないはずだろ？」

　そうなんだよね。

　魔法少女という肩かた書がきのおかげで、粘ねん着ちやく質しつなおっかけや意味もなくいたずらをしてくる連中がいるもんだから、わたしは極力連絡先を交こう換かんしないようにしている。家族と雪ゆき姫ひめと薙子、それ以外は信用できる友人数名にしか教えてないはず。

　だとしたら、㈱エビルランジェリーは一体どうやって、わたしの電話番号を？

「ふっふふふ。簡単な推理だよ、ほのりん、薙ちゃん」

　ゆるふわパーマをふぁさっと搔かき揚あげ、雪姫は得意げに人差し指を立てた。

「こんなに警けい戒かい心の強いほのりんから、個人情報をゲットするのはそうそう簡単じゃない。けどけど？　それをやってのけた人が一人いたよね？」

「は？　雪姫、誰のこと言ってんの？」

「もぉ。にぶちんだなぁ、ほのりんは。ほら──熱あた木ぎくんだよ」

　雪姫の挙げた名前が想定外すぎて、わたしは面食らった。

「え？　何を言って──」

「なるほどな。そう考えれば、辻つじ褄つまも合うか」

「でしょお？　だって連絡先を交換した直後に、悪の組織から電話がかかってくるとか、タイミングよすぎだもんっ。ラスボスフラグだよ、間ま違ちがいなく」

「そもそも、転校初日からほのーりに色目を使ってきた時点で怪あやしかったにょろ。変身しなきゃぱっと見、地味な眼鏡めがね女にょろに」

　無言でニョロンの側頭部にラリアット。ニョロンは泡あわを吹いて昏こん倒とうした。

　蛇の屍しかばねを踏ふみしめて、わたしは必死の抗こう議ぎをはじめる。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　熱木くんがあの変態どものリーダーだって言うの!?　あんなにイケメンなのに？」

「顔は関係ないだろ。分かりやすい奴だな、お前は」

「ほのりんは騙だまされてるんだよ！　現実を見て。謎なぞの転校生と突とつ然ぜんのラブロマンスなんて、ほのりんの人生に訪おとずれるわけないよ！　身の程を知ってよ!!」

「うるせぇ！　あんたこそ現実を見て、ふりふりのその服を今すぐ着き替がえろ雪姫光みつ篤あつ!!　熱木くんよりあんたの方が怪しいんじゃないの？　変態仲間なんだし」

「むっかー、何それ。ほのりんより可愛かわいいから嫉しつ妬としてるの？　男おとこの娘こにファンの数で負けて嫉妬してるの？　ほのりん知ってる？　世間的には、ほのりんの人気はキューティクルチャームで最下位なんだからねっ！」

「そんなことはどうでもいいのです!!」

　白熱するわたしたちの口くち喧げん嘩かを、もゆちゃんが顔を真っ赤にして遮さえぎった。

「犯人が誰とかで盛り上がってないで、真ま面じ目めにもゆの仲間探しをしてほしいのです。もゆは一日も早く魔法少女になりたいのです」

「そりゃあ、わたしだって一刻も早く引き継つぎたいけどさ……ラスボスが出てくるんなら、ひとまずそっちを先に片付けるしかないでしょ。平和を護まもるのが魔法少女の務めなんだし」

　気は進まないけど、つい真面目に答えてしまう。わたしの悪い癖くせだなぁ。

　しかしもゆちゃんは納なつ得とくがいかないらしく、頰ほおをぷっくりと膨ふくらませる。

「だったらせめて、もゆだけでも魔法少女にしてほしいのです。もゆの力があれば、最終決戦も百人力なのです」

「あんたねぇ、素人しろうとが一いつ朝ちよう一いつ夕せきで扱あつかえるほど、魔法少女の力は甘くないわよ？」

「甘いのは先せん輩ぱいの方なのです。噴ふん水すい如ごときにあんなに手こずっておいて、黒幕に勝てる気でいるとは片腹痛いのです。でも、もゆがいれば大だい丈じよう夫ぶ。一いち躍やくスーパーヒーローの誕生なのです。今から頭を下げて、手伝ってほしいとお願いしても構わないのですよ？」

　プチン。

　舐なめきった態度の後輩に、わたしの堪かん忍にん袋ぶくろが音を立てて切れた。

「ふーん。そんなに自信があるなら、やってもらおうじゃないの」

　売り言葉に買い言葉。

　中学生相手に大人げないとは思いつつも、わたしは雪姫たちの制止を振り切って、もゆちゃんに向かって啖たん呵かを切った。

「明日の朝！　あんたには魔法少女の設定をしてもらうわ。そして、㈱エビルランジェリーとの最終決戦で実力を見せてもらうわよ。引き継ぎその二は、そう……実戦訓練よ!!」
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「あー、ムカつく。あの生意気中学生め。あんな横おう柄へいな態度で、わたしの後任が本当に務まるのかしら!?」

　雫しずく滴したたる風ふ呂ろ上がりの髪かみを拭ふきながら、わたしはぶつぶつと、もゆへの文句を口にする。

　あんな失礼な奴、『ちゃん』付けするのも癪しやくに障さわる。もゆで十分だ。

「南関東魔法少女はチームワークが要かなめ。他ほかの二人の個性を理解した上で、作戦を立てなきゃいけないのよ。鉄てつ砲ぽう玉だまな番ばん長ちように、強いけど戦いよりパフォーマンスに気がいっちゃうパウダースノウ。そんな癖のある二人をフォローするのがわたしの役割なの。もゆみたいに、リーダーが目立てばいいって考え方は、絶対違ちがう。分かってないのよ、あの子は」

「姉ちゃんって辞やめたいくせに、魔法少女論にうるさいよな。実はやりたくて仕方ないんじゃねーの？」

　ソファに寝ねそべってゲームに熱中しながら、かぶとがぼやいた。

　ふざけんじゃないわよ。とっとと辞めたいに決まってんでしょ、こんな恥はじの多い人生。

　黙だまってかぶとの頭をはたくと、わたしは化け粧しよう台だいの前に座って髪を乾かわかしはじめる。

「いやぁ、分かるわ～。お母さんもほのりに引き継ぐとき、『ちゃんとできるかな？』とか『そうじゃない、魔法少女はこうなんだ！』とか、色々思うところあったもん。いざ引退となると、ほら未練とかもあるじゃない？　つい小こ姑じゆうとみたいになっちゃうのよねぇ」

　台所から出てきたお母さんが、楽しそうに笑う。

　わたしはムッとして、思わず言い返す。

「お母さんと一いつ緒しよにしないで。わたしは魔法少女に未練なんかないもん。ただ、あのちびっ子に腹が立つだけで」

「はいはい。誰だれしも卒業前はそう言うもんよ。あーあ、なんかいよいよ卒業が近づいてきた感じがして、お母さん寂さびしいっ！　いっそ次の魔法少女が、かぶとだったらよかったのに。可愛い服とかいっぱい買ってあげるのに！」

「寝ね言ごとを言うなら死ねばいいのに」

　顔すら上げず、かぶとが舌打ちとともに毒を吐はく。魔法少女のおかげで、我が家はあわや家庭崩ほう壊かいの危機だ。息苦しいマイホームに、わたしはため息を漏らす。

「……けどさ」

　そんな姉の苦く悩のうなど気にも掛かけず、かぶとはゲーム片手にぽつりと呟つぶやく。

「鈴りん音ねは見てのとおり、変な奴でさ。学校でも変な図ず鑑かんとかばっか読んでるし、ときどき空に向かってなんか独り言とか言ったりしてて。入学初日から『もゆは神の子なのです！』とか突とつ然ぜん叫さけぶもんだから、陰かげで『魔ま女じよ気取り』とか『教祖』なんて呼ばれてんだ」

「うわぁ……何その可哀かわい想そうな子。入学早々、人生詰つみすぎでしょ」

「まぁそんなやばい奴だから、おれも怖こわくて話し掛けたことなんかなかったんだよ。なのに昨日突然、向こうから声掛けてきてさ。姉ちゃんを紹しよう介かいしなきゃ呪のろい殺すって脅おどしてきやがって。それで『なんでそんなに姉ちゃんに会いたいんだ？』って聞いたらさ……」

　────魔法少女なら、高こう尚しようなもゆのことを理解してくれるはずなのです！

「そんなこと言ってたの、あの子？」

「ああ、すっげぇ嬉うれしそうに。だからおれも断りづらくて、仕方なく姉ちゃんたちに紹介したんだよ。あいつ、冗じよう談だんじゃなく孤こ立りつしてるから、魔法少女に妙みような期待とか持ってんじゃねーの？　まぁおれの知ったこっちゃないけど、一応な」

　言いたいだけ言うと、かぶとは再びゲームの世界へと戻っていった。

「……なによ」

　生なま乾がわきの髪をくしゃっと握にぎり締しめ、わたしはもゆの言動を思い返す。

　キラキラと目を輝かがやかせて、魔法少女のファンだと言い放ったあの子。

　自分が魔法少女になれると知ってからは、誰よりも仲間を見つけたがって。すぐに見つからないことが分かると、わたしたちと一緒に戦いたいとか言ってきて。

　ただのわがまま娘むすめかと思ってた。けど、そうじゃないのかもしれない。

　あの憎にくまれ口も、わたしたちの注目を引きたくて、一刻も早く仲間になりたくて、あの子なりに必死に頑がん張ばった結果なんじゃないか？

「不器用なんだから、まったく」

「ふふん」と笑う、小憎らしいもゆの姿を思い浮うかべて、わたしは苦笑した。

　明日あしたは最終決戦。そして、もゆの初はつ舞ぶ台たいの日。

　初しよっ端ぱなから大だい活かつ躍やくは期待しないけど、せいぜい足を引っ張らずに済む程度には、きっちりと『引き継いで』あげようじゃないの。ムカつく、だけど可愛いところもある。

　わたしの初めての後輩ちゃんめ。
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　日曜日。天気は快晴。

　最終決戦にはちょっと麗うららかすぎる春の陽気だが、悪の秘密結社は待ってはくれない。

　今朝の薙子は、雪姫がとっ捕つかまえる前に逃とう亡ぼうを図はかったらしく欠席だが──まぁいい。

　昨日と同じ公園の前で仁に王おう立ちし、わたしは眠ねむ気け覚ましにドリンク剤ざいを一本飲み干した。

「さあて、今日はやる気ＭＡＸで行くわよ。雪姫、ニョロン」

「おっ、珍めずらしく気合い入ってるね。ほのりん」

「普ふ段だんからそのテンションだとありがたいにょろが……」

「引退がかかってるからね。そうでもないと、魔ま法ほう少女なんかやってらんないわよ」

　それに、もゆへの引き継ぎもあるからね。

　わたしが安心して引退できるように、せいぜい頑張ってもらわないと。

「お待たせしました、先輩方」

　そんな先輩の気持ちなど露つゆ知しらず、もゆとガブリコがやって来た。

　黒のワンピースに茶色の魔ま法ほう使つかいケープ。水すい晶しよう玉だまにドクロのネックレスにコポコポと変な気き泡ほうを出してるフラスコにと、昨日以上に奇き妙みようなグッズを充じゆう実じつさせて、もゆは得意げに赤茶色の三つ編みおさげを揺ゆらした。

「嗚呼ああ、天と地が震ふるえている……きっと、もゆが魔法少女となることを、天使たちが祝福しているのでしょう。ねぇ、ガブリエル？　もゆの力が地上に顕けん現げんするときが近いわ」

「はい。もゆさまは、さいこう。がぶ」

　虚うつろな瞳ひとみでガブリコが答える。おいおい、洗脳されはじめてないか、この化けワニ。

「さて、はじめましょう。もゆの魔法少女の設定を」

「それじゃあガブリコ。呆ほうけてないで、ユーが仕切るにょろよ。ミーに言われなくても率先してやらないでどうするにょろか。まだまだ妖よう精せいとしての自覚が足りないにょろね」

　ニョロンの刺とげ々とげしい嫌いや味みに、ガブリコはハッと我われに返る。

「ひっ、ひぃごめんなさいがぶ！　えっとえっと……では、もゆ。魔法連盟アルスマギカの名のもとに、魔法少女の設定をはじめるがぶよ」

「ええ」

　魔法使いグッズを足元に置くと、もゆは左手を口元に添そえた。そして物思いに耽ふけるように、そっと目を閉じる。

「まずはチーム名ね。嗚呼、そうね……天使。エンジェル。天界の加護を受けし、このもゆにぴったりの名前ね。天使の装いを纏まとう者という意味で、エンジェリックレイ──」

「あ、管理局エラーがぶ。それは既き存そんのキャラとかぶるがぶ」

　出た。無意味に厳しい、魔法連盟アルスマギカのチェック。

　魔法少女の設定登録は、妖精の脳内チップによる異次元との交信によって行われる。そして異次元にある魔法連盟アルスマギカから認められなければ、魔法少女は活動することができない。

　どうやら昨晩から考えていた様子のもゆは、早々の却きやつ下かに眉まゆをひそめた。

「……エンジェルを入れたいのですが」

「んー。その単語は人気がぶからね、管理局の承認が下りるのは厳しいがぶ」

　それでも諦あきらめきれないらしいもゆは、「違う言語ならいいのかしら……っ!!」とぶつぶつ言いながら、持参した分厚い辞書をすごい勢いでめくっていく。どれだけ天使にこだわってるんだ、こいつは。

「アンジェ！　フランス語で『天使』よ!!　これならどう!?」

「エンジェルよりは通りやすいと思うがぶが」

　正しい発音は『アンジュ』だと思うけど、まぁいっか。

「ディアブルアンジェ。ディアブルはフランス語で『悪あく魔ま』の意。悪魔と天使は表ひよう裏り一いつ体たい。もゆは人々を救う天使であると同時に、敵を処しよ刑けいする悪魔でもあるの」

「『ディアブルアンジェ』──管理局の承認通過がぶ。それではお前さんは、今日から魔法少女ディアブルアンジェがぶ!!」

「殲せん滅めつ魔ま天てん」

「がぶ？」

「殲滅魔天ディアブルアンジェ……それが、もゆの魔法少女としてのチーム名」

　わたしは本日最大に、ドン引いた。

「も、もゆ……あんた正気で言ってんの？　ここで決めた名前は、年単位で使わなきゃいけなくなるのよ？」

「黄泉よみの者たちを殲滅する、『魔』と『天』を兼かねし戦士。それこそが、殲滅魔天ディアブルアンジェ。もゆに相応ふさわしい……血ち塗ぬられた宿命の名前なのです」

「やめてー！　聞いてるこっちが恥はずかしくなるから!!　あんたは将来、絶対死にたくなる！　いや、むしろ死ぬ。恥ち辱じよく死しするわ間ま違ちがいなく!!」

　お願い考え直して、もゆ。

『魅み力りよく的な毛もう髪はつ』の悲劇を繰くり返さないで。

　しかしその願いも虚むなしく、そのダサさてんこ盛りの名前は魔法連盟アルスマギカに承認されてしまう。

「それでは殲滅魔天ディアブルアンジェ。その一人である、もゆの名前は？」

「ノワールアンジェ。黒き堕だ天てん使し」

「『ノワールアンジェ』承認。お前さんは三さん種しゆの魔ま器きのひとつ、勾まが玉たまの戦士になるがぶが、変身アイテムの名前はどうするがぶ？　アンジェ勾玉？」

「いいえ。そうね──勾玉の形は、天使の落とした涙なみだのようにも見えるわ。もゆの零こぼした、涙の雫しずく……魔ま天てんの雫はどうかしら？」

「『魔天の雫』承認。それではコスチュームは──」

　……ああ。

　こうして人は、人生という階段を踏ふみ外していくんだなぁ。

　そんなわたしの絶望とは裏腹に、次世代魔法少女の設定は進んでいく。




　　　　●　●　●




　そんなこんなで二時間が経過した頃ころ。

「よぉ、調子はどうだ？　昼飯ついでに、顔出しに来てやったぞ」

　何食わぬ顔で今さらのように現れた薙子が、バイクから降りて煙草たばこをふかす。

　しかしもはや言葉を無くしたわたしに、ツッコむ気力はない。

「こんにちは。薙子先せん輩ぱい」

　ザリッと砂を踏みしめて、学ランを可愛かわいくアレンジしたような奇き抜ばつな格好の少女は、薙子の前に立ちはだかった。

　膝ひざ裏うらあたりに達するほどの、奇妙なぐらいに長い漆しつ黒こくの髪かみ。その異様なボリュームの髪に覆おおわれた左目は、金色のオッドアイ。

　学がく帽ぼう風のキャップからは小さな白い羽根が、腰こし元もとからは黒い羽根に見立てたひらひらが、それぞれ生えている。それはまるで天使と悪魔の融ゆう合ごうである彼女を象しよう徴ちようするようで……はいはい、かっこいーねー。棒読み。

　そして、もゆ──もといノワールアンジェは、グレーのブーツで砂を蹴けり、華か麗れいにポーズを決めて見せる。

「なんだ、その愉ゆ快かいな格好は？」

「ふふふ……これこそがわらわの聖なる装い！　殲滅魔天ディアブルアンジェ、そのリーダーとして君臨するノワールアンジェの、麗うるわしくも神秘的な姿なのです!!」

「何その変な名前」

　薙子がばっさりと断じるが、ノワールアンジェは動じない。

　っていうか、いつの間にか一いち人にん称しようが『わらわ』に変わってるし。

「わらわはまず、変身をマスターした……次は戦いです。ほのり先輩、ご指導よろしくお願いするのです」

「う……うん、そうね。いつ㈱エビルランジェリーが最終攻こう勢せいに出てくるか分かんないし、練習しとかないとね。それじゃあ、まずは魔法の力を使ってみましょうか」

　髪の毛お化けに若じやつ干かん引きつつ、わたしは少し離はなれたところに位置する木を指差す。

「あの木を敵だと思って、魔法の力を撃うち込んでみて。最初は力加減が分かんないかもだけど、まずは魔ま力りよくを解放することを目標に。そうだね、お腹なかに力を入れて、全身の気力を武器に注ぎ込むような感じかな？」
















「任せるのです」

　穏おだやかにそう言うと、ノワールは長くしだれる髪の毛をぐいと搔かき揚あげた。

　隠かくれていた左目が露ろ出しゆつする。右目とは異なる、金色の瞳が輝かがやいた。

「魔法のオッドアイ『夜や光こう虫ちゆう』」

　そしてノワールは、謳うたうように高らかに声を上げ。

「ビ─────ムッ!!」

　目から怪かい光線を発射した。

　直線軌き道どうで放たれる、光のライン。光は衝しよう撃げき波はで地面を抉えぐり取りながら、まっすぐ目標の樹木を捉とらえると──そのまま公園の壁へき面めんをぶち抜ぬいて、向かい側に立つ一戸建てに着ちやく弾だん。さらにそれをつき抜け、背後のマンションに風穴を空けた。

　耳をつんざく爆ばく発はつ音。

　コンクリートの燃える嫌いやな匂におい。

　かくしてノワールアンジェの初めての魔法は、公園の約半分とご近所を、見るも無残な焼け野原へと変へん貌ぼうさせた。

「あわ、あわわわわ……っ」

　わたしは虚こ空くうを仰あおぎ、がくがくと膝を震わせる。

『落ち目の魔法少女、遂ついに民家襲しゆう撃げき！』なんて、三流ゴシップ誌の見出しが頭をよぎる。

「なかなかの魔力ですね……これが選ばれし魔天の力」

「言ってる場合か！　全力でぶち込むバカがいるか!!　不ふ祥しよう事じよ不祥事。刑けい事じ事件で懲ちよう戒かい免めん職しよくよ!!」

「これでも加減したつもりなのですが」

「うるせぇぇぇぇぇ!!」

　まるで悪びれないノワールに、わたしは半ば発はつ狂きよう気味に往復ビンタを連発する。

　一戸建て全焼、マンション半はん壊かい。何人の平和な家族が、この髪の毛お化けの試ためし撃ちで消し飛んでしまったのだろうか。

　ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!

　心の中で連呼するが、謝って許されるレベルでないことくらい分かってる。

　ああ、先輩としての監かん督とく責任が問われる！

　捕つかまるの、わたし？　魔法少女の次は少女Ａになっちゃうの、ほのり？

「……痛いのです」

「それがあんたに殺された人たちの痛みだと知れぇ！　死ね死ね死ね死ね、このあほんだら！　あんたを殺してわたしも死ぬ!!　ひゃっはぁ、わたしの人生おっしまいだぁ!!」

「テンション高いですね、ほのり先輩。ったく、要は元通りにすればよいのでしょう？」

　真っ赤になった頰ほおをすりすりしながら、涙目のノワールが焦しよう土どの前へと一歩踏み出した。

　そして再び、髪を搔き揚げ金色の瞳ひとみを剝むき出すと。

「魔ま法ほうのオッドアイ『夜光虫』──時間逆行タイムリバース」

　瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな砂時計が天上に出現した。

　砂時計が逆さに返る。砂すな粒つぶの零れる音に合わせて、火災はその勢いを弱め、瓦が礫れきは宙を舞まい元の位置へと戻もどっていく。

　そして砂粒が完全に落下し終わる頃、わたしの眼前にはのどかな公園と街並みが、いつもみたいに広がっていた。

　……何これ。この常識外れな現象が、ノワールの魔法の力だって言うの!?

「ノワールアンジェの武器『夜光虫』──オッドアイから発する光で、どんな事象もあの子の思うがままにすることができるがぶ」

「すっごーい。そんなトンデモ設定の武器でも承認されるんだぁ」

「あたしも、あれ欲しい」

「よほどの才能がないと、あんな強大な魔力は生み出せないにょろよ。加えて、それを制せい御ぎよできるという絶対的な自信がなければ、あそこまで使いこなすことは不可能にょろ」

　つまりは、ノワールの才能と中二病的思考が、あの最終兵器じみた魔法を可能にしてるってことか。さすが、神の子を自じ称しようするだけはあるわね……。

「どうです、ほのり先輩？　わらわの実力は？」

「そ、そうね。まぁまぁってとこじゃない？　でも練習と実戦は別物だからね。ここで上手うまく力を使えたからって、調子に乗らず研けん鑽さんを──」

「ふふ。今日もご機き嫌げんだね、有あり絵え田ださん」

　淡あわく優しい声が、わたしを優しく包む。心しん拍ぱく数すうフル稼か働どう。

　わたしは頰が自然と緩ゆるむのを感じつつ、眼鏡めがねをくいと直して声のする方へと振ふり返る。

「あ、熱木くん……こ、こんにちは……」

「こんにちは、有絵田さん」

　春の陽光を浴びながら、歩くエレガント──熱木くんは優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。




　　　　●　●　●




　熱木くんが現れると同時に、周囲の空気がピンと張はり詰つめた。

　わたしは額に脂あぶら汗あせを浮うかべつつ、熱木くんとみんなの顔を交こう互ごに見やる。

　雪姫と薙子は怪け訝げんな表情だし、ニョロンとガブリコは獰どう猛もうな爬は虫ちゆう類るいの瞳を光らせている。変身を解いたもゆに至っては、目を輝かせて「ついに初はつ舞ぶ台たいなのです！」なんてぴょんぴょん跳はねている始末。こいつらの中で、熱木くんはもう真っ黒確定みたいなノリだ。

「少し前から見てたんだけど、さっきのビームみたいなのは魔法なのかな？　有絵田さん魔法少女だもんね。ひょっとして特訓中だったりするの？」

「え？　熱木くん、どうしてわたしが魔法少女って……知ってるんですか？」

「ふふふ、犯人めついにボロを出したにょろね！　ほのーりが魔法少女と知っているのは犯人だけ!!　さぁ正体を現すがいいにょろ、この変態──」

　先走って吼ほえたニョロンを神速の裏うら拳けんで黙だまらせると、わたしは神しん妙みような顔で答えを待つ。

　熱木くんは、はにかむように笑って。

「だってクラスのみんなや塔とう上じよう先生が言ってたじゃない。有絵田さんが魔法少女だって。それに、転校初日に雉きじ白しろくんからも釘くぎを刺さされちゃったからね。『俺たちの魔法少女に手を出すなよ』って」

　ああ、そうだよね。あれだけ大おお騒さわぎされてたら気付くに決まってるよね。あと雉白殺す。

　こんな至し極ごくまっとうな受け答えをする熱木くんが、変質者団体・㈱エビルランジェリーの黒幕なはずがあろうか。いや、ないね。

　わたしは「ほれ見ろ」とばかりに背後に立つみんなの顔色を窺うかがう。

　しかし雪姫と薙子はうろんげな表情を崩くずさない。

「ふーん。ところで、君はどうしてこんなところにいるのかなぁ？」

「散歩だよ。この町に早く慣れたくてね、色々と見て回ってるんだ」

「へぇ。たまたま、ほのりんがいる時間に、たまたま、二日とも公園に散歩かぁ。へぇ～」

　うわ、刺とげ々とげしいよ雪姫。

「君は確か、隣となりのクラスの雪姫さんだったかな」

「ゆっきーのことまで知ってるんだ？　随ずい分ぶんと魔法少女に詳くわしいねぇ」

「そりゃあ知ってるよ。なんて言ったって、雪姫さんは学園のアイドルだからね。話をするのは今日が初めてだけど、なるほど確かにアイドルだね。これだけキュートで魅み力りよく的なんだから、学園のみんなも放っておかないんじゃないかな」

「う、うん？　そう？　イケメンに面と向かって言われると照れちゃうな……えへへ。薙ちゃん。この人、意外といい人かもしれないよっ」

「ほのりといい雪といい、単たん細さい胞ぼうな奴やつらだな。まったく」

　ご機嫌に手のひらを返した雪姫を一いつ蹴しゆうすると、ジーンズのポケットに手を突つっ込んだまま、薙子が一歩前に出た。

　そして凶きよう器きみたいな鋭するどい目つきで、熱木くんを睨にらむように見上げる。

「新しん寺でら薙子。またの名をチャーム番ばん長ちよう。キューティクルチャームの鉄てつ砲ぽう玉だまだ」

　わたしやもゆに負けずとも劣おとらない、ダサさ満開の名前を口にして。

「断言するぞ。お前が㈱エビルランジェリーの黒幕だな？」

「えびるらんじぇりー？　なんですかそれは？」

「もったいぶるな。昨日、久々に戦って気持ちよかったからな。せっかくだし、お前を鉄パイプで殴なぐってから帰る。正体を現せ。そして殺す」

「ちょっと、どっちが単細胞なのよ薙子！　証しよう拠こもないのに熱木くんを悪者にするのはやめてよ!!」

　薙子のあんまりな言い様に、思わず口を挟はさむ。

　確かに連れん絡らく先さき交こう換かんした直後に㈱エビルランジェリーから電話なんて、タイミングよすぎかもしんないけどさ。かと言って、熱木くんが犯人だって決定的な証拠はないじゃない。

　冤えん罪ざいだったらどう責任取るのよ。わたしが熱木くんと気まずくなるだけで、まさに誰だれ得じゃないのさ。

　お願いだからもうやめてよ。

　これ以上……わたしの恋こい路じの邪じや魔まをしないで……。

「いい加減にするがぶ！　僕ちゃんが本ほん性しようを暴あばいてやるがぶ!!」

　そんな、わたしの願いも虚むなしく。

「痛っ!?」

　愚おろかなワニ妖よう精せいが張り切って、熱木くんの二の腕うであたりに獰猛な牙きばを突き立てた！

「ぎゃああああ!?」

　わたしは目を血走らせて絶ぜつ叫きようする。

　熱木くんは激痛に顔を歪ゆがめて、腕を大きく振る。しかし片眼鏡の凶きよう暴ぼうなワニは、熱木くんに喰くらいついたまま離はなれようとしない。滴したたり落ちる赤い鮮せん血けつ。

「あれ、おかしいがぶ。こういうときは緑色の血液が流れたりして、『正体を現したなこの魔ま物ものめ！』ってなる予定だったがぶが……」

「いいからとっとと熱木くんから離れろ！　保健所か動物園送りにするぞ!?」

　わたしは半泣きでガブリコの頭をバシバシと叩たたき、熱木くんから引っぺがす。

　熱木くんは歯を食いしばり激痛に耐たえながら、傷口に左手を添そえた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　熱木く──」

「来ないで」

　慌あわてて駆かけ寄ろうとしたわたしに冷たく言って。

　熱木くんは涙なみだを滲にじませ、蔑さげすむようにわたしを睨みつけた。

　ああ、イケメンは泣いててもイケメンだなぁ……なんて、思わずときめくわたしに、熱木くんは強い口調で言い放つ。

「突とつ然ぜん嚙かみつくなんて、これは立派な傷害事件だよ。鉄パイプで殴るとか言う人もいるし、なんて野や蛮ばんなんだ。こんな連中の友達だなんて、正直幻げん滅めつしたよ有絵田さん」

「ち、違ちがうの熱木くん！　これは魔法少女という呪じゆ縛ばくで仕方なくつるんでるだけで……」

「どんな理由があろうと、これ以上君には付き合いきれないよ。もう二度と関かかわらないで」

　事実上の絶交宣言に、わたしはガンッと鈍どん器きで殴られたような衝しよう撃げきを覚える。

　どうして。

　わたしは多くを望んだりなんかしてない。

　ただ普ふ通つうの女子高生らしく、恋をして。話してるだけで幸せな気持ちになれて。

　それだけでよかった。それだけでよかったのに。

　魔法少女はどうして……そんな当たり前の幸福すら、わたしに与あたえてくれないんだ？

「────はっはっはっはっは」

　そのときだった。

　わたしたちの頭上から、重低音の笑い声が響ひびき渡わたったのは。

　思わずわたしは天を仰ぐ。先ほどまで日本晴れだった四月の空は、いつの間にか黒い雲の渦うずに覆おおわれていた。

「ほのりんっ！　あそこから聞こえたよっ、さっきの変な声!!」

　雪姫が雲の渦の中心をビシッと指差した。

　それに呼応するかのように、誰もいないその空の一角から、不気味な声が反はん響きようする。

「魔法少女キューティクルチャームよ。我わが輩はいこそは㈱エビルランジェリーの支配者じゃ！」

「なんですって!?」

「これより貴君らとの決着をつけたいと考える。駅前にて待つ。三人、首を揃そろえてやって来るがよい。はっはっは……はぁっはっはっはっは!!」

　こんな技わざが使えるんなら、昨日も別に電話なんてしなくてよかったんじゃあ……。

　どうでもいい疑問が頭をよぎるが、それはひとまず置いといて──わたしは空から視線を落とす。

　正面には顔をしかめて立ち尽つくす熱木くん。

　そしてバツの悪そうな顔をした薙子たち。

　──やっぱり冤罪だったじゃないのよ！

　怒ど鳴なりつけてやりたい気持ち、熱木くんに弁解したい気持ち、色んな感情が頭の中に沸わき上がるが……まずは㈱エビルランジェリーを止めないと。

　次の被ひ害がい者しやが出る、その前に。




　　　　●　●　●




　わたしたちは熱木くんを公園に残して、謎なぞの支配者の言葉どおりに駅前へと駆けつけた。

　駅前のロータリーは異常なまでの人だかり。もゆなんか人波に溺おぼれて、真っ赤な顔で必死に息をしているレベルだ。

「何よこれ。お祭りでもあるまいし、なんでこんなに人がいるわけ？」

　何かの取材でもやってるんだろうか、カメラを持った記者らしき人たちがあくせく走り回っている。人ひと混ごみで変身とか、羞しゆう恥ちプレイすぎてげんなりするんだけど。

「はっはっはっは！　現れたな、魔ま法ほう少女キューティクルチャーム!!」

　わたしがため息をついていると、聞き覚えのある重低音の声が駅前にこだました。

「この声、さっき公園で聞いたのと同じなのです」

「いよいよ黒幕のお出ましか」

　薙子が胸元のキューティクルソードに手を掛かけた。わたしと雪姫もそれに続いて、それぞれの変身アイテムを握にぎり締しめる。

「言われたとおり来てやったわよ、㈱エビルランジェリー。とっとと姿を見せなさい。こちとらあんたのせいでフラれて、ストレスマッハなんだからね!!」

「ぬ？　我輩は貴君の恋路を邪魔した覚えはないのじゃが……まぁよい。約束どおりお見せしようではないか。我輩の正体を！」

　男が高らかに宣言すると同時、フラッシュ音がカシャカシャとけたたましく鳴なり響く。

　ビデオカメラを手にした群衆が二列に分かれる。そして、あたかもレッドカーペットを歩くかのように、㈱エビルランジェリーの支配者は優ゆう雅がにその姿を現した。

　白い特とく徴ちよう的な帽ぼう子し。同じく純白の清潔感溢あふれるズボン。

　なぜか上半身裸はだかなのは置いといて、その服装をわたしたちは知っている。

　女子高生の買い食いの聖地。小学生のなりたい職業上位。

　そう、その男の正体は──。

「あんた……一昨日おととい寄ったパン屋のおじさん！」

「そのとおりじゃ。あるときはパン屋のおじさん。またあるときは上半身裸の露ろ出しゆつ狂きよう！　しかしてその正体は、㈱エビルランジェリーの責任者──魔ま王おう店てん長ちようじゃ!!」

　小太りなお腹なかをポンと叩いて、魔王店長とやらは得意げに鼻を膨ふくらませた。いや、自信満々に露出狂とか言われても反応に困るんですけど。

　胡う散さん臭くさい怪かい盗とうみたいな口ひげを揺ゆらし、魔王店長は金歯だらけの口を開けて笑う。

　そのおじさんは……間ま違ちがいない。

　学校帰りに雪姫が下着を買ってたとき、わたしが買い食いをした店の店長さんだ。

「そういえば、ポイントカード作るのに連れん絡らく先さきを書いた気がする……そうか、それで」

「電話番号を不正入手したにょろね。卑ひ劣れつな作戦にょろ！」

「僕ちゃんも、あの男の子が犯人なんておかしいと思ってたがぶ！」

「うるせぇ、バカ妖精ども！　あんたたちは今すぐ熱木くんとわたしに謝罪しろ！　雪姫と薙子ともゆ、あんたたちもだ!!」

「ごめんね、てへぺろっ★」

「さーせん」

「嗚呼ああ……神の子をも欺あざむく魔王の瘴しよう気き。許されざる罪の天てん秤びんが、今日も世界を振ふり落とす」

　よーし、あとで殴る。全員だ。

　わたしは怒いかりを嚙かみ殺しつつ、魔王店長をビシッと指差した。

「変質者団体・㈱エビルランジェリー!!　こんなにギャラリーを集めて、今度は一体何を企たくらんでるわけ!?」

「はっはっはっは。愚かなＴＶ局は、南関東魔法少女の最さい期ごを見せてやるとリークしただけで、いともたやすく緊きん急きゆう生放送など企き画かくしおったわい。それが我輩の計画とも知らずに」

　口ひげを指で弄いじりながら、魔王店長は帽子の下からＤＶＤを一枚取り出した。

　そしてそのＤＶＤをビデオカメラに突つきつけ、魔王店長は宣言する。

「視し聴ちよう者しやども、見るがよい。我輩の顔に見覚えのある者もいるじゃろう？　我輩はパン屋に扮ふんし、南関東の様々な町を行脚あんぎやしてきた。儲もうかった町もあった。赤字だった町もあった。だがどの町でも共通していたことがひとつある。それは店先の床ゆかに、一台の隠かくしカメラを配置していたこと……はっはっはっはっはっ！　この意味が分かるかのう？」

　チャリン、チャリン。

　魔王店長の足元に、一枚二枚とエビルコインが降り注ぎはじめる。

　店先に隠しカメラ？　ちょっと待って。それってひょっとして……。

　その意味に気付いて、わたしはカッと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　その光景を喜き悦えつに満ちた表情で一いち瞥べつし、魔王店長はご機き嫌げんに両手を広げた。

「そう、盗とう撮さつじゃ！　スカートの下に秘められた、薄うすい一枚の布切れ。動物にとってはおそらく、たかが布切れにしかすぎない代しろ物もの。だがしかし、人間のオスはそれを希求し、メスは必死に隠そうと画策する。それは遺伝子に刻み込まれた、人が人たりうる本能の力。盗撮はその本能を刺し激げきし、莫ばく大だいなエビルコインを生み出すことができる、究極の恥ち辱じよく行こう為いなのじゃよ!!」

「いやぁん！　ＴＶを使って盗撮を暴ばく露ろ、乙女おとめの羞しゆう恥ち心しんを煽あおってエビルコインを大量に生み出そうって魂こん胆たんなんだねっ。なんて破は廉れん恥ちで恐おそろしいの、㈱エビルランジェリーめっ!!」

「おまわりさん、こっちですよぉぉぉぉ!?」

　国家権力、何やってんの！　ガチの犯罪者ですよ、早くしょっぴいて!!

　近づくのも汚けがらわしいクズから後ずさり、わたしは必死に懇こん願がんする。

　だけど──チャリンチャリンと鳴りやまない音が、それは無理な相談だと教えてくれる。

「さぁ、エビルコインよ！　邪よこしまなる取引を、現在のレートで……行いたまえ!!」

　魔王店長が叫さけぶと同時、一台の報道カメラのレンズに亀き裂れつが走り、コインの投入口のようなものが出現する。魔王店長が足元に落ちたコインを一枚拾い上げ、カメラに投入。

　瞬しゆん間かん、どす黒い魔ま力りよくのオーラが天へと立ちのぼる。その中心で軋きしみをあげて、ビデオカメラは怪かい物ぶつへとその姿を変質させた。

　それは黒いタキシードを着た、等身大の人間。

　違うのは、その頭部がビデオカメラであることだけ。

　ビデオカメラ怪かい人じんは両手をレンズに添そえて、奇き妙みようなダンスを踊おどりながらこちらの様子を窺うかがっている。っていうか無断で撮さつ影えいすんな、ノーモア盗とう撮さつ野や郎ろう！

「我輩の化け身しん──ビデオカメラ・ランジェリラよ。思う存分スカートの中を盗撮するのじゃ。老ろう若にやく問わん。女性はいくつになろうとも、下着を見られることを恥はじらうものじゃからな！」

　ビデオカメラ怪人が手て袋ぶくろを外す。その手のひらには、超ちよう小こ型がたレンズが埋うめ込まれている。

　両足に備えたローラースケートを巧たくみに使って、ビデオカメラ怪人は氷上のように路面を滑かつ走そう。道行く女性のスカートに手を突っ込んで盗撮しては、次のターゲット目掛けて疾しつ走そうしていく。阿あ鼻び叫きよう喚かんのこだまする駅前。

「ああ、もう。なんでこんな奴やつと戦わなきゃいけないのよ……」

　わたしは苛いら立だちのあまり髪かみの毛を搔かき毟むしる。

　しかし、相手は魔力で生まれた怪人。魔法少女以外に倒たおせる者はいない。

　分かってんだよ、そんなことくらい。

「行くよ。雪姫、薙子！」

　正義感たっぷりに言い放ち、わたしたちは変身アイテムを正面に構える。

「キューティクル勾まが玉たまエナジー！　チャームアップ!!」

「キューティクルミラーエナジー！　チャームアップ!!」

「キューティクルソードエナジー！　チャームアップ!!」

　服が弾はじけ飛び、キューティクルチャームは各おの々おのの方法でコスチュームへの着き替がえを行う。

　そして三人揃って並んだところで、わたしはブレザー風マントを揺らして、恥はずかしくも左手を口元に当て──。

「待ってほしいのです！」

　わたしと敵の間に割って入って、もゆが変身口上を途と中ちゆうキャンセルする。

「ちょっと何すんのよ！　邪じや魔ましないでよね、中ちゆう途と半はん端ぱが一番恥ずかしいんだから」

「年増の変身なんて、視聴者もとっくに見み飽あきて興味ないのです。それよりも、もゆ。若くてフレッシュなもゆの変身こそ、視聴者は求めていると思うのです。もゆの華か麗れいな活かつ躍やくをＴＶでお送りして、次世代魔法少女は鮮せん烈れつのデビューを飾かざるのです!!」

　誰だれが年増だ、ぶっ殺すぞ！

　──なんて、カメラが回ってる前ではそんな物ぶつ騒そうなことも言えないわけで。

「はぁ……。さっきも言ったけど、実戦は練習ほど簡単じゃないからね。いきなり一人で勝てると思わないこと。わたしたちの足を引っ張らない程度に後ろからアシストしてよね」

「任せるのです。もゆは、神の子なのですから」

　もゆは自信満々に胸を張り、わたしたちに背を向けて敵と向かい合った。

　魔王店長とビデオカメラ怪人は、突とつ然ぜん湧わいて出た中学生にキョトンとして動きを止める。

　それは周囲の観衆も同じことで、謎のおちびちゃんの登場に、ざわざわとどよめく。

「ふふん」

　フランス人形みたいな顔でいたずらっ子みたいに微笑ほほえんで、もゆはすぅっと息を吸い込んだ。

　そして、左手をそっと顔の横にかざす。

『天使と悪あく魔まが抱だき合っている姿』の刻印された、黒色の勾玉。それを宝ほう飾しよく部としたエンゲージリングが、もゆの細い指先で妖あやしく輝かがやく。

「魔ま天てんの雫しずくの加護を浴び……今、咲さき誇ほこれ！　百ひやつ花か繚りよう乱らん!!」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようとともに、もゆの服が透とう過かして、煌こう々こうと輝く白い光に包み込まれた。

　もゆは光の中で、身体からだの各部をポンポンと叩たたいていく。そのたびに鈴すずの音ねが響ひびき渡わたり、キャップ・ブーツ・学ラン風コスチュームと、順々に魔ま法ほう少女衣装が出現する。

　両手をクロスさせる。

　瞬間、黒い羽根のようなひらひらが、ばさりと腰こし元もとから生えてきた。

　そして最後に撫なで上げた髪が、市松人形並に不気味に伸のびて左目を覆おおうと──魔法少女もゆは、演出上出てきた月の光を浴びながら、宵よい闇やみの中こちらを振り返る。




「常とこ闇やみ　混こん沌とん　深しん淵えん　……雨。漆しつ黒こくの乙女、我が名はノワールアンジェ」




　こっ恥ぱずかしい口上を言ってのけると、ノワールアンジェは左手で唇くちびるに触ふれ、右手の人差し指で右目を拭ぬぐう仕草をする。

「生まれし罪に悪魔の接吻キスを。戦う罰ばつに天使の泪るいを」

　そのまま地面を蹴けり上げ、ポーズを決めると。




「我われら選ばれし民。殲滅魔天ディアブルアンジェ」




　ぽかんと口を開けている魔王店長を横目に、ノワールは両手を頰に添えた。

　そして瞳ひとみを閉じて、苦く悶もんするように腰こしを捻ひねると。

「嗚呼……今こ宵よいも魔天は、血に濡ぬれる」

「ひいぃぃぃ……」

　中二病全開の痛々しい仕草とセリフに、わたしは戦せん慄りつの声を上げる。

　何この変身。南極探検隊ばりに寒々しいんですけど。

「なんですか、鮭さけ先せん輩ぱい。わらわの神こう々ごうしい変身に、奇き声せいを混入するのはやめてください」

「誰が鮭先輩だ日本語読みすんな！　血に濡れる……じゃないわよ、ああ恥ずかしい。あんた、よくそんなセリフを臆おく面めんもなく言えるわね」

「神の子ですから」

　まったく嚙み合ってない返答をして、髪の毛お化けことノワールアンジェは堂々たる態度でわたしたち三人の前に立ちはだかった。

　ったく、後ろでおとなしくしてろって言ってんのに。

　痛い目にあっても知らないからね。

「本日もおおおおおお！　キューティクルチャームが、変身したぞおおおおおおおお!!」

　ＴＶ局が来ているせいか、いつも以上に気合いの入った声と振り付けで、キューティクルチャーム応おう援えん団だんたちによる毎度お騒さわがせの応援合戦がはじまる。

「サーモ……ん？　なんだ、あの黒くろ髪かみ美少女は!?　え、俺キュンとしてる？　新たな魔法少女に胸が高鳴っている!?」

「雉白団長、お気を確かに！　我々はサーモン応援団。他ほかの魔法少女に気を取られるなど、あってはならないこと!!」

「それにまだ中学生くらいの子じゃないですか！　業ごうが深すぎます団長!!」

「お、おうそうだな。俺はロリコンじゃない。ロリコンじゃないんだああああああああああああ!!」

　雉白ぉ、てめぇ真ま面じ目めに応援しやがれ！　ぶっ殺すぞ!!

　言い知れぬ不快感に胸焼けしながら、わたしは殺気たっぷりの眼光で魔王店長を睨にらむ。

「ノワール初の実戦訓練だからね……いつもよりアドレナリンぶっ放して行くわよ!!」

「片腹痛いわ。ビデオカメラ・ランジェリラよ、貴君の実力を見せつけてやれ」

　ビデオカメラ怪人は腰を回して奇き怪かいなダンスを踊りながら、その顔面センターにすげられたレンズをキュッと絞しぼった。

　閃せん光こう。

「な、なぁに今のっ？」

　光がしぼむ。そこには先ほどと変わらぬ風ふう貌ぼうのビデオカメラ怪人が立っている。

　違ちがうのは、まるで双ふた子ごみたいに──ビデオカメラ怪人が二体になっていること。

「なっ!?」

「はっはっはっは、驚おどろくのはまだ早いぞ」

　魔王店長が手を打ち鳴らすと、再びビデオカメラ怪人が閃光を放つ。

　光が消えると、今度は四体。もう一度光ると、怪人が八体。

　そうして倍々ゲームに人数を増やしていき──気付けば数十のビデオカメラ怪人が、駅前を埋め尽つくしている格好となった。

「うわっ、増ぞう殖しよく系か。一番厄やつ介かいなタイプね。どうしようか、番ばん長ちよう？」

「考えるのがだるい。取りあえず殴なぐってくる」

　短たん絡らく的に飛び出して、番長は魔法の鉄パイプを背中から引き抜ぬいた。

　振ふり下ろされる野や蛮ばんな鈍どん器き。

　眼前に立つ怪人の顔面レンズが、ガラスの靴くつのごとく粉々に砕くだけ散った。

「まずは一体。あたしが、全員叩き潰つぶす」

「はっはっはっは。そう簡単にはいかんのじゃよ」

　魔王店長の高笑いとともに、辺りが再び白光に包まれる。

　そして更さらなる勢いで駅前を埋め尽くす、ビデオカメラ怪人。

「貴君らが一体を倒す間に、こちらは数十・数百と数を増やすことができる。貴君らがどう足あ搔がこうと、ものの数分でこの駅前ごと圧殺してくれるわ」

「だってさ。番長、どうする？」

「レベルを上げて、物理で殴る」

　駄だ目めだこいつ。脳みそまで筋肉だわ。

　しっかし、どうしたもんかね。ダサいリボンを巻いた頭を搔き混ぜつつ、わたしは思案する。

「わらわに任せるのです」

　高こう慢まんに言うのは、顔の半分に髪の毛が掛かかった、どっかのちゃんちゃんこ妖よう怪かいみたいなノワール。

「何よ。なんか作戦でもあんの？」

「作戦もなにも。この程度の相手、わらわ一人で十分なのです。そしてわらわは、南関東の人気者になるのです」

「あのねぇ。魔法少女は世界平和のために戦ってるわけで、人気とかは二の次──」

「そんなことを言っているから、魔法少女キューティクルチャームは社会的に終わったのでしょう？　だけど、わらわは違う！　世間に認められて、みんなに愛されて、東京二十三区の皆みなさんを凌しのぐくらいの愛されキャラになってみせるのです!!」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　引き継つぎその三、南関東魔法少女はチームワーク……」

「引き継ぎなんて、もういらないのです。わらわは、神の子なのですから！」

　わたしの制止を振り切って、ノワールは金色の左目を白日のもとに晒さらした。

「魔法のオッドアイ『夜光虫』！　ショットガンレ──ザ──ッ!!」

　ノワールが声を張る。瞬しゆん間かん、『夜光虫』から放射された緑黄色の怪かい光線が、雲を貫つらぬき天の彼方かなたへと消えていった。

　半はん拍ぱく置いて、一面緑色に染まる空。

　そして次の瞬間──数百もあろうかという光線群が、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきの如ごとく地上へ降り注いだ。

「うわあああああ!?　そんなもん撃うち込んだら町の人まで死んじゃうでしょバカぁ!!」

「ご安心を。怪かい人じんの魔ま力りよくのみに反応して、体たい細さい胞ぼうを溶よう解かいさせる特とく殊しゆ光線なのです。人体に当たると、肩かたこり腰よう痛つう解消に効果的なのですよ」

　ノワールの言葉どおり、光線の雨を浴びた人たちは温泉帰りみたいにほっこりしている。

　その一方でビデオカメラ怪人たちは、どろどろとヘドロみたいに身体をとろけさせて、見るも無残に消しよう滅めつしていく。

　なんて無茶苦茶な能力なんだ、こいつの魔法は。

「というわけで、魔王店長。あなたの使い魔はあと一体になりました」

「ぐっ……なんなんだ貴君は!?　こんな魔法少女、聞いたことがないのじゃ!!」

　最後に残った一体のビデオカメラ怪人。その隣となりで顔面蒼そう白はくになりながら、魔王店長がぎりぎりと歯は嚙がみする。

「神の判決を言い渡しましょう。じゃかじゃかじゃかじゃか、じゃん。処分デリートなのです」

　人差し指を可愛かわいく左右に振り振り、ノワールは事実上の死し刑けい宣告を告げた。

　左手で再び髪かみを搔かき揚あげる。

　金色の瞳──魔法のオッドアイ『夜光虫』が、妖しく輝く。

「嗚呼ああ……魔天の疼うずきが闇やみ夜よに踊おどり……狂くるった宴うたげが今宵もはじまる」

　イカれた呪文の詠唱と同時に、世界は闇やみへと包まれる。

　リンと鈴の音が一鳴り。闇夜にぽわりと、金色の光球が二つ、浮うかび上がる。
















　鈴の音がリン、リン、リン。

　そのたびに金色の球体は数を増していき……最終的には、ビデオカメラ怪人の周囲を無数の明かりが取り囲んでいた。

　その光の正体は──獣けものの眼球。

　ノワールの魔力で練り上げられた、獅し子しに似た漆黒の獣たち。

「──ノワール・ベルキルヘルスマイル」

『夜光虫』からレーザー光線が撃ち出される。

　それを合図に、獰どう猛もうな野や獣じゆうたちが一いつ斉せいに標的へと襲おそい掛かった。

　当然、そんなふざけた物量を回かい避ひする手立てなどあるわけもなく──ビデオカメラ・ランジェリラとやらは、エビルコインもろとも一いつ瞬しゆんのうちに影かげひとつ残さず消失した。

「あ……あばばばば……」

　魔王店長が泡あわを吹ふきながら、その場に倒たおれ込んだ。

　戦いの終わりを見届けて、野次馬の群れがざわざわと色めきたつ。

「お、おい……誰だれなんだ、あの魔法少女は。めちゃくちゃ強いじゃないか」

「キューティクルチャームが苦戦していた敵を、あんな一瞬で……」

「や、やべぇ可愛い……ごめんサーモン応援団のみんな。俺はもう、もう駄目かもしれんっ！　サーモンの時代は終わりを告げ、新生魔ま法ほう少女が世界に革命のときをおおおお!?」

「き、雉白団長が駄目だあ!?　人として？　団長として？　いや、児童ポルノ法的に!!」

　雉白くんができるだけ残ざん酷こくで屈くつ辱じよく的な方法で苦しんで死にますように。

「わらわの名はノワールアンジェ」

　そんなざわめきを制するように。

「チャームサーモンの後こう継けい者しやにして、次世代を担う魔法少女。悪あく魔まと天使の顔を持つ、殲滅魔天ディアブルアンジェのリーダーである……のです」

　ノワールアンジェは胸を張り、堂々と宣言した。

「う……うおおおおおおおおおおおおおお!!」

　応援団の連中だけでなく、いつもわたしたちに冷たい野次馬のみんなまで巻き込んで、喝かつ采さいが起こった。

　記者たちも新たな魔法少女の誕生を逃のがすまいと、カメラのフラッシュを何度も鳴らす。

「ノワールアンジェ！　ノワールアンジェ！　ノワールアンジェェェェェェェェ!!」

　それは、もゆのデビュー戦としては、これ以上にない成功だったんだろう。

　だったん、だろうけど……。




　なんでだろ？

　なんかわたし……胸が苦しいよ。
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　手て錠じようを掛けられた哀あわれな魔王店長が、パトカーで連行されていく。

　そんなしょっぱい感じで、魔法少女キューティクルチャームの八十五番目の敵組織・㈱エビルランジェリーは滅ほろびた。

　と言っても、倒したのは殲滅魔天ディアブルアンジェなわけで、ナンバリングしていいのか微び妙みようなとこだけど。

「ノワールアンジェさん、カメラに向かって一言お願いします」

「ノワールさぁん、魔法少女になろうと思ったきっかけはなんだったんですかぁ!?」

「好きな男性のタイプとか教えてもらえますかー!!」

　報ほう道どう陣じんにもみくちゃにされながら、ノワールは気き恥はずかしそうにインタビューに答えている。野次馬たちの興奮も、未いまだ冷めやらない。

　わたしたちも最初は、あんな風にインタビュー漬づけだったっけなぁ。

　町を歩けば声を掛けられて、変身をしたら歓かん声せいが巻き起こって。

　おかしいな……なんで今、そんな昔のこと思い出すんだろ？

「キューティクルチャームが苦戦した相手をたやすく倒して、衝しよう撃げき的なデビューを飾かざったわけですが、ノワールさん今のお気持ちはどうですかぁ!?」

「えっへん」

　ノワールは人差し指を立てて目を瞑つむると、変身を解いて、あどけない表情で笑う。

「まぁ先せん輩ぱい方が気にする必要はないと思うのです。神の加護を受けし魔天が強者たるは必然。もゆには敵かなわないまでも、先輩方も一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっていたのです」

「ぶー、なにそれぇ。優勝チームが最下位に『まぁ君たちもよくやったよ』って言うみたいな、上から目線なコメントぉ」

「まぁそう膨ふくれるな、雪。実際あいつの魔力は、あたしらより強力なんだから」

　同じく変身を解いた雪姫と薙子がひそひそと話してる。

　ガブリコがうんうん頷うなずきながら聞いてる。

　野次馬が報道陣が、まるでアイドルを迎むかえるようにもゆのことを褒ほめ称たたえている。

　そんな光景が──まるで遠い世界の出来事のよう。

「──んで」

　なんで、わたしはこんなところにいるんだろ？

　戦って戦って戦って。

　寝ね不ぶ足そくになって怪け我がをして女子高生らしい暮らしもできなくって。

　泣きながら、それでも世界を護まもるために、魔法少女として八年間走り続けてきて。

　結局は淡あわい恋こいすら握にぎり潰つぶされて。

　ぽっと出の後輩に負けて、惨みじめに立ち尽つくして。

　──わたしは。

　──どうして。

　────こんなところにいるの？

「とはいえディアブルアンジェはまだ、もゆ一人。残り二人の使徒が現れるまで、先輩方にはご助力いただかねば。もゆの活かつ躍やくを引き立たせるためにも。ご協力よろしくなのです──先輩方」

「……ねぇ、ちょっと調子に乗りすぎじゃない？」

　もゆの身勝手な言動に耐たえかねたか、普ふ段だんはのほほんとしている雪姫が、声を低くする。

「大活躍みたいに言ってるけどさ、さっきの戦いは危険だったと思うよ。もし魔力の調整に失敗したら、駅前にいた人たちもランジェリラと一いつ緒しよにドロドロになってたんだよ？　ゆっきーも目立ちたいタイプだから気持ちは分かるけどさ、もゆちんちょっとやりすぎ」

「ふふん。もゆはスーパーすごいから、そんなミスは犯おかさないのです。いくら先輩方より活躍したからって、嫉しつ妬とはよくないのですよ？」

「お前な……いい加減に」

「薙子」

　声を荒あら立だてそうになる薙子を制して、わたしはため息とともにぽつりと呟つぶやいた。

「もういいじゃん。これだけ強いんだから、引き継ぎは終わりってことで」

「え？」

　雪姫が大きな瞳ひとみを丸くした。

　野次馬の群れがざわつくのを感じる。

「おい、ほのり何を言って──」

「わたしはずっと魔法少女なんて辞やめたかったんだ。そこに現れた後継者が、こんなに強くて人気者なんだよ？　魔法少女も安あん泰たい、これ以上続ける理由なんてないわよね」

　感かん慨がいもなく、そんなことを言って。

「雪姫、薙子。今までありがとうね。わたしは一足先に、普ふ通つうの女の子に戻もどります。二人も後継者探し、頑がん張ばってね。それまでは殲滅魔天ディアブルアンジェの『パウダースノウアンジェ』と『番ばん長ちようアンジェ』になるのかな？」

「果てしなく嫌いやなんだが」

　薙子が渋しぶい顔を浮かべる。

「それにお前……本当に、それでいいのか？」

「──はぁ？　何言ってんのよ。いいに決まってるでしょ」

　いっつもサボってるくせに、何よ。こんなときだけ真ま面じ目めな顔しちゃってさ。

「そうだよ、ほのりんっ！　辞めちゃ嫌だよっ!!　こんな終わり方……嫌だよっ……」

　雪姫が泣きそうな顔で、下を向く。

　なんであんたが泣きそうになってんのよ。わたしがいなくたって、人気者のあんたならやっていけるわよ。もゆのことを──よろしくね。

「それじゃあ最後に。皆みなさん……今まで応おう援えん、ありがとうございました」

　野次馬のみんなと、ＴＶの前のみんなに、深々とおじぎ。

　それがわたしの、チャームサーモンとしての──最後の仕事。

「……じゃあ。わたし、行くから」

　呟いて、胸ポケットから取り出したキューティクル勾まが玉たまをニョロンに押しつける。

　そしてわたしは、俯うつむいたまま駆かけ出した。

　雪姫やニョロンが何か叫さけんでいるけど、気にしない。

　野次馬を左右に搔き分けて、転びそうになりながら、逃にげるように駅前から走り去る。

　息をするたび、冷たい風で喉のどが痛い。

「あーあ、嬉うれしいなぁ」

　魔法少女キューティクルチャームは終わった。終わったんだ。

　積年の願いが叶かなって、胸につかえていたものがふっと消えたみたい。

　わたしは嬉しくて、嬉しくて、嬉しくて。

　……涙なみだが止まらないわ。




　こうしてわたし、有絵田ほのりは。

　八年の歳月を経てようやく、魔法少女を──引退した。








第４話　ふたりは☆いらないかもだけど









　憂ゆう鬱うつな月曜日。

　わたしは自分の机に肘ひじをついて、雨の降りしきる校庭をぼんやり眺ながめていた。

　先週まで鮮あざやかに咲さき誇ほこっていた桜も、この雨ですっかり流れてしまうんだろうなぁ。

　花の命は短くて。

　なんとなくわたしも、物もの憂うげな気持ちになってしまう。

「あ、有あり絵え田ださん!!」

　バンッと威い勢せいよく机を叩たたく音に、わたしは思わずビクッと肩かたをすくませた。

　窓の向こうから教室へと視線を戻すと、机の傍そばには赤いはちまきに特とつ攻こう服姿、今日も愉ゆ快かいなツンツン頭の雉きじ白しろくんが立っていた。

「有絵田さん！　魔法少女を引退するなんて、冗じよう談だんだよな!?」

　雉白くんがこの世の終わりみたいな顔で叫ぶ。

　ちょっと、ボリューム大きすぎ。クラス中の視線が集まっちゃったじゃないのよ。

「どうしてそんなこと……俺が一いつ瞬しゆんでもノワールちゃんに浮うわ気きしちゃったから!?」

「い、いえ……別にそういうわけでは……」

　いや、確かにそれもムカついたけどさ。

　クラスメートにロリコンがいるのも、なんかやだし。

「一瞬とはいえ浮気をした以上、許してくれとは言わない！　男・雉白、この責任を取って潔いさぎよく髪かみをそぎ落とし、謝罪の気持ちを表したいと思う!!」

「え、いや、そんなの望んでな」

　わたしが言うより早く、雉白くんがバリカンで髪を刈かり上げはじめた。

　ぎゃー、髪の毛がわたしの机に！

　迷めい惑わく極まりない誰だれ得とくパフォーマンスを終え、坊ぼう主ず頭になった雉白くんは再び声を張る。

「これが俺の償つぐないだ！　有絵田さんが望むなら、もっと剃そっても構わない。すね毛でも、わき毛でも!!」

　剃る以外の選せん択たく肢しはねーのかよ。

「だからお願いだチャームサーモン！　これからは一生、君だけを愛し続けると誓ちかうから。引退なんて、言わないでくれぇぇぇぇぇぇ!!」

「……その名前で、呼ばないでください」

　クラス中の注目を浴びながら。

「わたしはもう、魔ま法ほう少女なんかじゃないから」

　引っ込み思案なわたしにしては珍めずらしく、きっぱりと言えた。

　ニョロンが聞いたら「ふざけるなにょろ！」とかしつこく言ってきそうだよね。

　でも、ニョロンはもう、わたしの傍にはいない。

　雪ゆき姫ひめか薙なぎ子このところにでもいるんだろう……辞めたわたしには、関係ないことだけど。

「う……うおおおおおおおおおおおおお!!」

　野や獣じゆうのような雄お叫たけびを上げ、雉白くんは男泣きしながら特攻服を脱ぬぎ捨てた。

　そう大して引き締しまっているわけでもない半はん裸らを晒さらして、雉白くんはバリカンをわきに当ててスイッチを入れる。

　いやああああ!?　わき毛がわたしの机に！　なんの嫌がらせよ雉白ぉ!!

　わたしは頭を抱かかえて、丸坊主のバカから目を逸そらす。

　──その視線の先には、隣となりの席に座る熱あた木ぎくんの姿があった。

　その痛々しく吊つられた右みぎ腕うでは、ガブリコの凶きよう行こうの傷きず痕あとを物語っている。

「あ……」

「────」

　わたしと目が合うとすぐに、熱木くんはふいと目を背そむけた。

　そりゃそうだよね。熱木くんにとっては、わたしも怪け我がを負わせたあいつらの仲間。

　魔法少女を辞めたからって、許してもらえるわけ……ないよね。

「…………」

　わたしは眼鏡めがねを外し、指先で目元を拭ぬぐう。

　再び窓の外へ顔を向けると、雨足は先ほどよりも勢いを増していた。

　これはしばらく、やみそうにないかもしれないなぁ。
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　そんなこんなで、騒さわがしい一日が終わり、下校時間になった。

　まだまだ普通の女子高生の生活からは程ほど遠いが、そのうちみんなもわたしが魔法少女だったことなんて忘れてくれるだろう。人の噂うわさも七十五日って言うし。

　その調子で、熱木くんの信しん頼らいも回復できればいいんだけど……。

　あ、また目を逸らされた。

　しょんぼりとうな垂れながら、わたしは鞄かばんを片手に教室を後にする。

「ほーのりんっ」

　廊ろう下かに出るとすぐに、高いトーンの声がわたしを出で迎むかえた。

　ゆるふわパーマにミニスカート。セーラー服の上にベストを羽織ったその美少女もどきは、にっこりと微笑ほほえむ。

「……雪姫」

「ニョロンもいるにょろ！」

「きゃっ!?　ちょっと、あんた心臓に悪い見た目してんだから、いきなり出てこないでよ」

「夢の国のマスコットと見み紛まごう可愛かわいいミーに、なんて言い様にょろ！　失礼にょろよ!!」

「ニョロちゃん。おいたしたら、おこだよっ！」

　憤ふん慨がいするニョロンを、雪姫がたしなめる。ニョロンは血色の舌をちろちろしながら、バツが悪そうに後ずさった。

　雪姫は毛先を指でくるくるといじりながら、いつも以上のスマイルを浮うかべる。

「ほのりん、今から帰り？　よかったら一いつ緒しよに帰らない？」

「いや……やめとく。あんたと歩いてると、悪目立ちするから」

「ぶー。目立ったっていいじゃんー。この際ほのりんもおしゃれして、学校中のファンを沸わき立たせちゃおうよ。なんだったら、ゆっきーがコーディネートしてあげるよっ★」

「遠えん慮りよしとくわ。わたしのファン、普ふ段だんから頭沸き立ってる人しかいないし」

　会話が止まる。

　微び妙みような沈ちん黙もく。

　……ごめんね雪姫。別にあんたを邪じや険けんにしたいわけじゃないんだよ。

　けどさ、昨日あんな別れ方をしたばっかりだから、なんだか気まずくて。

　いつもみたいに、うまく話せないんだ。

「……ニョロちゃんは取りあえず、ゆっきーのところに泊とまってるから。心配しないでね」

「別に心配してないけど。あとはお願いね、雪姫」

「ねぇ……ほのりん」

　雪姫は眉まゆ尻じりを下げて、泣きそうな顔で笑った。

「ゆっきーの心はさ、いつまでもチャームパウダースノウだから。ほのりんたちと作った大切な、魔法少女キューティクルチャームの一人だから。だからね、ほのりんが帰ってきたいって思ったときは、いつだって大だい歓かん迎げいなんだよっ」

　帰りたいって思う？

　わたしが、魔法少女に？

「思うわけないじゃん、そんなの。嫌いやで嫌で仕方なくって、辞やめる日を夢にまで見てたのよ？　それでついに足を洗うことができたっていうのに、どんな心境の変化があれば戻もどりたいなんて考えんのよ。ばっかみたい」

「じゃあ、どうしてそんなに元気ないのさ」

　女の子顔負けのぱっちりした瞳ひとみで、雪姫が射い抜ぬくように見つめてくる。

「辞めたがってたことくらい知ってるよ、ずっと傍にいたんだもん。だから、ゆっきーは魔法少女大好きだけど、いつかキューティクルチャームを引退するときは『おつかれさま』って……『ほのりんよかったね』って、言ってあげたかった。けど！　今のほのりんは全然嬉うれしそうじゃない!!」

「そりゃあ、熱木くんとギクシャクしてるから──」

「本当にそれだけ？　ゆっきーには、そうは見えない。だってそんな寂さびしそうな目、長年の夢が叶った人がするわけないもんっ！」

「それは……」

　喉のどの奥に腕うでを突つっ込まれたような感覚を覚えて、わたしは思わずむせ返りそうになる。

　違ちがう。

　わたしは魔法少女を辞めて幸せなんだ。

　熱木くんのことがあるからちょっと元気が出ないだけで、本当はこの場で盆ぼん踊おどりでもはじめてやりたいくらいハイテンションなんだ。

　だから。

　お願いだから──もう放っておいて。

「関係ないでしょ、あんたには」

　ぐるぐる回る思考のループに耐たえ切れず、わたしは雪姫から目を逸らす。

「わたしは魔法少女を辞めた。あんたとはもう、仲間でもなんでもない。心配される筋合いなんて──」

「関係ないわけねぇだろ!!」

　わたしの言葉を遮さえぎって、雪姫が叫さけんだ。

　いつも可愛く美しくがモットーの彼女に似つかわしくない、男の子みたいな言こと葉ば遣づかいで。

「関係ないわけないじゃんか……ぼくは……魔法少女だからほのりんと一緒にいたんじゃない!!　ちっちゃい頃ころから傍で見てた。昔から不器用で、真ま面じ目めで、自分のことより人の気持ちを優先しちゃうような優しい子で。薙ちゃんみたいにサボればいいのに、嫌がりながらも自分の役目を絶対投げ出さない。そんな……まっすぐだけど生き辛づらそうなほのりんが……ゆっきーは、大好き」

　雪姫が顔をぐしゃぐしゃにして泣き崩くずれる。

　何度も何度もしゃくり上げながら、必死に声を絞しぼり出すその姿に、なんでだろう……『みっちゃん』だった頃の雪姫が重なって見える。

「元気でいてほしいんだよ。生き辛いほのりんを、少しでも助けてあげたいんだよぉ……。一緒に魔法少女をできなくなるのは寂しいけど、それでほのりんが幸せならそれも仕方ないって思ってた……けど今のほのりんは、魔法少女をやってた頃よりずっと辛そう。こんなんじゃ、笑ってほのりんを送り出してなんて……あげられないよ……」

　──辛そう？

　どうして？

　だってわたしは、ずっと願ってたはずなのに。

　魔法少女を辞めたいって。普ふ通つうの女の子に戻りたいって。

　それなのに。そのはずだったのに。

「どうして……」

　うずくまって泣いている雪姫に聞こえないよう、わたしは誰にともなく呟つぶやいた。

　その声は風となって虚こ空くうに消えて。
















　誰も答えを、教えてはくれない。
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「それでは、魔法少女キューティクルチャームとして長きにわたり南関東を守ってきた、チャームサーモンこと我が愛いとしき娘むすめ──ほのりの卒業を記念してぇ」

「かんぱーい!!」

　お母さんの長ったらしい口上に合わせて、なぜかサンタの格好をしたお父さんがクラッカーを鳴らした。パァンと激しい音が鳴り、火薬の匂においが室内に充じゆう満まんする。

　リビングには『残念無念ほのり引退記念パーティー』の垂れ幕。食しよく卓たくの横に置かれた三さん脚きやくには、このために新調したらしい高性能ビデオカメラ。

　相も変わらず、浮かれた食事風景である。本当、この家はパーティーとか好きだよなぁ。

「それにしても、引退するの早すぎぃ～。引き継つぎはじめて、一週間も経たってないじゃない。お母さんだってもうちょっと時間掛かけて、あんたに引き継ぎしたわよ？」

「教えることがないほど後こう輩はいが強かったんだから、しょうがないでしょ。あとのフォローは二人に任せた。あーあ、これから楽しい楽しい第二の人生だわー」

「うおお、お父さんは今っ！　モーレツに悲しんでいるっ!!　会社のデスクをサーモングッズで埋うめ尽つくし、パソコンの壁かべ紙がみをサーモンのウインク写真に設定して、暇ひまさえあれば動画サイトを漁あさってサーモンの勇姿にニヤニヤする……こんな素す敵てきな職場ライフが終わってしまうと言うのかい？　明日あしたからお父さんは、何を楽しみにサービス残業を乗り切ればいいんだぁ!?　働きたくないでござる、働きたくないでござるぅ!!」

「……ちっ」

　かぶとが生ゴミを見るような目つきで、お父さんを睨にらむ。姉ちゃん、いつかあんたがグレちゃわないか心配です。そしてお父さんはキモいから黙だまれ。

「でもさぁ、ほのり」

　食卓に並んだステーキを切り分けつつ、お母さんが何気ない調子で呟く。

「引き継ぎって後輩のためだけにあるもんじゃないと、お母さんは思うんだよね」

「は？　どういうこと？」

「んー。ひとつのことを長く続けてるとさ、それがなくなったときの自分ってやつが分かんなくなるんだよね。もうそれ自体が自分の一部になっちゃってるって言うか。だから、今日から『はい、辞めました』ってのは案外難しいもんなんだよ。それは身体からだのどっかを突とつ然ぜん持ってかれちゃうのと同じで、必ずあとから痛みが生まれる」

　分かるような分からないようなことを言って、お母さんはステーキの欠片かけらをフォークで突き刺さした。

　そして欠片を持ち上げて、わたしの眼前でひらひらと泳がせる。

「だから引き継ぎがあるんだよ。後輩は新しい事こと柄がらを覚えるために。先輩は自分の一部と、お別れの儀ぎ式しきを済ませるために。それを中ちゆう途と半はん端ぱにしてると、消化不良を起こしちゃう。このステーキと一緒で、しっかり嚙かみ締しめて飲み込んで消化して、初めて過去は思い出っていう栄養に変わるんだよ」

「……何それ。意味分かんない」

　捨てゼリフのようにそう言って、わたしはガタリと席を立った。

　これ以上ここにいたら、なんだか心の奥底を見み透すかされるような、そんな気がして。

「じっくりゆっくり消化しなよ。ほのり」

「…………」

　その言葉には答えないで、わたしはリビングのドアを閉めた。
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「じっくり消化しろ……か」

　眼鏡めがねを机に置いてベッドに寝ね転ころがり、わたしはお母さんの言葉を反はん芻すうしていた。

　自分のために引き継ぎをするなんて、考えたこともなかった。

　ただ早く辞めたくて。あの場から逃にげ出したくて。

　前から辞めたがってはいたけれど、結局は勢い任せに引退する羽目になってしまった。

　だからなのかな。

　あのときからわたしの中で、何かがずっともやもやし続けてる。

　もしかしたらこれが、お母さんの言う──消化不良ってやつなんだろうか。

「おい、姉ちゃん。入るぞ」

　言うよりも早くガチャリとドアが開く。ぬっと顔を出したのは、短たん髪ぱつにくりくりおめめの我が愚ぐ弟てい。

　わたしは反射的に枕まくらを手にすると、かぶとの顔面目掛けてストレートにぶん投げた。

「うお、痛いってぇ！　いきなり何すんだよ」

「それはこっちのセリフよ！　乙女おとめの部屋にノックもなしに入ってくんな!!」

「乙女なんかどこにいんだよ。おれには大根がベッドに寝てるようにしか見えないけど」

「わたしの脚あしが太いと言った奴やつは何者であろうと容よう赦しやしない覚かく悟ごしろ殺す」

　体操選手もびっくりな姿勢で跳ちよう躍やくすると、かぶとの真横に着地。そのまま光の速さで脇わき腹ばら目め掛がけてミドルキックを繰くり出した。かぶとは「ぐぼっ!?」と血でも吐はきそうな擬ぎ音おんを発して、その場にうずくまる。

　わたしは眼鏡を掛けつつ、かぶとをキッと睨む。

「で、なんの用よ？　食しよく欲よくないからご飯はもういらないし、放ほっといてほしいんだけど」

「ごほっごほっ……べ、別に用ってほどでもないけどよ」

　顔を真っ赤にしたまま、かぶとはゆるりと立ち上がる。

　そして小さく咳せき払ばらいをして。

「魔ま法ほう少女が家族なんて恥はじさらしだし？　高校生で魔法少女なんて普通じゃねぇし、異常だし？　だからおれとしては、辞めてくれてすっげぇ嬉しいんだけど」

「うるさいわね。知ってるわよ恥はずかしいことくらい。金輪際、変身することなんかないから安心しなさいよ。あんたももう、いじめられることはないでしょ。よかったわね」

「けどさ……なんか姉ちゃん、慌あわてて普通になろうって無理してる気がすんだよね」

　ガンッと、後頭部を鈍どん器きで殴なぐられたような感覚。

　わたしは思わず目を泳がせて、しどろもどろに返答する。

「む、無理なんか、してないし。何言ってんのよ、あんた。ばっかじゃないの」

「いや正直、おれが小さい頃から姉ちゃんは魔法少女だったし、普通の姉ちゃんってよく分かんねぇんだ。勘かん違ちがいならいいんだけどさ。なーんか辛そうっつーか、あんま嬉うれしそうじゃないっつーか。それがなんか気になっただけ」

　勝手に喋しやべりたいだけ喋ると、かぶとはこちらに背を向けた。

　そして振ふり向きもせずに。

「もっと肩かたの力抜ぬきなよ。恥ずかしい姉ちゃんだろうと、普通の姉ちゃんだろうと、姉ちゃんは姉ちゃんなんだからさ」

「……うっさいわね。子どものくせに、生意気なのよ。あんたは」

　ムカついたので、かぶとの頭をぐしゃぐしゃと撫なで散らかしてやる。

　ふんっ。何よ、いつも小こ憎にくらしいくせに。

　こんなときだけ心配してるふりなんかしちゃって。

　ったく、本当に……。

　…………。

　……ありがとね、かぶと。
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　昨晩降り続いた雨もようやくやんで、陽ひだまりの心地ここちよい朝が来た。

　わたしは目覚まし時計が鳴るよりも早く目を覚ますと、てきぱきと朝食を済ませる。

　時間に余よ裕ゆうがあったので、鏡の前で身だしなみを確認する。栗くり毛げ色の髪かみをセットし直し、パウダーのノリをチェック。

　うん、今日はなんだか幸さい先さきいいや。

　昨日はどうにも元気が出なかったけど、今日はもうちょっといい日になるといいな。

　そんな期待を胸に抱いだきつつ、わたしは靴くつを履はいて玄げん関かんの扉とびらを開けた。

「よぉ、ほのり」

　そこに立っていた意外な人物に、わたしは面食らって動きを止めた。

　フード付きパーカーの上に薄うす手でのジャケット。ズボンは動きやすい、くるぶし丈たけのクロップドパンツ。胸元では短たん剣けんのついたネックレスが揺ゆれている。

「……薙子」

「ん」

　門もん扉ぴの前で煙草たばこなんてふかしながら、薙子は小さく手を挙げて返事をした。

「なんでここにいんのよ、あんた」

「さてな」

　どこに需じゆ要ようがあるのか分からない、猫ねこのぬいぐるみ型灰皿で煙草を消すと、薙子はひょいと何かを放ってきた。

　わたしは反射的に鞄かばんを落とし、それを受け取る。

「何これ、ヘルメット？」

「乗ってけよ。送ってってやる」

　薙子はそう言って、傍そばに止めたグリーンカラーの愛車を顎あごで指した。そしてハンドルに掛けたヘルメットをかぶり、バイクにまたがる。

「早くしろよ。遅ち刻こくするぞ」

　ったく、もう。強引なんだから。

　一体なんだっていうのよ。




　　　　●　●　●




　豪ごう快かいなエンジン音を唸うならせて、バイクは海岸線に沿って疾しつ走そうする。

　わたしは振り落とされないよう、薙子に回した腕うでにぎゅっと力を込めた。

　豊満な身体をしているくせに、薙子の腰こしはえらく華きや奢しやで、なんだかうらやましい。

「着いたぞ」

　そんなどうでもいいことを考えていたら、いつの間にか学校に着いていたらしい。

　ヘルメットを薙子に返すと、わたしはバイクから砂すな浜はまに足をついた。

　…………ん？　砂浜!?

「って、どこよここ!?　学校は!?」

　あらん限りの声で叫さけんで、わたしはぐるりと周囲を見み渡わたした。

　一面に広がるのは海、海、海。

　どこまで来たのか知らないが、少なくとも学校でないことだけは確かだ。

「まぁいいだろ。どこでも」

　ヘルメットを脱ぬいで気だるげにポニーテールを振るうと、薙子は片かた膝ひざを立てて砂浜に座り込んだ。

「いいわけないでしょ、ふざけんな！　これじゃ遅刻よ遅刻!!　風邪かぜを引こうが熱があろうが、休みも遅刻もしたことなかったのに。どうしてくれんのよ!!」

「相変わらずくそ真ま面じ目めだな、お前は。たまにゃサボるのも大切だぞ、学級委員さんよ」

「あんたねぇ……」

　言い返してやろうと、思わずぎゅっと拳こぶしを握にぎるが。

　ふいに、昨日のかぶとの言葉が頭をよぎった。

　────もっと肩の力抜きなよ。

「はぁ。そうなのかも、ね」

　わたしは脱だつ力りよくするようにその場に腰を下ろすと、体育座りになる。

　スカートでこんな姿勢なんてはしたないけど、見渡す限かぎりわたしと薙子しかいないみたいだし、たまにはいいよね。

　誰だれもいない海岸の時間を、わたしたちはぼーっとして過ごす。

　陽光を反射して、小石がキラキラと宝石のように輝かがやいている。

　寄せては返す波の音だけが耳を打つ。

　なんでかな。こうしていると、心が洗われていくような感じがするなぁ。

　──そうして、どれくらいの時間が経たっただろう。

「ねぇ薙子」

「なんだ？」

　わたしはふっと、砂の絨じゆう毯たんに大の字に寝転がった。

　雲ひとつない青空の向こうでは、太陽が燦さん々さんと照っている。

「わたしは、普ふ通つうになろうって無理してたのかなぁ」

　かぶとに言われた言葉を、そのまま疑問形にして薙子に返す。

「高校生になってさ、それなりに人目とか意識するようになって。そしたら、世間の冷たい目が気になりはじめちゃってさ。なんでわたしばっか、こんなことしてるんだろうって。学校帰りに友達とお茶したり、コイバナで盛り上がったり、そんな当たり前な学園生活がうらやましくなったんだ。でもそれって、無理にみんなに合わせようとしてただけなのかなって。だから、ひょっとしたら──」

　ぐっと言葉に詰つまる。

　だけど言わずには済ませられない。

　足あし踏ぶみする自分の心を叱しつ咤たして、わたしは空に向けて自分の気持ちを吐き出した。

「──わたし、本当は魔法少女続けたかったのかなぁ」

　カモメがバサバサと岩場から飛び立つ。

　遠くで船の汽笛が二、三度鳴った。

　薙子は「ふぅ」とため息を漏もらして、わたしの傍にごろりと寝転んだ。

「それはないだろ。だってお前、本気で嫌いやそうに魔法少女やってたし」

　きっぱりと。

　当たり前のように言い切って、薙子はヘアゴムを外し、艶つややかな黒くろ髪かみを砂浜の上に投げ出した。

「辞やめたい気持ちは本物だろ。ただ、生き真ま面じ目めなお前のことだ。終わるのもきっちりしてないと納なつ得とくいかないんだろ。あのムカつく中学生は、自分のことしか見えてない。まだガキだからな。教えなきゃいけないことは山ほどある。なのに一昨日おとといみたいな、引き継つぎを投げ出して中ちゆう途と半はん端ぱに幕を引いてしまうのは、お前らしくなかったんだよ。きっとな」

「わたしらしくない、か……そうかもね」

　思えばもゆと出会ってからの自分は、なんだか『らしく』なかった気がする。

　普通に戻もどりたいからって、早く引退したいと焦あせってみたり。

　後こう輩はいが自分よりちやほやされて、負けた気分になって落ち込んでみたり。

　だけどいざ辞めてみれば、今度は逃にげ出したことに自己嫌けん悪おしてみたり。

　──消化不良。

　お母さんが言ってた言葉の意味が、今ならなんとなく分かるような気がする。

「あーあ。いつからわたしは、魔法少女を辞めたいなんて思うようになっちゃったんだろうね？」

　幼い日、魔法少女に目を輝かせていた自分の姿が、まぶたの裏に滲にじんで見える。

「あんなに憧あこがれて、なりたくて仕方なくって、初めて変身した日は嬉しすぎて眠ねむれないほど好きだったのに……本当に、夢だったはずなのに」

「どんなにやりたいことだって、やってりゃそのうち辞めたくなる。頑がん張ばり続けるのは、しんどいからな。夢は現実になった途と端たんに夢じゃなくなるんだよ。だからまた、次の夢を見る。そうやって生きていく。人間ってのはそんなもんだ。多分な」

　薙子がふっと穏おだやかな顔で微笑ほほえむ。

　そして、わたしの頭をぐりぐりと撫ぜて。

「お前は十分すぎるほど頑張った。らしくないのも、たまにはいいだろ。お前がもゆに教え足りなかったことは、あたしと雪が補ってやる。殲せん滅めつ魔ま天てんなんて恥はずかしい名前は気乗りしないが……サボらないから、任せとけ。お前は考えすぎるな、さっさと気持ちにケリつけろ。それで次の夢でも探せばいい。人生は、まだまだ長いんだからな」

「……うん」

　薙子の優しさが、嬉しいのにくすぐったくて。

　わたしは隠かくれるように俯うつむいて、薙子の腕にぎゅっと抱きついた。

「なんか今日の薙子、お姉ちゃんみたいだね」

「当たり前だろ。年上なめるな、あほ」

　波の音が静かにさざめく。

　誰もいない砂浜で、小石たちがダイヤモンドの輝きを放つ。

　それはいつもどおりサボらず学校に行ってたら、一生見られなかった素す敵てきな景色。

　──たまにはらしくないのも、悪くないもんだね。
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　結局家に帰ってきたのは、太陽がビルの向こうに沈しずもうとする頃ころになってからだった。

「すっかり遅おそくなっちゃったね」

「たまにはいいだろ。そんな日も」

「そだね」

　ヘルメットを薙子に渡わたし、バイクから降りる。

　門扉をくぐり、玄関の前に立つ。扉の向こうからは、お母さんが作っているのだろうカレーのおいしそうな匂においが漂ただよってくる。ぐぅと小さく鳴ったお腹なかが恥ずかしくて、わたしは慌あわてて手で押さえる。

　なんとなく昨日より胸が軽くなった気がする。わたしは清すが々すがしい気分でひとつ伸のびをすると、バイクにまたがっている薙子の方へと振ふり返った。

「今日はありがとうね。薙──」

　そんな穏やかな空気を切り裂さくように、薙子の携けい帯たいが着信音を鳴らした。

「もしもし。どうした、雪？　──ああ。分かった。すぐに行く」

　電話が終わると、薙子は携帯をいそいそとポケットにしまい、小さくため息をついた。

「何か事件なのね、薙子？」

「ああ。もゆから連れん絡らくがあったらしい。ワニが保育園から魔ま力りよくの気配を感じ取ったとさ。面めん倒どうだが……仕方ない。サボらないって、約束したからな」

　やれやれと頭を振りながら、薙子は再びヘルメットをかぶる。

「行ってらっしゃい、薙子」

「ああ」

　頑張ってね。応おう援えんしてるから。

　バイクで颯さつ爽そうと駆かけていく薙子の背中を見つめながら、わたしは小さくそう呟つぶやいた。
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「ああ、くそっ！　なんだよ緊きん急きゆう特番って。ついに人造人間五〇一号とスーパーウルトラ人の空前の大バトルがはじまるってとこだったのに!!」

「いいからどきな、あんたは」

　ＴＶにしがみついて何やら文句を言っているかぶとを押しのけ、わたしは食い入るように画面を凝ぎよう視しする。

　映し出されるのは、上空から撮さつ影えいしているらしい騒そう然ぜんとした現場。画面中央にあるピンク色の壁かべをした新しげな保育園は、気味悪いくらいに静まり返っている。

　保育園の入り口辺りにズームアップ。そこには見るからに怪あやしい、覆ふく面めんをかぶった男が紳しん士し然として立っていた。ＴＶ画面に『保育園ジャック！　恐きよう怖ふの覆面男』と、おどろおどろしいテロップが表示される。

「見つけたにょろ、悪の枢すう軸じくめ！」

「僕ちゃんたちが来たからには、これ以上の悪さは許さないがぶ!!」

　瞬しゆん間かん。

　何もなかったはずの庭内の一角が裂け、等身大の蛇へびとワニがのっそりと姿を現した。

　それに続いて、恥ずかしい衣装を身に纏まとった三人の知り合いが、空間の裂け目の奥から歩み出てくる。

「……ワープまでできるとか、無茶苦茶だな。お前の魔ま法ほう」

「神の子ですから」

「もぉ、二人とも無む駄だ口ぐち叩たたかないのっ。敵さんはほら、目の前にいるんだよっ！」

　そんな吞のん気きな会話を繰くり広げている三人を見て。

　覆面男は上うわ擦ずった声で、気味悪く笑った。

「うひょひょひょひょ──これはこれは、魔法少女じゃないですかぁ？」

「そのとおりなのです。今から名乗ってやるから、耳の穴かっぽじってよく聞きやがるのです。ほら先せん輩ぱい方、いきますよ」

「え。あたしらも、アレやるのか？」

「どっちかというと、普ふ段だんの名乗りの方がいいかなぁ……なんて」

「何を言っているのですか！　先輩方はいまや魔ま天てんの一員。郷ごうに入いったら郷に従うと、相場は決まっているのです。つべこべ言わずに、わらわに続くのですよ」

　名前を名乗るだけでこの始末。大だい丈じよう夫ぶか、このチーム。

　そんなわたしのハラハラなど知りもせず、すだれのような髪かみの毛けで左目を覆おおった不気味な黒い魔法少女は、ザリッと地面を踏ふみしめた。

　そして演出上現れた月の光をスポットライトに、宵よい闇やみの中で敵の方に振り返る。




「常とこ闇やみ　混こん沌とん　深しん淵えん　……雨。漆しつ黒こくの乙女おとめ、我が名はノワールアンジェ」




　次いで水色コスチュームの可愛かわいらしい魔法少女が一歩前に踏み出し、ビシッと敵を指差して、ぐるりと右みぎ腕うでを一回転。それを合図にして降ってくるのは、明らかに人を殺したことのある目をした、恐怖の白しろ熊くまぬいぐるみ。




「林りん檎ごがなければ毒を喰くえ！　チャ──じゃなくって！　えーとえーと、パ……パウダースノウアンジェ？」




　最後に、肩かたと胸元を惜おしげもなく露ろ出しゆつした花魁おいらんのような魔法少女は、足下に置いたガラスの靴くつを嫌そうに破は砕さいした。そのままその場にあぐらをかいて、あくびなんか漏らして。




「ガラスの靴を、叩たたいて壊こわしたり？　ばんちょーあんじぇー」




　統一感のない名乗りに続いて、ノワールアンジェは左手を唇くちびるに添そえ、右手の人差し指で右目の涙なみだを拭ぬぐう真似まねをする。

「生まれし罪に悪あく魔まの接吻キスを。戦う罰ばつに天使の泪るいを」

　そしてやる気のない二人を、「ちゃんとやってください！」と小さな声で叱咤して。




「「「我われら選ばれし民。殲滅魔天ディアブルアンジェ」」」




　そして三人で瞳ひとみを閉じて、苦く悶もんするように腰こしを捻ひねると。

「「「嗚呼ああ……今こ宵よいも魔天は、血に濡ぬれる」」」

「ひいぃぃぃ……」

　ＴＶの向こうの地じ獄ごく絵図に、思わず変な声が出てしまう。

　雪姫。薙子。魔法少女とはやっぱり、かくも苦しい道なのね。合がつ掌しよう。

　しかし何はともあれ、自分があの場に巻き込まれなくてよかったと思う。マジで。

「うひょひょひょ、ディアブルアンジェ？　新しい魔法少女ですかねぇ？　まぁなんでもいいですけど……ちみたち、俺っちに敵かなうと本気で思ってるんですかぁ？」

　覆面男はくすくすと含ふくみ笑いをしながら、宝たから塚づかばりの大げさな演技で両手を広げた。

「㈱エビルランジェリーひとつ、満足に壊かい滅めつさせられなかった魔法少女どもが？」

「…………え？」

　聞き間ま違ちがいか？　いや、でも今確かに。

　㈱エビルランジェリーって……。

「保育園・ランジェリラ！　やってしまいなさいぃっふう!!」

　覆面男の掛かけ声とともに、保育園の一階部分に設置された車しや庫こから、三台の自動車がノワールたち目掛けて飛び出してきた。その運転席に人ひと影かげはない。そうか、無人自動車をリモートコントロールして……!?

　いや──無人じゃ、ない？

「な!?　何よこれ、子どもが乗ってるじゃないの!!」

　わたしはその恐おそろしい罠わなに気付いて、思わず画面に向かって叫さけび声を上げた。

　──ノワールたちを襲おそう車の助手席には全すべて、園児たちが乗せられている。

「ちょっとちょっとぉ！　人質なんてずっるいんだぁ!!」

「ちっ。これじゃ、迂う闊かつに攻こう撃げきできないな」

　画面の向こうで歯は嚙がみするチャーム……じゃなかった、パウダースノウアンジェと番ばん長ちようアンジェ。

　車を止めないと轢ひかれてしまう。しかし攻撃すれば、園児たちがただでは済まない。

　そんな危機的な状じよう況きようにもかかわらず、ノワールは画面の向こうで「ふふん」と余よ裕ゆうの笑みを浮うかべていた。

「魔天たるわらわにとって、このような計略など遊ゆう戯ぎも同然。お二方は後ろで見ていてください。わらわが華か麗れいに活かつ躍やくする、その瞬間を！」

　ノワールはそう言って、長すぎるその髪の毛を搔かき揚あげた。

　隠かくされていた金色の瞳が、外気に晒さらされる。

「魔法のオッドアイ『夜や光こう虫ちゆう』──灼熱地獄フレア」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようと同時に、ノワールたちの眼前に迫せまった三台の自動車が、一いつ斉せいに炎ほのおに包まれた。

　燃え盛る悪魔の車たち。

　しかしその助手席部分だけは、まるでバリアでも張られているかのように、炎が遮さえぎられている。

「どうですか、わらわの魔法は？　魔力を調整して、人質部分以外に火をつける程度のこと、朝飯前なのですよ」

　そうして数秒と経たたずに消し炭と化した三台の車──その助手席部分には。

　立ちのぼる黒こく煙えんに包まれながら、無傷の園児たちが佇たたずんでいた。

　その様子を満足げに見やって、ノワールはえへんと胸を張った。

「ふふん。無事に人質を救出したのですよ。さすがはわらわ。さぁＴＶ局の皆みなさま方、どうぞわらわをアップで撮影──」

「な、なんて恐ろしいことをするのでしょうか!?」

　得意満面なノワールの言葉を遮って、レポーターが声を大にした。

　きょとんとした顔のノワールが、画面にアップで映し出される。

「かろうじて子どもたちは無事でしたが、子どもたちのトラウマになりかねない強引なやり方！　このような危険な魔法が、果たして許されてよいのでしょうか!?」

「そ、そんな……わらわはただ……」

「何を言ったって無む駄だだよ」

　ポンとノワールの肩に手を乗せ、パウダースノウは救出された園児たちを指し示した。

　突とつ然ぜんの火か炎えん攻こう撃げきを受けた恐怖に、園児たちは顔をぐしゃぐしゃにして泣き叫んでいる。

「確かに子どもたちは無事だった。でも、君は子どもたちを一いつ瞬しゆんでも恐怖に晒した。自分が目立ちたい、その自分勝手なエゴのために。そんなの、魔法少女がやることじゃない。そんなやり方じゃあ、誰だれも君のことを認めてなんてくれないよ？」

「…………」

「うひょひょひょ、仲間割れですかぁ？　醜みにくいですねぇ……それじゃあお次は、こんなのはどうですかねぇ!?」

　覆面男が右手を振ふり上げた。

　それを合図に、ゴゴゴと地鳴りのような轟ごう音おんを上げ──怪かい物ぶつと化した保育園が、移動を開始した。閉めきられた窓ガラスの向こうでは、中に取り残されたらしい園児や保育士さんたちが阿あ鼻び叫きよう喚かんをきわめている。

「……分かったのですよ。安全に、やればよいのでしょう？」

　パウダースノウの手を払はらいのけると、ノワールは再び垂れ下がった髪を搔き揚げた。

「魔法のオッドアイ『夜光虫』──空間転移ワープ」

　刹せつ那な。ノワールの姿が煙けむりのように消失した。

　ＴＶカメラが彼女の姿を追う。きょろきょろと辺りを見回したのち、ようやくノワールを画面に捉とらえる。その居場所はなんと、いつの間に移動したのか保育園の内部であった。

　園児を両りよう腕うでで抱かかえて、ノワールは再び魔法のオッドアイを光らせる。すると今度は保育園の敷しき地ち外に、園児たちとともに姿を現す。

「『夜光虫』──空間転移ワープ!!」

　再び保育園内に瞬間移動するノワール。

　そして次の人質を連れて外にワープして、今度はまた園内へとその身を飛ばす。

「うわぁ、すっごい魔法だねぇ」

「もう、あいつ一人でいいんじゃないか？」

　完全に蚊帳かやの外な二人がぼやく。

　確かにこの方法なら、人質を安全に助け出せるかもしれない。でも──。

　こんなに莫ばく大だいな魔ま力りよくを消費して、あの子は本当になんともないのかな……？

「──うっ!?」

　そんなわたしの心配が現実となったかのように。

　最後の保育士さん一人のもとへワープしようとしたノワールが、左目を押さえてその場に膝ひざをついた。その額には脂あぶら汗あせが滲にじみ、いつも自信満々な彼女からは想像もつかない苦痛な表情を浮かべている。

「もゆ……っ！」

　わたしは反射的にガタリと椅い子すから立ち上がった。気が付けば、爪つめが食い込むほどに拳こぶしを強く握にぎりしめたりなんかしている。

　立ち上がってどうしようって言うのよ、ほのり。

　魔ま法ほう少女を辞やめたあんたに、できることなんて何もないでしょうが。

　分かってる。そんなことくらい、分かってんだ。

　けど……だけど……!!

「行けよ、姉ちゃん」

　そんな自問自答を繰くり返している、わたしに向かって。

　隣となりに座っていたかぶとが、ぶっきらぼうに言い捨てた。

「肩の力抜ぬけって言ったろ？　考えすぎなんだよ、姉ちゃんは。たまにはいいんじゃねーの？　姉ちゃんのやりたいって思ったことを、やりたいとおりにやるってのもさ」

「わたしの……やりたいとおりに？」

　わたしが今、やりたいこと。

　有絵田ほのりと、鈴りん音ねもゆ。勾まが玉たまの戦士は本来一人だけ。

　ふたりは、いらないかもだけど。

　魔法少女だとか元魔法少女だとかどうでもよくって、ただ困っている人たちを、ピンチになってる友達を、放っておくなんてできないから。

　だから、わたしは────!!

「ちょっと出で掛かけてくる。お母さんにも言っといて」

「分かったよ。おれ、姉ちゃんが魔法少女なのは恥はずかしくって嫌いやだったけどさ、そうやって人のために頑がん張ばろうとする姉ちゃんのことは……別に嫌きらいじゃなかったぜ」

「うん、ありがと。行ってきます、かぶと」

「行ってらっしゃい、姉ちゃん」

　短い挨あい拶さつを交かわして、わたしは一目散に家を飛び出した。




　　　　●　●　●




　息も切れ切れになりながら、わたしはようやく保育園の前に辿たどり着く。

「ノワールゥゥゥゥゥゥ!!」

「パ……パウダースノオオオオオオオオオオ!!」

「ば……番長おおおおおおおおおおおおおお!!」

　野次馬の群れを搔き分けながら現場へ近づくと、太たい鼓こを打ち鳴らし奇き妙みようなダンスを踊おどって大おお騒さわぎしている、一ひと際きわやかましい集団と遭そう遇ぐうした。

　その中の一人と目が合って、わたしは思わず「げっ」と変な声を漏もらしてしまう。

「き、雉白くん」

「……やっぱり来たんだね。有絵田さん」

　大盛り上がりの応おう援えん団だんの中にあって、一人だけ黙もくして腕うで組ぐみをしている坊ぼう主ず頭の雉白くんは、なんだか悟さとりの境地に達したように穏おだやかな顔をしていた。

　雉白くんはわたしの前に立つと、ライブ会場もびっくりな騒がしさの応援団に向かって、凄すさまじい怒ど声せいを張り上げた。

「てめぇらあああああああ！　チャームサーモンが駆かけつけてんだぞ!!　とっとと道を開けやがれぇぇぇぇぇ!!」

　水を打ったように静まり返る応援団。

　そしてモーゼに分かたれた海のように、一斉にむさ苦しい男たちが左右に移動し、道を作り出した。

「行きなよ。その背中を、俺は全力で応援する。俺はチャームサーモン応援団長・雉白だ。これまでも、これからも、ずっとな」

「……ありがとう」

　うわぁ、うざい。

　自己陶とう酔すいしてる雉白くんを心の中で小バカにして、わたしは暑苦しい漢おとこ道みちを駆け抜ぬける。

　声せい援えんを浴びながら、走って、走って。

　現場の警察の人は、哀かなしいことに数年来の顔見知りだったので、顔パスで通してくれて。

　ようやくわたしは、保育園の敷地内へと足を踏ふみ入れた。

「ノワール！　パウダースノウ！　番長！」

　そこには、全身傷だらけで、息も絶え絶えに倒たおれ伏ふしている三人の姿があった。慌あわてて駆け寄ったわたしに気付くと、パウダースノウは破顔する。

「ほのりん……来て、くれたんだぁ」

「ったく。任せとけって言ったのに……本当にくそ真ま面じ目めだな、お前は」

　片かた膝ひざを立てて、番長が呆あきれたように頭を搔いた。

「ほのり……先せん輩ぱいぃ」

　そんな二人の傍そばで、変身を解除したもゆが、左目を押さえたまま悶もん絶ぜつするように地面をのたうち回っている。これはちょっと尋じん常じようじゃないんじゃない？

「ねぇ、もゆ。大だい丈じよう夫ぶなの、あんた!?」

「うう……目が、目がぁ」

　唇くちびるを嚙かみつつ、もゆは今にも泣き出しそうな子どもの顔で、わたしに縋すがりつく。

「左目が物もの凄すごく痛いのですぅ……乾かわいて、やばいくらい乾いてるのですぅ……」

「はぁ!?」

　何事かと思って聞いてみれば、何そのただのドライアイ。目薬さしとけ、あほ！

「どうやら魔力が枯こ渇かつしたようにょろね。ノワールの魔法は強力ゆえに、消しよう耗もうが他ほかの魔法少女より早いみたいにょろ」

「酷こく使ししすぎた『夜光虫』が悲鳴を上げてるんだがぶ!!　その痛みといったらおそらく、通常のドライアイの百倍はあるがぶ！」

　魔力が強すぎるってのも考えもんなんだなぁ。悶絶するもゆを見て、わたしは頰ほおを引きつらせる。百倍痛いドライアイはちょっと、ご勘かん弁べん願いたいわ……。

「うっひょひょひょひょ。ご挨拶は終わりましたかぁ？」

　そんなドタバタをご丁てい寧ねいにも待ってくれていた覆ふく面めん男が、下げ卑びた笑い声を上げる。

「来ましたねぇ。お待ちしておりましたよ、有絵田ほのり。いえ、チャームサーモンとお呼びした方がよろしいでしょうかぁ？」

　わたしは汚きたないものを見る目つきで、覆面男を睨にらみつける。

「あんた、㈱エビルランジェリーとか言ってたわよね？　それに後ろの保育園のことを『ランジェリラ』って……ひょっとしなくても、㈱エビルランジェリーの生き残りなわけ？」

「ひょひょひょひょ。お察しのとおりです。魔ま王おう店てん長ちようなんぞは、ただの傀儡くぐつにしか過ぎなかった。俺っちこそが㈱エビルランジェリー真の支配者──邪じや悪あく代だい表ひよう取とり締しまり役やくですよぉ」

　衝しよう撃げきの告白とともに、覆面男こと邪悪代表取締役はダブルピースをして、ぴょんぴょん飛び跳はねる。意味不明すぎて怖こわい。

「随ずい分ぶんあっさりとラスボスが出てきたもんだから、変だとは思ってたけど。まんまと欺あざむかれてたってわけね。で？　わたしたちを騙だましたりして、一体何が目的なわけ？」

「うひょ、うひょひょひょ。俺っちの組織の存在理由を、忘れちまってはいないですかぃ？　㈱エビルランジェリーは、世界中の女性を恥ち辱じよくまみれにすることを目的に結成された秘密結社。その女性の中には、ちみたち魔法少女も入ってるってわけですよぉ」

「はぁ？　つまりどういうことよ？」

「まだ分かんないんですかぁ？　俺っちが何者なのかってことがぁ!!」

　無む駄だに偉えらそうに宣言して。

　覆面男は身につけていたものを、根こそぎ脱ぬぎ捨てた！

　そして──上半身裸はだかに短パン白のハイソックス。通報レベルの格好をしたその金きん縁ぶち眼鏡めがねのイケメンは。

　にっこりといつもみたいに、わたしに微笑ほほえみかけてきた。

「やぁ有絵田さん。ご機き嫌げんはいかがかな？」

　え、噓うそ。なんで。

　どうしてあなたが、そんな気の触ふれた格好で、こんなところにいるの？

「あ、熱木くん……？」

　わたしの戸と惑まどいを嘲あざ笑わらうように、熱木くんは口元をいやらしく歪ゆがめると、「ひょひょひょひょひょひょ!!」とニワトリみたいにけたたましく奇き声せいを発した。

「そういうことなんですよねぇ……俺っち、熱木嗣し雀じやくこそが㈱エビルランジェリーの真の支配者・邪悪代表取締役！　ちみに近づいて優しく接したのも、気のある素そ振ぶりを見せたのも、全すべてはこの日のためだったってぇわけなんですよぉ!!」

　ちょ、ちょっと待って。急展開に頭がついていかないんですけど。

「……やられたな。魔王店長の方がブラフで、結局はお前が犯人だったってわけか」

「よくも騙してくれちゃって！　おかげでほのりんとギクシャクしちゃったじゃないのさ、責任取ってよねっ!!」

　番ばん長ちようとパウダースノウが何やら騒いでいるが、軽くパニくってるわたしは頭の中がもう真っ白。

　そんなわたしの眼前で。流りゆう麗れいな黒くろ髪かみ、西洋人顔負けの白い肌はだ、すらりとした肢し体たい、それら全てのイケメン要素を台無しにして。

　熱木くんは何かを超ちよう越えつした格好で、ダブルピースのままカニ歩きをする。

　やめてー!?　わたしの中の熱木くん像が、ビル解体みたいに一気にぶっ壊こわれちゃう!!

「これですよ。これなんですよぉ、有絵田さん」

　邪悪な視線でわたしを舐なめまわすように見て、熱木くんは両手を天にかざした。

　その手の中に降り注いでくる、大量のエビルコイン。

「人間にとって『恥はじ』ってなんなのでしょうねぇ？　タグが出ているのを指し摘てきされること？　下着が透すけて見えること？　盗とう撮さつされるのも嫌ですよねぇ？　けど──そういう受動的な恥ずかしさは、いずれ時の経過とともに薄うすれていくものだと、俺っちは思うわけですよ。本当に人の心に刻まれる恥辱は、能動的な行こう為いに付ふ随ずいするんじゃないですかねぇ」

　足元をエビルコインで満たしながら、熱木くんはその美び貌ぼうに似つかわしくない変態ちっくな表情で大口を開いた。

「人を好きになるってぇのは面おも白しろいですよねぇ。天にものぼるような幸せ、胸を突つくような悲しみ、色んな感情が溢あふれまくって堪たまらない！　恋こいってのは人間の感情を爆ばく発はつさせる、起き爆ばく剤ざいみたいなもんなんですよぉ。その恋という能動的な起爆剤を、世界恥辱に利用できないかと、俺っちはずっと考えていました」

「ちょっと！　それじゃあまさか、君はほのりんのことを──」

「ええ、実験台にさせていただきました。好きになった人間が変質者だったら？　絶望しますよねぇ。そんな人を好きになった自分の見る目のなさが、恥ずかしくて仕方ないですよねぇ!?　そのために俺っちは、ちみに惚ほれられるよう仕向けたんですよ、有絵田さん」

　ビシリと。

　ガラスが割れるように、わたしの中で様々な感情が砕くだけて散った。

　地面に膝ひざをつき、頭を抱かかえ、わたしは熱木くんとの思い出に指を這はわせる。

　しかしどの熱木くんの表情も、今のダブルピースでカニ歩きをしている変質的な顔とすげかわって、何これ思い出が汚けがれていくんですけど。

　チャリンチャリンと、エビルコインの勢いが増していく。

「なんて残ざん酷こくにょろか！　非モテ系のほのーりは、ちょっとでも優しいイケメンに会ったら勘かん違ちがいしちゃうにょろよ!!　モテないことを逆手に取った、まさに悪あく魔まの所業にょ」

「黙だまれこのクソ蛇へびがあああああああああ!!」

　ここぞとばかりに罵ば倒とうしてくるバカ蛇を、ドロップキックでぶっ飛ばし、わたしはゆらりと立ち上がった。

「ほう？　まだ立ち上がるのですかぁ？　俺っちの計画では、これだけのショックを受けたら再起不能になると踏んでいたのですがねぇ」
















「──っけんじゃないわよ、この変態が」

　ああ、そうね。確かに最悪の気分よ。

　できることなら布ふ団とんに潜もぐり込んで、涙なみだで枕まくらを濡ぬらしてたいとこだけどさぁ……。

「バカ蛇！　まだキューティクル勾まが玉たまは持ってるんでしょうね？」

「……にょろ？」

「勾玉よ勾玉！　いいからとっとと寄こしなさいよ!!」

　わたしが声を荒あら立だてると、ニョロンはにょろっと口の中から勾玉を吐はき出す。うわっ、保管場所そこかよ！

「受け取るにょろよ、ほのーり!!」

　ニョロンが舌に巻きつけて、ピンク色の勾玉を放ってくる。

　唾だ液えきまみれのそれを心底嫌いやな顔で受け取ると、わたしは熱木くん──いや、邪悪代表取締役の前に立ちはだかった。

「何のつもりですかぁ、有絵田さん？　ちみは恥はずかしくないのですかぁ？　こんな変態を好きになって！　しかもＴＶでその様を晒さらされて!!」

「うっさいわね。ええ、恥ずかしいわよ絶望的なくらいに……泣きたい。死にたい。こんなド変態を好きになった自分を、心の底からぶん殴なぐってやりたいわよ。マジで」

　けどね、と。

　わたしはキューティクル勾玉をかざして、敢かん然ぜんと顔を上げる。

「わたしには今、やるべきことがあるから。ショックで寝ね込んでる暇ひまなんかないわけよ。あとね、そのやるべきことっていうのは恥ずかしくって恥ずかしくって、そりゃあもう人生詰つむんじゃないかってほどのことだからさ──あんたとの失しつ恋れん程度で、動じてなんざいられないのよ!!」

「やるべきことだと……？　ちみは、まさか？」

　そうさ。そのまさかだよ。

　わたしはやけくその笑みを浮うかべると、すぅっと息を吸い込んだ。

「──キューティクル勾玉エナジー」

　そして、口慣れたその呪じゆ文もんを。

「チャァァァム…………ア────ップゥ!!」

　叫さけんだ。




　　　　●　●　●




　世界が揺ゆらぎ、紫むらさきと茶色の混ざりあった禍まが々まがしい謎なぞの空間が周囲に広がる。

　そんな奇き妙みような風景の中、わたしの服は弾はじけて消えた。

　身を丸めて回転すると、足元に広がる青すぎる湖こ畔はんに着水。

　大いなる水に抱いだかれながら、手にした勾玉にそっと口づける。

　勾玉から噴ふき上がる泡あわのカーテン。その裏でいそいそと衣装を着き替がえると、わたしはハート形の装そう飾しよくがついた黄色いリボンを見つめて、ふっと笑った。

　髪かみを縛しばる。瞬しゆん間かん、肩かたまで伸のびた髪はサーモンピンクに色を変える。

　そして人魚のように水面を蹴けり上げ──わたしは地上へと着地した。

「さぁてっと……わたしに喧けん嘩かを売ったからには、当然覚かく悟ごはできてるんでしょ？　邪悪代表取締役」

　フリルを全面にあしらったコスチュームに、ブレザーみたいな形状のマント。年とし甲が斐いもなく履はいた縞しまのオーバーニーソックスが、わたしの絶望感を助長する。

　眼鏡？　そんなもん、変身の途と中ちゆうで消えたわよ。

　恥ずかしいでしょ。ダサいわよね。うん、知ってる。

　でもね、これが八年の年季が入ったわたしの正装なのよ。

　文句ある？

「先せん輩ぱい……どうしてなのです？　魔ま法ほう少女なんて、辞やめたいって言ってたはずなのに」

　地じ獄ごくのドライアイに苦しみながら、もゆが背後でよろよろと立ち上がった。

「ったく。そう思うんならしっかりしてよね後輩。そんな戦い方じゃあ、安心して見てられないってのよ」

「ここからが、もゆの鮮あざやかな逆転劇なのです……リーダーなのに全然目立たない先輩とは違ちがう！　もゆはお茶の間の人気者になって、社会的に成功して、それでっ……!!」

「それで、どうすんのよ？」

　泥どろだらけの顔に涙を浮かべたもゆの頰ほおに、わたしはぺちりと手を当てた。

「一人で目立って、ちやほやされて。その先に何があるっていうのよ」

「それは……」

　もゆは言葉を詰まらせ、わたしから視線を逸そらす。

「魔法少女なんて、ろくなもんじゃないわ。まともに学園生活は送れないし、気持ち悪いファンはいるし。人気が出たって数年も経たてば飽あきられて、あっという間に転落人生よ。それなのに世間に色目を使って戦って、なんの意味があるのよ？」

「…………」

「日ひ陰かげ者ものだっていいじゃない。目立たなくたって、感謝されなくたってかまわない。大切な仲間たちと一いつ緒しよに、少しでも世界のために役立てれば、それでいい。愛と正義とチームワーク……南関東魔法少女のモットーよ。覚えておきなさい、後輩ちゃん」

　そう言ってわたしはポンポンと、もゆの頭を撫なでてやる。

　もゆは俯うつむいてぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめると、搾しぼり出すように呟つぶやいた。

「……もゆは神の子です」

　その頰を伝う、温かな雫しずく。

「神の子だから、普ふ通つうの人間との間には超こえがたい壁かべがあるのです。もゆが天使の使命を説こうとも、魔ま法ほう陣じんの描えがき方を教えようとも、人間はその崇すう高こうさに気付けない。それどころか『気持ち悪い』と、もゆを迫はく害がいする始末なのです。嗚呼ああ、神の子はいつの日も孤こ独どく」

　ひぃぃぃ。お姉さんは、あんたの将来が心配でなりません。

「……だから、魔法少女になりたかった。魔法少女になって、人気者になって、みんなに『すごいね』って言われて──友達が、いっぱい欲しかった。だから早く魔法少女になりたくって早く認められたくって、調子に乗ってしまったのです……っ！　ごめんなさい……ほのり先輩、ごめんなさいぃぃ！　うえええええぇぇぇぇっ!!」

　喋しやべっているうちに、ダムが決けつ壊かいしたように号泣しはじめるもゆ。

　その感情全開な泣き顔は、神の子とは思えないほどにあどけない。

「ったく、バカねぇ。魔法少女になったら余計に友達減っちゃうわよ？　けどまぁ、少なくとも……三人はあんたの友達増えたから、安心しなよ。ねぇ？」

「え……？」

　きょとんとするもゆの傍そばで、わたしはパウダースノウと番ばん長ちようの顔をまっすぐに見つめる。

　二人は「ぷっ」と小さく笑って、当たり前みたいに頷うなずいた。

「皆みなさん……ありがとう、なのです。今まで本当に……ごめんなさいでした」

　引き継つぎその三、南関東魔法少女はチームワークが要かなめ。みんなが大切な友達。

　これでようやく、もゆに伝えてあげることができたかな？

「……しかし」

　ため息をつきながら、番長が鉄パイプを片手にゆらりと起き上がった。

「ほのりは本当、まっすぐなバカだな。任せとけって言ったのに、しっかり引き継ぎしに帰って来やがって。黙って見てることもできないのか」

「ごめんね薙子。わたしはどうやっても、学級委員タイプみたい」

「ふん。そんなにやりたきゃ勝手にすればいい。誰だれと組もうがあたしのやることは変わらない。近づいて、物理で殴る」

「ふふっ……まっすぐなのは、薙ちゃんも一緒でしょ？」

　続いて花びら満開、アイドルスマイルでにっこり笑って。

　パウダースノウが『しずねちゃん』にもたれかかりながら、ふらふら起立する。

「おかえりなさいだね？　待ってたよっ★」

「おかえり、じゃないわよ雪姫。これ一回！　一回限りなんだからね。もゆにきちんと引き継ぎしたら、すっぱりきっぱり魔法少女なんか辞めてやるんだから」

「はいはい。いつもの辞めたい辞めたい病が、またはじまりましたぁ」

「……雪。顔がにやけてるぞ」

「に、にやけてなんかないもんっ！　ほのりんが帰ってきて嬉うれしいなぁとか、今日も変身姿がばっちり決まってて可愛かわいいなぁとか、そんなの思ってなんかないもんっ!!」

「ち、ちみたち!!　どうしてこの状じよう況きようで雑談なんかしていられるのですかぁ!?　俺っちはこの世界を恥ち辱じよくで塗ぬり潰つぶす邪じや悪あくなる秘密結社、㈱エビルランジェリーなのですよぉ!?」

　これまで黙ってわたしたちのやり取りを見守っていた邪悪代表取締役が、耐たえられないとばかりに声を上げた。

　うっさいわね。分かってるわよ残念イケメン。

　そんなに焦あせらなくても、今からボッコボコにしてやるから。

　やられる準備はＯＫ？

「わたしは中ちゆう途と半はん端ぱと変質者が大だいっ嫌きらいなのよ。だから──魔法少女キューティクルチャームの八十五番目の敵・㈱エビルランジェリー!!　あんたをこの手でぶっ潰して、わたしの引退の花道、飾かざってやるんだからね！」

　拳こぶしを思いきり打ち鳴らし、わたしは高らかに宣言する。

「さぁ、二人とも──アドレナリン全開で行くわよ!!」

　首しゆ肯こうする二人を横目に見て、わたしはマントをひらりと翻ひるがえした。そっと口元に添そえた左手。それをそのまま、横に大きく広げる。

　そして、両りよう腰ごしのホルダーから魔法の洗せん剤ざいスプレー『マジック☆凜りん々りん』を引き抜ぬき、くるくると回転させて。




「泡立つ声は海をも荒あらす！　チャァァァムサーモン!!」




　次いで前に出たツインテールの魔法少女は、まっすぐに敵を指差したあと右みぎ腕うでをぐるんと回した。ドスドスと巨きよ体たいを揺らして、魔法の白しろ熊くまぬいぐるみ『しずねちゃん』がその隣となりへと駆かけつける。




「林りん檎ごがなければ毒を喰くえ！　チャームパウダースノウ!!」




　最後にオレンジ色のロングヘアを揺らして、柄がらの悪い魔法少女はどこから取り出したか、ガラスの靴くつを足元に置いた。引き抜くは魔法の鉄パイプ『巌がん流りゆう武蔵むさし』。無む慈じ悲ひにガラスの靴を叩たたき割り、得意げに鉄パイプを回転させると。




「ガラスの靴を叩いて壊こわす！　チャームゥゥゥ……番長!!」




　チャームサーモン。チャームパウダースノウ。チャーム番長。

　最強の魔法少女三人は、右手を重ねて、天へ届けと空にかざした。

「「「世界に轟とどろく三つの歌は、キュートでチャームな御お伽とぎのカノン」」」

　さぁ行くよ、みんな！




「我われら魔法少女！」

「「「────キューティクルチャーム!!」」」




「ちまたに溢あふれる社会のクズ共」

「この魔法少女キューティクルチャームがぁ？」

「今日もシュシュッと……」

　最後はみんなで、ウインクなんか決めちゃって。

「「「──お掃そう除じしちゃうゾ☆」」」

　恥はずかしいけど、温かくって。死にたくなるけど、勇気が湧わいて。

　それがわたしたち。

　結成九年目の魔法少女、キューティクルチャームだ。

「うおおおおおおオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ!!」

　絶ぜつ叫きよう。

　そしてアンコールで出てきたアーティストを出で迎むかえるかのように、キューティクルチャーム応おう援えん団だんは野次馬の最前列でチーム入り乱れ、歌えや踊おどれの乱らん痴ち気き騒さわぎをはじめる。その様子を非常に不快そうに見ている一いつ般ぱん人じんの方々。

「……おかえり。おかえり、チャームサーモン」

　その騒ぎの先頭で、腕うで組ぐみのまま頷いて。

　雉白くんは一筋の涙なみだを流すと、ぐっと親指を立てて、くしゃくしゃの顔で笑った。

　わたしはにっこりと笑顔を返すと、口パクで彼にメッセージを送る。

　し・ね☆

「え……？　サ、サーモンが!?　俺に『す・き☆』って!?　うおおおおおおおおおおおおおお!!　テンション上がってきたぜぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　言ってねぇし。

「ったく。近所迷めい惑わくだし邪じや魔まくさいから、静かにしててほしいんだけど」

「でもでもっ。やっぱこのノリあってこそって感じじゃない？　ああ、やっぱりキューティクルチャームはいいなぁ、好きだなぁ。ねぇ番長？」

「まぁ少なくとも、殲滅魔天よりはマシだ」

「ま……魔天をバカにするな、なのです！　神の裁きが落ちるのですよ!!」

　興奮が引いて痛みが再発してきたのか、左目を押さえて身み悶もだえしながら、もゆが何やら文句を言ってくる。

　そんな彼女を目で制し、わたしは『マジック☆凜々』を両手に構えた。

「もゆ、いいからあんたは休んでなって。そして見てなさい。これが先せん輩ぱいの──魔ま法ほう少女キューティクルチャームの、最後の活かつ躍やくってやつなんだからさ!!」

「ちょ……調子に乗らないでくださいよぉ!?　ちょっとイケメンに優しくされたからって、ころっと騙だまされた恥ずかしいモテない系女子のくせにぃ!!」

　動どう揺ようを隠かくしきれていない邪悪代表取締役が、震ふるえる声を張り上げた。

　それに呼応するかのごとく、保育園・ランジェリラの車庫から二台の送そう迎げいバスが、アクセル全開で突つっ込んでくる。ついさっきディアブルアンジェを苦しめた、鬱うつ陶とうしい攻こう撃げきだ。

　だけど今は──もゆが人質をほとんど救出してくれたおかげで、助手席には誰も乗っていない。

　これなら全力でぶちかませるわ。

「『マジック☆凜々』！　竜たつ巻まき噴ふん射しやぁ!!」

　魔法の洗剤スプレーから噴ふん出しゆつする、強きよう烈れつな風の弾だん丸がん。周囲の空気を軋きしませながら着ちやく弾だんしたそれは、送迎バスを中空へと吹ふき上げて、木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいした。

　そしてわたしは、保育園の二階部分に視線を送る。

　窓ガラスに張りつき助けを求めているのは、最後の人質の保育士さん。

　なんだけど……。

　なぜか黄色い帽ぼう子しをかぶっておしゃぶりなんか口にくわえている。

　えっと、なんだろう……やばい趣しゆ味みの人なのかな？

「うっひょひょひょひょ！　保育園・ランジェリラはその内部に取り込んだ人間を、園児服に着き替がえさせることができる特とく殊しゆ能力を持っているのですよぉ!!　見てくださいあの保育士を。恥ずかしいでしょう？　見てる方がいたたまれなくなるでしょお!?」

　うわ、何そのくだらない能力。ラスボスのくせに、やることがそれかよ。これだから変質者団体は……。

　思わず頭が痛くなるが、考えても仕方ない。わたしは嘆たん息そくし、園児服を着せられるという恥辱を味わっている保育士さんに声を掛かける。

「お姉さん、ちょっと下がってて！　今助けるから」

　保育士さんが後退したのを確認すると、わたしは臨戦態勢のパウダースノウと番長に声を掛ける。

「パウダースノウ、『しずねちゃん』にあの人を助け出してもらうわよ」

「おっけぃ。中に侵しん入にゆうして、助けに行かせればいい？」

「ううん。あの保育園の中はおそらく、罠わなが満まん載さいのはず。バカ正直に飛び込んだら敵の思う壺つぼよ」

「じゃあどうやって二階まで行くの？　『しずねちゃん』は可愛い普ふ通つうの熊くまさんだから、空を飛ぶなんてできないよ？」

「普通……？　まぁいいや。とにかく、力ずくでも『しずねちゃん』を人質のところへ突っ込ませて、電でん撃げき救出作戦に持ち込むしかないわ。そのためには──番ばん長ちよう」

「ま、力技ならあたししかいないよな」

　さすがは幼なじみ。目配せだけでわたしの作戦を理解してくれたらしい。

　番長は背中から鉄パイプを引き抜くと、ありったけの魔ま力りよくを注ぎ込む。それに伴ともない、魔法の鉄パイプは左右に広がり、巨きよ大だいな布ふ団とん叩きに似た形状へと姿を変える。

「あ、なるほどねっ★」

　その様子を見てピンときたのか、パウダースノウはポンッと可愛らしく手を打ち鳴らし、魔法の白熊ぬいぐるみを番長の前へと移動させた。

　そして番長とパウダースノウは視線を交え、こくりと頷うなずきあう。

「天てん誅ちゆう一いち撃げき、覚かく悟ごを決めな！」

　決めゼリフを謳うたいあげると、まず先に番長が動いた。

「番長・シンデレラブレイクエンド!!」

『しずねちゃん』の背後に広がる、ガラスの畳たたみ。それを一いち瞥べつすると、番長は『巌流武蔵』を振ふりかぶり、ホームラン級の一いち撃げきを『しずねちゃん』に向かって叩き込んだ。

　吹き荒れるガラス片のシャワー。

　その合間をかいくぐり、『しずねちゃん』がミサイルのように打ち上げられる。

「おしおき一発、行っちゃうよ！」

　続いてパウダースノウが、華きや奢しやな右腕を挙げた。それを合図に『しずねちゃん』は大きく息を吸い込むと、さながら巨大な林檎のように赤く膨ぼう張ちようする。

「パウダースノウ・スノーホワイトアップルドロップ!!」

　ヤクザ白熊ぬいぐるみによる、凶きよう悪あくなヒップドロップ。

　番長の必殺技わざによって加速されたその一発は、保育園・ランジェリラの二階部分へ隕いん石せきのように衝しよう突とつした。『しずねちゃん』のお尻しりが、まさに保育士さんのいる部屋に突き刺ささる。

「お姉さーん、そのぬいぐるみにしっかり摑つかまっててくださいねぇ!!」

　声を張って保育士さんに指示を出すと、わたしは二つの洗剤スプレーを重ね合わせた。

　閃せん光こうを発して、わたしの魔法の武器は等身大のスプレー缶かんへと、形状を変化させる。

「悪意も穢けがれも、これ一本！」

　スプレー缶を抱だきかかえ、一心不乱にシャカシャカ振って、凝ぎよう縮しゆくした魔力の内容物を混ぜまくる。そしてノズルの開閉弁を開き、狙ねらいを定さだめると。

「サーモン・マーメイドバブルデリーター!!」

　虹にじ色いろのシャボンが一気に噴ふき上がる。

　弧こを描えがきながら宙を舞まった泡あわの一群は、ちょうど『しずねちゃん』の周囲の壁かべに着弾。

　瞬しゆん間かん、まるで空間ごと削けずり取られたかのように、壁へき面めんが音もなく消失した。

　当然、お尻から保育園に埋うまっていた『しずねちゃん』は──支えを失い落下する。

「『しずねちゃん』！　お姉さんを怪け我がさせちゃ、めっ！　だよっ」

　パウダースノウの雑な指示に従って、白熊ぬいぐるみはお尻にしがみついていた保育士さんを、そのもふもふの腕うでの中に抱かかえ込んだ。

　そのまま轟ごう音おんを伴い、地面に激げき突とつ。大地が揺ゆれ、粉ふん塵じんが巻き上がる。

　わたしたちは砂すな煙けむりを搔かき分けて、『しずねちゃん』の元へと駆け寄った。

「お姉さんは……よかった、無事みたいだね」

　稲いな妻ずま傷を目に持つ任にん俠きようぬいぐるみに抱だかれて、恥ずかしい格好の保育士さんは恥ち辱じよくに耐たえかねたのか気を失っている。

　この歳としになってこんな辱はずかしめを受けるとは思わなかっただろうからなぁ。わたしは自分のふりふりの服装を思いながら、保育士さんに同類を憐あわれむ視線を送った。

　まぁだけど──これでもう、人質はいなくなった。

　あとはこの保育園・ランジェリラを倒たおすだけだ。

「ＧＯＧＯキューティクル！　ＬＯＶＥＬＹチャーム!!」

　耳みみ障ざわりな声せい援えんが湧わき上がる。

「頑がん張ばるにょろよ！　ミーの大切な仲間、魔法少女キューティクルチャーム!!」

　化け蛇へびにしか見えないわたしたちの妖よう精せいが、エールを送ってくる。

「もゆ、見るがぶよ。これこそ僕ちゃんたちが目指すべき、魔法少女の姿がぶ」

「これが魔法少女キューティクルチャーム……すごい、すごいのです先輩方!!」

　したり顔のガブリコに寄りかかりながら、もゆはようやく痛みが引いてきたのか、両目をキラキラさせてわたしたちを見つめている。

　その瞳ひとみの輝かがやきに、わたしはふっと、小さい頃ころの自分を思い出す。

（がんばれー、おかあさーん！　まほーしょーじょ、かっこいーよー!!）

「……そうだね。嫌いやな思い出ばっかりでもなかったよ。魔法少女ってのもさ」

　恥ずかしいこともあった。面めん倒どうなこともあった。しんどいこともあった。

　けど──楽しいことも、なかったわけじゃない。

　それでいい。

　それだけで、わたしは……魔法少女をやって良かったって、思えるから。

「チャームサーモン──有絵田ほのり！　なんなんですかぁ、ちみは!?　俺っちみたいな変態を好きになった過去を背負って、年とし甲が斐いもない格好で魔法少女なんて名乗って、挙句にはそれをＴＶに映されて……相当恥はずかしいはずですよぉ!?　気の弱い人間なら自殺すら検討するレベルですよぉ!?　なのに、なんで……なんで笑ってるんですかぁぁぁ!?」

「うっさい、ばーか」

　さよなら、わたしの切ない恋こい心ごころ。

　心のハードディスクから変態イケメン野や郎ろうのデータを消去して、わたしはまっすぐに前を向いた。

「三人で決めるよ。パウダースノウ。番長」

「おっ、久しぶりの必殺技だね？　よーし、気合い入れちゃうぞぉ★」

「任せとけ。今日のあたしは、珍めずらしく機き嫌げんがいい」

　乙女おとめ心ごころを踏ふみにじったこのクズには、特大級の一撃をお見み舞まいしてやる。

　やけっぱちで突っ込んでくる保育園・ランジェリラを冷静に見上げながら、わたしたちは呼吸を合わせて、番長から順に呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する。

「響ひびけ三つの歌よ！」

「海に大地に空にと溶とけて」

「今、一筋の光とならん！」

　わたしの最後の詠唱と同時に、三人が右手を重ね合わせる。

　刹せつ那な、光のフィールドが芝生しばふのように、急速に園内一帯へと広がっていく。闇やみを切り裂さくその眩まばゆさに、保育園・ランジェリラも邪悪代表取締役も思わず足を止めた。

　ぎゅっと、右手に力を籠こめる。

　三人の声が、ひとつになる。




「「「キューティクルチャーム・チャーミングフェアリーテイラー!!」」」




　光が溶け合い、凝縮していく。

　やがて現れたのは園内を覆おおいつくさんばかりの、巨大な赤い絵本。

「な……なんなのですかぁこれはぁぁぁぁ!?」

　邪悪代表取締役の絶ぜつ叫きようがこだまする。

　だけどもう遅おそい。

　足元に広がった、魔ま法ほう少女キューティクルチャームの物語の一ページは。
















　今、わたしたちが閉じるから。

「「「読どく了りよう！」」」

　握にぎり合った三つの手を、天にかかげた。

　その瞬間、強きよう烈れつな地じ響ひびきを伴いながら、巨大な絵本の両りよう端たんが動きはじめる。

　そして恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめた邪悪代表取締役と、保育園・ランジェリラを巻き込んで。

　バタンと、本のページは閉じられる。

「そんなバカなぁぁぁぁぁあぶぼっ!?」

　潰つぶれた。

　容よう赦しやなく無む慈じ悲ひに。

　邪悪代表取締役の周囲に溢あふれていたエビルコインが、ひとつの例外もなく粉々に砕くだけ散る。そして保育園・ランジェリラは浄じよう化かの光に包まれ、その魔力を全すべて吐はき出して──ゆっくりとその動きを止めた。

　あとに残ったのは、泡を吹ふいて気を失っている上半身裸はだかの変態のみ。

「う……うお、うおおおおおおおおおおお!!」

　戦い終わった静せい寂じやくもつかの間。

　ご町内一帯に響き渡わたりそうな喝かつ采さいが、わたしたちの鼓こ膜まくを震ふるわせる。

「キューティクルチャームの大勝利だあああああああああああああああああああああ!!」

　だから、うるさいっての。

　わたしは堪たまらず、顔をしかめて耳を塞ふさぐ。

　隣となりではパウダースノウが、アイドルスマイルで優ゆう雅がに手を振っている。

　番長はいつになく満足げな顔で、鉄パイプをブンブンと振り回している。

「……パウダースノウ。番長」

　なんかもう、気分が高こう揚ようして我が慢まんできなくって。

　わたしは二人の肩かたを摑んで、ぎゅっと自分の方へと抱き寄せた。

　そんなわたしを見て、二人もまた昔から変わらない笑顔を浮うかべてくれる。

　今まで本当にありがとう。

　あんたたちがいたから、八年間頑張れたんだよ。

　大好きだよ、二人とも。

　ずっとずっと……ね。







　こうして。

　魔法少女キューティクルチャーム、八十五番目にして最後の敵組織・㈱エビルランジェリーは、壮そう絶ぜつに散った。

　そして、魔法少女としての最後の役割を終えた、わたしの心は。

　──雲ひとつないあの夕焼け空のように、えらく穏おだやかな気持ちなのだった。








マジカル★エピローグ









　赤々と光るパトカーランプのもとで。

　頭から毛布をかぶせられた少年Ａこと熱あた木ぎ嗣し雀じやくは、警察に手を引かれてパトカーに乗せられた。これでもかというほどマスコミに撮さつ影えいされながら、少年Ａを乗せたパトカーは走り出し、夜の闇へと消えていく。

　その様子を見届けて、わたしはおもむろに黒い通帳を取り出した。

　熱木嗣雀の手荷物から抜ぬき取ったそれは、七十八番目の敵組織・悪あく魔ま銀ぎん行こうの残した、まさに悪魔の遺物──エビルコインを生み出し、貯ちよ蓄ちくすることを可能とする『悪あく魔ま通つう帳ちよう』。

　ためらうことなく、わたしは通帳を放り投げ『マジック☆凜りん々りん』を噴ふん射しやした。

　炎ほのおに包まれた通帳は塵ちりとなって、風に乗って空へと還かえっていく。

　これでもう、エビルコインを造り出すことはできない。

　万事事件解決、ってわけだ。

　わたしたちは変身を解き、清すが々すがしい気持ちで夕焼け空を見上げる。

「すごいのです、ほのり先せん輩ぱい!!」

　ほっぺを赤くしたもゆは興奮気味に、わたしと雪ゆき姫ひめと薙なぎ子この傍そばに駆かけ寄ってきた。

　そして両りよう腕うでを子どもっぽく振ふり回しながら。

「一見力任せな作戦ですが、薙子先輩の物理的な魔法と、雪姫先輩の遠えん隔かく操作型魔法の特性を見事に利用した、素す晴ばらしい戦略だったのです！　もゆは自分が目立ちたいあまりに、お二人の個性に目を向けていませんでした。三人の個性をうまく融ゆう合ごうして戦う……それがチームワーク。そしてチームワークこそが、友情！　友情こそが魔法少女なのですね!!」

　うわぁ、そんな尊敬の眼まな差ざしで見られても照れちゃうんだけど。

「別にそこまで考えて戦ってないわよ。伊達だてに八年もやってないからね、身体からだが勝手にそんな感じで動いてるだけ」

　わたしは気き恥はずかしさに俯うつむきながら、ポンともゆの頭に手を置いた。

「どんなことでも、最初からうまくなんかできないわよ。つまずいたり転んだりしながら強くなっていくの。それでも分かんなくなったときは、周りを頼たよればいいわ。大だい丈じよう夫ぶ、あんたはもう一人じゃないんだから」

「…………はい！」

「さっすが先輩ぃ。言うことが違ちがうねぇ？」

　雪姫が冷やかすように口を挟はさんでくる。その可愛かわいさ満開の笑顔は、相変わらず男の子とは思えないほどで、女子としてはちょっと嫉しつ妬としちゃう。

「憑つき物が落ちたみたいな表情だな、ほのり」

　煙草たばこを咥くわえながら、薙子が言った。わたしはにっこりと笑みを浮かべて、力強く返事をする。

「そうだね。今度はもう、一昨日おとといみたいに消化不良じゃないみたいだよ」

　立つ魔法少女、跡あとを濁にごさず。

　あの変質者団体をこの手で倒たおして、もゆに伝えるべきことを示してあげることができた。自分のやるべきことは、やりたかったことは、全部やりきった。

　これ以上ないくらい、綺き麗れいな幕引きなんじゃないかな？

「まぁ、もゆと約束したからね──友達になるって。引退したからって、二度と顔を見せないなんて言うつもりはないわ。先輩としてアドバイスしたり、協力したりはしてあげるわよ。けど……取りあえず、魔法少女チャームサーモンは、これでおしまい」

　おしまい、という単語がハッカキャンディーのように、わたしの喉のど元もとでスーッと溶ける。

　そんな感覚を飲み込んで、わたしはポケットからピンク色の勾まが玉たまを取り出した。

「今までありがとう、みんな。今度こそ、わたしは普ふ通つうの女の子に戻もどります」

「おつかれさま。ほのりん、よかったねっ！」

　雪姫が人差し指を口元に当てて、今度こそ笑顔でわたしを送り出してくれる。

「ゆっくり休め、学級委員。ああ、しかし殲せん滅めつ魔ま天てんになるのは憂ゆう鬱うつだな」

「いずれ魔天に触ふれねば渇かわきで生きられぬ身体になるのですよ。我が血の盟友を見つけ出すその日まで、チームとして頑がん張ばるのです、お二方。そして……これからも友達でいてくださいね、ほのり先輩」

「分かってるわよ……もゆ、雪姫、薙子。南関東の平和をよろしくね」

　そしてわたしは最後に、八年間寝しん食しよくを共にした一応の相棒を振り返った。

「ニョロン、今までありがとね。あんたのおかげで子どもには泣かれるわ、なんちゃら動物保護法違い反はんの容疑で警察に取り調べられるわ、刺し激げき的でろくでもない毎日だったわよ。なかなか辞やめさせてくれないから、蒲かば焼やきにしてかぶとに食わせてやろうと思ったことも何度かあったけど……こうして犯行に至らず卒業できてよかった。さっさと雪姫のとこに行って元気に暮らしなさいよ。二度と顔なんか見せなくていいから」

「にょ!?　なんだかミーにだけ辛しん辣らつにょろ！　待たい遇ぐうの改善を要求するにょろよ!!」

　うっさいわね。あんたには誰だれよりも迷めい惑わく掛かけられてきたんだからね、多少口も悪くなるってもんよ。

「ふぅ。ほのーりは相変わらずにょろねぇ……」

　ちろちろと赤すぎる舌を揺ゆらして、ニョロンがため息をつく。その表情はどことなく硬かたいように見える。うん、どうした？　卵でも喉のどに詰つまらせたか？

　────あ。

　ひょっとして、わたしと離はなれるのが寂さびしかったりするのかな？

　ふっふっふ。化け蛇へびのくせに、可愛いところもあるじゃない。

　もっと普ふ段だんからその愛あい嬌きようを見せてくれてたら、わたしだってもう少し優しくしてやらなくもなかったのにさ……。

　一いつ緒しよにいるのが嫌いやで嫌で仕方なかった化け妖よう精せいとはいえ、いざ別れとなるとなんだかセンチメンタルになってしまうなぁ。

　そんなことを考えているわたしを尻しり目めに、ニョロンは意を決したかのように口を開く。

「こほん、にょろん。えーと……実は今回のチャームサーモン引退に関して、魔法連盟アルスマギカからメッセージが届いているにょろ」

「魔法連盟アルスマギカから？」

　妖精たちの故郷である異次元世界──魔法連盟アルスマギカ。

　魔法少女になった者は必ずその一員とならねばならず、魔法少女の活動は全て連中によって管理されている。

　そんな、全すべての元げん凶きようと言っても過言ではないようなところから、今さら一体なんのメッセージが来てるっていうのよ？

「あ、ひょっとして『八年間おつかれさま』とか、そういうねぎらいの言葉とか？　それとも規則ばっかのお堅い連中だし、卒業証書的なものでも用意してくれてるのかな？」

「……それでは読むにょろよ」

　ニョロンはそう言って、脳内チップの情報をダウンロードするため、しばし目を瞑つむり口を呆ほうけさせた。

　そしてぱちりと目を開けると、冴さえない顔のまま魔法連盟アルスマギカからのメッセージを、淡たん々たんと読み上げはじめる。

「『先日より、魔法連盟アルスマギカにおいて審しん議ぎ会かいを開かい催さいしていた、本案件《次世代魔法少女欠員中の引き継つぎに関して》について、審議が終しゆう了りようしたので通達する』にょろ」

　審議会？　なんのこっちゃ。

「『次世代魔法少女は一いつ般ぱん的に数日中に集結し、それをもって引き継ぎを開始するのが通例である。本ケースは次世代魔法少女が数日のうちに見つからず欠員が存在するという例外的な状じよう況きようであるが、慣例に準じるのであれば魔法少女の集結を優先するべきであり、引き継ぎについてはそれをもって開始するべき事じ項こうであると思案する』にょろ」

「？？？　つまり、どういうことだってのよ」

　ニョロンはなぜかバツが悪そうに、わたしから視線を逸そらす。

　雪姫たちは小首を傾かしげながら、ニョロンの次の言葉を待っている。

　野次馬たちも、キューティクルチャーム応おう援えん団だんたちも、わたしの卒業スペシャルでも生なま中ちゆう継けいしているらしいＴＶ局たちも、ニョロンの言葉を一言一句聞き漏もらすまいと神経を集中させている。

　わたしは痺しびれを切らして、言いよどむニョロンに催さい促そくする。

「ほら、みんな待ってんのよ。わたしだって早く帰ってマンガ読んだりケーキ食べたりしたいの。さっさと済ませてほしいんだけど」

「にょろ……それじゃあ前置き抜きに、審議の結果だけ伝えるにょろよ」

　妙みようにおっかなびっくりな様子が気になるが、とにもかくにもニョロンはその『結果』とやらを話しはじめた。

「『殲滅魔天ディアブルアンジェが三人揃そろうまで、魔法少女キューティクルチャームは現行魔法少女を継けい続ぞくするものとする』にょろ」

「…………？」

「『よって現時点でチャームサーモンの引退は無効であると、魔法連盟アルスマギカは決定する』──にょろ」

　さぁっと、つむじ風がわたしたちの傍を吹ふき抜けた。

　火事でもあったのか、遠くから消防車のサイレンが聞こえてくる。

　わたしは首を捻ひねる。頭をぐしゃぐしゃ搔かき混ぜる。トントンと足元を踏ふみ鳴らしてみる。

　それから、肺がくすぐったくなるほど、思いっきり息を吸い込んで。

「…………はぁ!?」




　　　　●　●　●




『祝・まだまだ続くぞチャームサーモン！』

　装そう飾しよく過多な垂れ幕の飾かざられたリビングに入った途と端たん、わたしは朝っぱらからクラッカーの雨あられという洗礼を受ける。

「「魔法少女卒業キャンセル、おめでとう！　ほのり!!」」

　ピエロの格好をしたお父さんと、魔ま女じよみたいなコスプレをしたお母さんが、浮うかれた顔して拍はく手しゆ喝かつ采さいを送ってくる。

「いやぁ。これからも娘むすめの活かつ躍やくを見られるなんて嬉うれしいねぇ、麦む月つきさん！」

「新調したビデオカメラもあることだし？　これからもチャームサーモンの可愛いムービーをたっくさん撮とりましょうね、あなた!!」

　異様な盛り上がりを見せるバカ夫婦を能面のように見つめながら、わたしは無言で食しよく卓たくについた。隣となりではかぶとが、机に突つっ伏ぷして肩かたを震ふるわせている。

「笑えよ、かぶと」

　わたしは視線も向けずに呟つぶやく。

　かぶとは机に寝ねそべったまま、歌うように独り言ごちる。

「やーいやーい。お前の姉ちゃん、まだまだ現役魔法少女ー……お前の家族、いつまで経たっても年とし甲が斐いない魔法少女家族ー……ぐすっ」

　悪かったね。普通の姉ちゃんに戻れなくって。

　姉ちゃんも泣きたいよ。

「さぁ早くご飯を食べて学校へ行くにょろ！　魔法少女が遅ち刻こくして登校なんて、全国の応援してくれてるファンに申し訳が立たないにょろよ」

「……うるせぇ」

　八つ当たり気味に、正面に座った二足歩行の白蛇のどてっ腹を蹴けりつける。「ぶべっ!?　た、卵が、さっき食べたゆで卵がぁ……」と漏らして、妖よう怪かい蛇人間はその場でひっくり返った。

　……あーあ。

　今日も相変わらずだなぁ、この家は。







「おはようなのです！　ほのり先せん輩ぱい!!」

「おはようがぶです！　ニョロンさん!!」

　ニョロンを伴ともない校門前まで辿たどり着くと、わたしたちの到とう着ちやくを待っていたらしいもゆとガブリコが、うやうやしく頭を下げた。

　昨晩から放心状態なわたしが何も答えずにいると、もゆはすっと顔を上げて、その大きな瞳ひとみからキラキラと眩まばゆい星を飛ばしてくる。

「ほのり先輩、もゆは気付いたのです。自分のことばかり考えて、挙句に魔ま力りよくを枯こ渇かつさせるという失態を演じたもゆ。それに反して、見事なチームワークを駆く使しして強敵・㈱エビルランジェリーを撃げき破はしたほのり先輩たち……両者の差は歴然なのです」

「ほのりさんの言うとおり、最初からうまくやるのは難しいと思うがぶ。だけどそれ以上に、もゆは自分の実力不足を痛感しているがぶ」

「なので、先輩が『現役』でいるうちに。もゆは魔法少女の弟で子しとして、精せい一いつ杯ぱい勉強する所存なのです！　いつか先輩みたいな素す晴ばらしいリーダーとなって、チームワークで世界を護まもれるようになるために。ですので……ふつつか者ですが、どうぞよろしくなのです!!」

『現役』、か……。

　これほど絶望的な言葉もないなぁとか思いながら、わたしは引きつった笑いを浮かべる。

「あれ？　もゆちんとガブりんだぁ。おっはよー★」

　甘ったるいチョコレートみたいな声を出して、そのゆるふわパーマの金きん髪ぱつを揺らしながら、彼だか彼女だか分かんない奴やつが小走りに近づいてきた。

「ほーらみんなぁー！　ここに魔法少女が三人も勢ぞろいだよぉー!!」

　雪姫の余計な声掛かけに反応して、グラウンドにいた生徒たちが一いつ斉せいにこちらを振ふり返る。

　そして「ゆきぃぃぃ、ゆきいアアーッ!!　ユキャアアーッ!!」と、動物園の猿さるよりも知的に低そうな奇き声せいを上げながら、どこから取り出したかサイリウムを振りはじめる男子たち。

　一方では、ひそひそ話をはじめる女子たち。

　もうやだ、この学校。

「ほのりんとニョロちゃんも、おっはー。今日の気分はいーかがっ？」

「死にたい」

「ふふっ、今日はいつも以上にダークネスだねっ。でもでも？　そんなところも、ほのりんのみ・りょ・くっ★」

　朝からアクセル踏みっぱなしなテンションで、わたしの頰ほおをつついてくる雪姫。普段なら文句のひとつでも言ってやるのだけど、今日は抵てい抗こうする気力さえ湧わいてこない。

　そんなわたしの肩を抱だいて、雪姫がこそっと耳打ちをするように言ってくる。

「だいじょぶ。ちゃーんと辞やめられる日が来るまで、ゆっきーが傍そばでほのりんのこと支えてあげるから。大好きなほのりんのためだもんっ。それでいつか本当に辞められる日が来たときはまた……『おつかれさま』って、言ってあげるからね？」

「……そりゃ、どーも」

　その気持ちは嬉しいんだけどさ。

　いつかって、いつよ？

　いつなのよ、ねぇ……マジで。







　雪姫に背中を押されながら、ようやく教室に辿り着く。

　雪姫が隣のクラスに入っていくのを見送ってから、わたしはおそるおそる扉とびらを開けた。

　なんか分かんないけど、嫌いやな予感がするのよね……。




『85番目の敵組織討とう伐ばつおめでとう！　そしておかえりなさい!!　我われらが愛いとしの魔法少女・チャームサーモン　有あり絵え田だほのりさん』




　ああ……。

　黒板に書き殴なぐられた文字列を見た瞬しゆん間かん、わたしの身体からだはふにゃふにゃと軟なん体たい動物みたいになって、その場にがくっと膝ひざをついた。

　そんなわたしの心境など、知りもしないで。

「キューティクルチャームのこれまでの功績とおおおおおおおお！　華か麗れいなる復活を祝ってえええええええええええええ!!」

　赤いはちまきに、捲まくり上げた特とつ攻こう服。毛の一本もないピカピカのわきを晒さらしながら、丸まる坊ぼう主ずの頭悪そうなクラスメート・雉きじ白しろくんは、教きよう卓たくの前で『ＣＣキユーテイクルチヤーム』と印字された旗をかかげ、絶ぜつ叫きようした。

「フレええええええ、フレええええええええ、ほ・の・りぃぃぃぃ!!　フレーフレーほのりぃぃ！　ラブリーラブリーほのりぃぃぃぃ!!　俺も愛してるぞおおおおおおおお!!」

　遭そう難なん者がヘリコプターにＳＯＳを送るときよりも必死に、雉白くんは旗を猛もう然ぜんと振り回す。それに同調した愚おろかな数人の生徒たちも、腕うでを振り乱みだして応援をはじめる始末だ。

　っていうか、なんだよ『俺も』って。

　わたしはあんたとアブなら、アブの方が好きだよ。益虫だし。

「有絵田さん！　ううん違ちがうな、チャームサーモン!!」

「いえ、言い直さなくても有絵田で合ってます……」

　無造作に白い歯を剝むき出しにすると、雉白くんはニカッと笑って親指を立てた。

「これからも俺たち魔法少女キューティクルチャーム応援団は、君たちを全力で応援し続けるよ。いつまでも、そういつまでもね!!」

「やぁやぁ、熱い応援ありがとうにょろ。ユーたちの応援があってこそのキューティクルチャームにょろからね。これからも頼たのんだにょろよ」

「もちろんっすよ、ニョロンさん!!」

　ああ、もう。このバカ蛇へびはまた調子に乗って……。雉白くんは雉白くんで、気をよくしてもう一回応おう援えんなんかはじめちゃったし。

　勘かん弁べんしてよ。わたしは魔ま法ほう少女を卒業して、普ふ通つうの女の子になるはずだったのよ!?

　なのに、なのに！

　ちくしょう！　こんなに真ま面じ目めに生きてるのに、どうしてこんなことが現実に!!

「──はっ。この気配は!?」

　頭を抱かかえてうずくまったわたしの横で、ニョロンがハッとしたように目を見開いた。

　それと同時に、雪姫が息を切らしてわたしの教室に飛び込んでくる。

「ほのりん、ニョロちゃん、大変だよ！」

　携けい帯たい電話を耳に当てたまま、雪姫は声を上げる。

　うわぁ。もう嫌な予感しかしないんだけど、この展開。

「じいから連れん絡らくがきたんだけど、新しい悪の組織が犯行声明を出したらしいのっ」

「やはりそうにょろか。ミーも魔力の気配を感じたところにょろよ」

「キューティクルチャームの八十六番目の敵だね。その名は『パンダさんジャイアント』」

「何よそのふざけた名前は!?　バカにしてんのか!!」

　今日一番に声を張り上げて、わたしはよろよろと立ち上がる。

　ああ、行きたくない。でも行かずに済ますこともできない。

　わたしってどうして、こんな難なん儀ぎな性格なんだろうね？

　そんなことを考えつつ、わたしは携帯を取り出して薙子の番号にコールする。

『もしもし』

「もしもし薙子？　新しい敵が現れたらしいわ。キューティクルチャームの出番よ」

『知ってる。パンダさんジャイアントだろ？　弱そうな名前だよな。あたしの出る幕はなさそうだ。ちなみにあたしは今、シベリアに旅行中だ』

「噓うそつけ、廃はい品ひん回収車の声が聞こえたわよ今！　サボらないって約束はどうしたのよ!!」

『悪いが、お前が帰ってきたから無効だ』

「ふざけんな、死ね！」

　ツーツーツーツー。

　………………。

「うおおおおおおおお！　キューティクルチャームが出動だぜひゃっはああああああ!!」

「みんな、応援ありがとっ★　よーっし。今日も張り切って、活躍しちゃうぞぉ」

「その意気にょろよ。魔法少女たるもの、応援を力に変えなきゃにょろからね」

　なんでそんなにやる気満々なのよ。意味分かんない。

　逆に、薙子の奴はサボりすぎなのよ。ふざけやがって。

　わたしはガリガリと髪かみを搔かき毟むしりながら、壁かべに頭をガンガンと打ちつける。

　しかし現実という悪夢は、覚めることを知らない。




　ああ。

　本当に。




　────魔法少女なんて、今すぐ辞めたい。








あとがき









　皆みなさま、はじめまして。氷ひ高だか悠ゆうです。

　このたびは拙せつ作さくをお買い上げくださり、誠にありがとうございます。

　ハイテンション魔ま法ほう少しよう女じよコメディ『今すぐ辞やめたいアルスマギカ』、略して『辞めマギ』（作者が勝手に命名）。お楽しみいただけましたでしょうか？

　はじめて投とう稿こうをしてから早数年。本作で第26回ファンタジア大賞《銀賞》に選んでいただき、こうして出版にまでたどり着けたことを、心より嬉うれしく思います！




　本作のコンセプトは『今すぐ辞めたいのに、辞められない魔法少女』です。

　主人公・魔法少女ほのりは今すぐ辞めたい。だけど後任の魔法少女が見つかるまでは、魔法連盟アルスマギカが引退を認めてくれないので、嫌いや々いやながら魔法少女活動に勤しんでいます。

　うん。理り不ふ尽じん極まりないですね、魔法連盟アルスマギカ。

　ちなみに、そんな『辞めマギ』の執しつ筆ぴつ風景の一部をお送りしましょう。


担当「氷高さん、ページ数オーバーにょろ。すぐに削けずるにょろ！」

氷高「え、締しめ切り近っ。せめて、もうちょっと時間に余よ裕ゆうを」

担当「この程度の期日で仕上げられなくてどうするにょろか。作家の基本にょろ！」

氷高「（満まん身しん創そう痍いになりつつ）できました……」

担当「ご苦労にょろ。ところで、描びよう写しやが薄うすすぎるからページ数を増やすにょろ。もっときちんと書き込むにょろよ。作家の基本にょろ！」

氷高「!?」






　──魔法連盟アルスマギカはどこにでもあります。

　それは人によって、部活だったり学校だったり、バイト先だったり職場だったり……。

　ときに理不尽さを感じて、辞めたくなることもあるでしょう。そんなときは、この本を読んでみてください。ほーら、ほのりが酷ひどい目に遭あってるー。

　そんな彼女の姿を見て、「ああ、自分はまだマシだな」と気持ちを軽くしていただけたなら幸いです。少なくとも氷高は、「ほのりよりはマシ、ほのりよりはマシ……!!」と言い聞かせながら日々を生きてます。頑がん張ばれほのり、人ひと身み御ご供くうだ。




　以下、謝辞になります。

　菊きく池ち政せい治じ先生。氷高の考えたヘンテコな魔法少女たちを、信じられないくらい可愛らしくデザインしてくださり、本当にありがとうございました。描えがいていただいたイラストたちは、家宝として生しよう涯がい大事にさせていただきたいと思います。

　担当編集Ｈ様。ど新人な氷高をここまで導いてくださり、感謝してもしきれないほどです。作家業という名の魔法連盟アルスマギカは、辞めずに努力し続けたいと思いますので、どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。

　選考・出版など、拙作が一冊の本として書店に並ぶまでにご尽じん力りよくいただいた全ての皆さま。皆さまのおかげでここまで来ることができました。本当にありがとうございます。

　様々なご縁えんの友人・先せん輩ぱい・後こう輩はいの皆さま。大切な家族。みんなに支えられて、氷高はここに立っています。これからも、どうぞよろしくです。

　そして最後に──読者の皆さまには、最大限の感謝を！

　どのような形になるかは分かりませんが、またお会いできると嬉しいですっ!!





二〇一四年九月吉きち日じつ　　氷高　悠












今いますぐ辞やめたいアルスマギカ








氷ひ高だか 悠ゆう
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